














































ガブリエラ戦記Ⅳ

白兎騎士団しろうさぎの決意




著者　舞阪 洸

イラスト　優木きら











電子版　ファミ通文庫





本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。




本作品は、底本の表現や演出を考慮して本文縦組で制作しております。また一部のページを改変しております。ごらんになるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。















　　目次




プロローグ

第１章　第一印象は最悪に近く

第２章　奪回の秘策

第３章　動かす者と動かされる者

第４章　乾坤一擲の啄木鳥作戦

第５章　突破と帰還と

第６章　危ない趣味が全開に

エピローグその１

エピローグその２

エピローグその３

あとがき










































































　　　　　１




　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスがルーアル・ソシエダイ軍によって囚とらわれたことは、白兎騎士団しろうさぎにとって存そん亡ぼうの危き機きともいえる重大事だった。

　少なくとも、彼女が鋼鉄の白兎騎士団の実質的な指し導どう者しやだと思っている世間と他国の首しゆ脳のうはそう考えたはずだった。

　レフレンシアはあくまで副団長、副団長よりも偉えらい団長が健けん在ざいなのだから、そこまで危機的な状況か？　と考える者がいてもおかしくはないのだが、そこはそれ、幼い国王を騙だまして国を恣ほしいままにする臣しん下かとか、幼い国王を操って政策をねじ曲げる母親とかが普通にいる時代だから、右も左もわからない一回生を団長に仕立てあげた副団長が団の実権を握っていると世間が信じていても、なんらおかしくはないのだった。

　世間もそうだが、当のガブリエラ本人が、自分はレフレンシアの助けがあって初めて団長という重じゆう責せきを担になっていけるのだと思っているのだから、世間の評価も強あながち間違いというわけではない。

　自分の隣からレフレンシアがいなくなった心細さと、しばらくは独ひとりで白兎騎士団しろうさぎを引っ張っていかなくてはならないという責任感で、ガブリエラは押し潰されそうになる。

　もっとも見た目以上に芯しんの強い彼女のこと、そんな弱音は決して人前で見せないが、一いつ刻こくも早くレフレンシアに戻ってきてほしいという本音は隠しようもない。

　それでもガブリエラは、団長としての責せき務むをなんとか果たそうと必死になっている。

　まずはシギルノジチ対策。そしてレフレンシア様の解放。この二つが最優先事項です。

　そう判断しているガブリエラは、大だい平へい原げんで共に行動している鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹かん部ぶたちに訴えた。

「レフレンシア様が捕とらわれた今こそ好こう機きなのです。この時機を逃してはなりません」




　ここは大平原にあるマナティウス。ベティス大たい公こう国こくが大平原方面での活動拠点としている有力な都市国家である。

　その王宮内にある、鋼鉄の白兎騎士団に宛あてがわれた部屋で、いま緊急対策会議が催もよおされているところだった。

　素っ気ない会議室に置かれた長ちよう卓たくを挟んでガブリエラと向き合っているのは、番隊長であるアルゴラとヨーコ、特とく務む分ぶん隊たいと警けい邏ら隊の隊長を兼けん務むするレオノーラの三人だ。

　番隊長筆ひつ頭とうのクシューシカは、ガブリエラの隣に座っている。

　四人は副隊長を一人ずつ伴ともなっており、ガブリエラは専属秘書官のレオチェルリを伴っていたから、合わせて十名が緊急対策会議に出席していることになる。




「好機とは、なんの好機なのだ？」

　とアルゴラが訊きいた。

　彼女の表情はなんの感情も籠こもっていないように見えるが、口調から察するに、怪け訝げんに思っているのは間違いなさそうだ。

「もちろん、わたしたちが大平原を離れて本ほん城じように戻る好機です」

「もちろんなのか、それは」

「もちろん、『もちろん』なのです。いつまでも大平原にかかずらっていては、クセルクス盆ぼん地ちがシギルノジチに奪うばわれてしまいかねません」

「シギルノジチに奪われかねないという意見には賛成だが……」

　と言うクシューシカは、賛成という割には迷っているように思える。

「本当に大平原を放りだしていいものなのか、団長？」

「背に腹は替えられないと言うではありませんか」

「うむ、いや、それはそうなのだが……」

「とはいえ、全員が引き揚げてしまうわけにもいきませんから、ここに少数を残して、残りはシギルノジチに備えるために一旦本城へ戻ります」

　決意と覚悟を面おもてに滲にじませてガブリエラは居並ぶ八名を――レオチェルリは彼女の背後に控えている――見渡した。

「残す少数というのは、例の任務をこなすのですね？」

　とヨーコが訊いた。

「はい。これ以降は敵と正面からぶつかるようなことはしません。どのみち兵力が足りませんから、したくてもできないのですが。ですから、敵の輜し重ちよう部隊を襲っては逃げるという、少しよう数すう精せい鋭えいによる不ふ正せい規き戦せんに切り替えます」

「少数精鋭による不正規戦……な」

　アルゴラの口くち許もとに薄い笑みが浮かぶ。

「そこだけ聞くともっともらしいが、要するに山さん賊ぞく紛まがいのことをするわけだ」

「紛いではありません」

　ガブリエラがきっぱりと否定した。

「山賊そのものになると思ってください」

　ヨーコとアルゴラが、うんざりだという顔つきになる。

　クシューシカも情けなさそうな顔になって呟つぶやいた。

「栄はえある鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが山賊紛い……ではなく、山賊と同じことをするのか」

「背に腹は替えられません！」

　もう一度、ガブリエラが強く言うと。

　アルゴラは小さく肩をすくめ、ヨーコは難しい顔で静かに頷うなずき、クシューシカは天を仰いでため息を吐ついた。

　レオノーラだけは、なんだか嬉うれしそうに笑っている。

　四人の副隊長は呆れたのか感心したのか、それとも驚いているのか、無言でガブリエラを見つめるだけだった。

「では、こちらに残って山賊をしていただく方ですが」

　とガブリエラが言うと、クシューシカの顔が歪ゆがんだ。

「団長、頼むから、せめて『山賊紛い』とか『山賊の真似事』とか言ってもらえないだろうか。『山賊をしろ』などと言われると、わたしは先輩方に向かって土ど下げ座ざせずにはいられない気分になってくる」

「え？　ですがクシューシカ筆頭、どんな言い方をしようと、やっていただくのは山賊行為そのものですよ？」

「だから。気分の問題なんだ、これは」

　と応えるクシューシカは、泣きそうな表情になっている。

「それでクシューシカ筆頭の気分が晴れるのでしたら、かまいませんけど」

「いや、晴れないよ。全然晴れはしないんだけど……」

　まだ口の中でぶつぶつと不平を呟いているクシューシカを置き去りにして、ガブリエラは強引に話を進める。

「では、山賊紛いの不正規戦を担当していただく方ですが」

　ガブリエラはそこで言葉を切って、一同を見渡した。

「アルゴラ隊長とヨーコ隊長に指し揮きを執とっていただきます。実働部隊はお二人の番隊の半数……といったところでしょうか。あまり数が多くても機き動どう力りよくが損そこなわれますし」

　アルゴラはやる気のなさそうな顔で手を挙げ、

「わかった。我が番隊の半数は、こちらに残って山賊のように敵輜重部隊を襲い、山賊のように敵と斬り合った後、山賊のように輜重を焼いたり奪ったり指揮官を捕らえたりする任務に就つく」

　と任務内容を復唱した。

　ますますクシューシカの表情が曇っていくが、それよりも大事なことがある。ガブリエラはアルゴラに釘くぎを刺しておくのを忘れない。

「いえ、あの、できれば斬り合いは省はぶいてくださるとありがたいのですが」

「何を言うか、団長。少数で敵に奇き襲しゆうをかければ、どうしたって斬り合う場面が出てくるだろう？」

「ええ、まぁ、そうなのですけど……」

　敵と斬り合えるなら、山賊の真似だろうと山賊そのものだろうと、アルゴラはあまり気にしないのだろう。

　そこは頼もしいと思うガブリエラだが、斬り過ぎてもらっては困るのだ。

「輜重部隊の隊長は斬らないでくださいね？　生きたまま捕らえてもらわなくてはならないのですよ？」

「わかっているよ」

　どこまでわかっているのか、かなり不安に思うガブリエラは、アルゴラの隣に座っているヨーコに視線を移す。

　ヨーコは真面目な顔で、うん、と頷いた。

「わたしとアルゴラ隊長の部隊の半数で敵の輜重部隊を襲い輜重を焼く。その際、可能なら敵の部隊指揮官を捕らえる」

「お願いします」

　というガブリエラの言葉には、二重の意味が込められている。

　任務の遂行をお願いしますという意味と、アルゴラ隊長が暴走しないよう、しっかり手た綱づなを取ってくださいという意味が。

　その意味をちゃんと理解しているヨーコは、難しい顔で再び頷いた。

「了解している、団長」

「アルゴラ隊長とヨーコ隊長にはジアンとデイレィを付けます。あの二人なら、本物の山賊よりも上う手まく山賊仕事をこなしてくれると思いますから」

　アルゴラが突っ込んできた。

「ジアンとデイレィが聞いたら泣くぞ」

「いえ、あの、二人には黙だまっているという方向で……」

　ガブリエラが右の人差し指を唇くちびるに当て、内緒です、という意を表した。

　それまで黙って話を聞いていたレオノーラが右手を挙げ、口を挟んできた。

「あたしは残らなくていいんですか～～？　山賊仕事なら、あたしにもできると思うんですけど～～？」

「たしかにレオノーラ隊長のあの特殊能力、山賊稼か業ぎようにはうってつけかもしれません。ですが、それよりも特務分隊の指揮を優先させていただきたいのです。クセルクス盆地だけではなく、盆地周辺での活動を活発に行わなくてはなりませんから」

「ああ、そうですね～～。うん、了解しました～～」

　レオノーラは、ゆるゆると右手を下げた。

「しかし、団長」

「はい、クシューシカ筆頭？」

「輜重部隊の指揮官級を何人か捕らえたところで、レフレンシア様解放のための交渉の材料になるものかな」

「それは……」

　今度はガブリエラの表情が曇った。

「たしかに部隊指揮官ではレフレンシア様との釣つり合あいは取れません。将軍級の捕ほ虜りよを何人か確保できればそれに越したことはありませんけど、将軍を捕らえるのはさすがに無理な相談ですから、その分、一人でも多くの捕虜を用意したいのです」

「そう……だな。そうするしかないのだろうな」

「団長、捕虜交換に持ち込むという以外の手段はないのか？」

　とアルゴラが訊いてきた。

「団長お得意の奇き策さくを炸さく裂れつさせる余よ地ちは？」

　ガブリエラは俯うつむいて弱々しく首を横に振る。

「今回ばかりは真っ当な手段に頼らざるを得ません」

「団長の言う『真っ当な手段』とは、要するに捕虜交換や身みの代しろ金きんのことだな？」

　戦争捕虜の交換や身代金による捕虜の解放は、この時代のこの世界では、ごく普通に行われているのだ。

「はい、そうです。いくらなんでも、ルーアル・ソシエダイの王宮に忍び込んで、レフレンシア様を奪回しようとするのは、無む謀ぼうといいますか無茶といいますか」

　レオノーラが、だよね～～、と頷いた。

「レフレンシア様がどこに囚われているかを探りだすだけでも、かなりの日数がかかっちゃうだろうしね～～」

「その時間がもったいないです。仮にレフレンシア様の監かん禁きん場所がわかったとしても、そしてこちらがいくら一いつ騎き当とう千せん揃ぞろいだとしても、数名でルーアル・ソシエダイの王宮に忍び込み、レフレンシア様を奪回して戻ってくることが可能だとは思えません。かといって、人数を増やせば忍び込む前に気づかれる虞おそれが増します。いずれにせよ、必ずこちらに犠ぎ牲せいが出ますし、最悪、襲撃した直後にレフレンシア様が殺害される可能性だってありますし。それでは危険を冒おかす意味がありません。利害の利より害のほうが大きいと言わざるを得ません」

「そうか。そうだな。結局、副団長を奪とり戻せるかどうかは、我々の山賊稼業にかかっているわけだ」

　とアルゴラが自じ嘲ちよう気味に言うと、クシューシカが泣きついてきた。

「アルゴラも、頼むから『紛い』とか『真似事』とか言ってくれ」

「筆頭は物事を真面目に捉とらえすぎだな。もう少し気楽に構えていないと、心身に大きな負担がかかって、その大きな胸が萎しぼんでしまうぞ？」

「胸は関係ないだろうがっ！」

「いや、レフレンシア様が戻ってこられたとき、筆頭の胸が萎んでいたら、『わたしの大事なクシューシカの胸が小さくなっている！　前みたいに揉みがいがなくなった』と言って悲しむのではないかと思ってな」

「わたしはレフレンシア様に胸を揉まれたことなどないぞ！　というか、それ以前に、わたしの胸はレフレンシア様の物ではないからな！」

「えぇえ？」

「おい待て、レオノーラ。どうしてそこで驚く？」

「いえ～～、べつに大した意味はないです～～」

「いや、本当だからな？　本当にないからな？」

　少し顔を赤くしたクシューシカが、居並ぶ団員を前に、あわあわと言い訳をする。

「ま、まぁ、わたしだってレフレンシア様に襲われたらどうしようと思ったことはあるけど。そして、どうして襲ってくれないのかなと思ったこともあるけど。襲われたら、拒きよ絶ぜつはできないから揉まれてしまうのもやむなしだなと思ったこともあるけど……って、違ぁうぅぅぅ！」

「ふっっ、語るに落ちるとはこのことだな」

　アルゴラは冷ややかな視線をクシューシカに注そそぐ。

「いやっ、違うっ、違うんだよ。レフレンシア様が襲ってくれないのをわたしが不満に思ってたとか、そんなことはないんだからな」













〈どんどん落ちていくな〉

〈見事に落ちていきますね～～。あるいは墜おちていきますね～～。むしろ堕おちていくのかな～～？〉

　額ひたいをつき合わせたアルゴラとレオノーラが、うんうんと頷き合っている。

〈可愛い部下には直すぐに手を出すレフレンシア様が手を出してくれなかったとなれば、クシューシカ筆頭の不満も無理ないかと～～〉

　ガブリエラは、このあいだ、自分がレフレンシアからされかかったことを思いだして、なんだか全身が熱くなる思いだった。

　いえいえ、あれはわたしに罪悪感を感じさせないようにというレフレンシア様一流の気き遣づかいであって、決して本気でわたしを襲おうとしたとか、そういうわけではないのですから……。

　ない！　と言い切ってしまうのは少し寂さびしい気もするガブリエラだが、本気で襲ってほしかったとも言えないわけで、なかなか微妙な心理状態だ。

　って、いえいえ、今はそういうことを考えている場合では。

　思し考こうを切り替えようとしてガブリエラが顔を上げると、直ぐ横で、顔を真っ赤に染めたクシューシカが、ああだこうだと、まだ言い訳を繰り返している。

　このまま放置しておくわけにもいきませんし。というか、会議を進めなくてはいけませんし。

　ガブリエラは大声を張りあげた。

「えぇと、皆さん、よいでしょうか、本題に戻りたいと思いますけど」

「あ……」

　我に返ったクシューシカは、すとんと腰を落とすと、大きな体を思い切り縮ちぢめ、消え入りそうな声で言った。

「どうぞ進めてください」

　一つ咳せき払ばらいをくれたガブリエラは、澄すました顔で、

「では、進めさせていただきます」

　と宣言し、必死に笑いを堪こらえている様子の副隊長たちの顔を見渡した。

　副隊長たちはたちまち真面目な顔に戻り、背筋をピンと伸ばしてガブリエラの話を聞く体勢になった。

「残念ですが、捕虜の交換以外に、レフレンシア様を解放する手段を思いつけません。身代金の支払いでは、相手、ルーアル・ソシエダイが解放してくれるとは思えませんし、もし可能だとしても、とんでもない金額をふっかけられるでしょう」

　前述のように身代金の支払いによる捕虜解放は普通に行われていることだが、捕虜が大物になればなるほど金額が跳ねあがるのも、また当然の話だった。

　バスティア大陸のアグァローネ地方に鳴り響く鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長が捕虜ともなれば、ルーアル・ソシエダイとの交渉を生なま半はん可かな金額で成立させるのが無理なことは火を見るよりも明らかだ。

　むしろ捕虜交換のほうが、まだ相手を説得しやすいとガブリエラは思っている。

「レフレンシア様を取り戻すことはわたしたちにとって最重要課題です。ここは一つ、地道に山賊稼業……の真似をして、せっせと敵輜重部隊を襲い、できれば指揮官を何人か捕らえるという方向でお願いします」

　そこで言葉を切ったガブリエラは、二人の隊長を見やる。

「よろしいでしょうか、アルゴラ隊長、ヨーコ隊長」

「ああ、任せておけ」

「精一杯やらせてもらいますよ、団長」

「ジアンとデイレィにはあとで伝えておきます。お二人には、こちらに残ることになる半数の選せん抜ばつをお願いしますね」

　アルゴラとヨーコが手を挙げた。

「残りの方は、直ぐに本城へ戻る準備を始めてください。わたしたちが戻ることを本城にいるマクトゥシュさま……マクトゥシュやアナに報せるための早馬を送る必要がありますけど、それはセリノスに頼もうと思います」

「あの娘こ、速いですもんね～～」

　レオノーラがそう言うのも無理はない。

　一回生ながら、セリノスの乗馬の腕うで前まえは、団内でも一、二を争うほどなのだ。

「では、準備を始めましょう」

　というガブリエラの言葉で、会議室に集まっていた幹部たちは一斉に立ちあがった。

　ルーアル・ソシエダイ王国軍に囚われた副団長レフレンシアを、なんとか解放しなくてはならない。

　と同時に、クセルクス盆地東方に進出しつつあるシギルノジチ経きよう国こく軍に備えなくてはならない。

　難なん題だいを抱えたまま、ガブリエラたちは本城のあるクセルクス盆地へと引き返す手て筈はずを調ととのえるのだった。
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　そして当日の午後――。

　マナティウスに駐ちゆう留りゆうするベティス大たい公こう国こくの大平原方面軍が使用する王宮内の一室に、ベティス駐留軍幹部が勢揃いしていた。

「我が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者であるレフレンシア副団長がルーアル・ソシエダイ軍によって捕ほ縛ばくされるという非常事態に見舞われました」

　居並んだ方面軍幹部の顔を見渡し、ガブリエラは言葉に熱を込めてそう言った。

　とくに強調したいのは「実質的な指導者レフレンシア」という件くだりだ。

　だからガブリエラは、もう一度、同じことを別の言葉で繰り返す。

「レフレンシア様がいなくなった以上、今後わたしたちはどう動くべきか、幹部総会を開かい催さいして決めなくてはならないのです」

　団長が無事なのだから、白はく兎と騎士団がどう動くかは団長が決断すればいいことだ。

　しかし周囲は、レフレンシアこそが白はく兎と騎士団の指導者であるという目で見ている。ならば、その見方を利用してしまえばいいとガブリエラは考えている。

　団長自ら「自分だけでは決めきれないので本城に戻って幹部総会を開く」と言えば、それも無理ないことだと周囲は思ってくれる。

　白はく兎と騎士団が大平原に派は遣けんしている兵力の過か半はんを団長が本城へ連れて帰ることになっても、致し方がないと諦あきらめてくれる。

　それだけではない。

　ガブリエラはさらに駄だ目め押おしを放つ。

「加くわえて、シギルノジチ軍がグレン・ダ共同都市に派兵されています。その兵力も少しずつ増強されているようですし、手をこまねいていると、クセルクス盆地が危うくなります。わたしたちは一旦、本城に戻って態勢を立て直す必要があるのです」

　そこまで言われてしまうと、ベティス軍幹部も反対はできない。渋しぶ々しぶではあっても、認めざるを得ない。

「我らも西方での争そう乱らんのせいで大平原の兵力が手薄になっているから、いま鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎに抜けられるのは大きな痛手なのだが……」

　ベティス大公国の大平原方面軍司令官であるジラルディ将軍は、渋じゆう面めんを作って考え込んでしまう。

「もちろん、こちらの兵をすべて引き揚げることはいたしません。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎで一、二を争う精強部隊、アルゴラとヨーコの両隊長は残します」

「それはありがたいが」

「二人の部隊には、少数精鋭の利点を活いかして、ルーアル・ソシエダイ軍の輜重部隊を襲ってもらおうと思っています」

「うむ。そうしてもらえれば、敵の兵力展開を多少なりとも牽けん制せいできるかもしれんな」

　アルゴラとヨーコが動くのは、あくまでレフレンシア解放のためだが、そこは言わないでおく。

　目的が違っても、結果、友軍の利益になるなら、何も正直に本当の狙いを明かす必要はない……というのがガブリエラの見けん解かいだった。




　それを白兎騎士団しろうさぎ内の会議の席上で言ったときは、アルゴラやレオノーラから、

「やはり団長は黒い」

　とさんざんに揶や揄ゆされたものだ。

「黒くはありませんよ？　これは、そう、常じよう道どうの範囲内ですから。ほら、敵を欺あざむくにはまず味方からと言うではありませんか」

　とガブリエラは必死に言い訳をしたが、それでアルゴラやレオノーラが納得したかというと、かなり怪しかった。




「よし、わかった。白兎騎士団しろうさぎにはシギルノジチに備そなえることに傾けい注ちゆうしてもらおう」

　ジラルディ将軍がそう断じた。

　もしもクセルクス盆地をシギルノジチに制圧されたら、ベティス本国までのあいだで敵を遮さえぎる物は、途中の街道沿いにある幾いくつかの城じよう砦さいだけという状況に陥おちいる。

　大平原と本国西方に主力を投入しているベティス大公国軍は、裏庭ともいえるクセルクス盆地方面からの街道には大した兵力を置いていない。そこには鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの本城があって、侵入者に対する強力な防ぼう波は堤ていとなっているからだ。

　その防波堤が抜かれたら、大波が直接ベティスの本ほん拠きよ地ちに達してしまう。

　戦略的な観点から、それは絶対に許してはならないことだった。

「幹部総会で大方針を決定し次第、こちらに戻ってきますので」

「うむ。頼んだぞ、ガブリエラ団長」

　この場に、どころか鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎにレフレンシアがいないことを幾いく分ぶん……いや、かなり不安に思いながらも、ジラルディ将軍はガブリエラたちが部屋から出ていくのを静かに見送った。
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　ジラルディ将軍のお墨すみ付つきをもらったガブリエラは、直ちに手勢を率いてマナティウスを離れた。

　すでにセリノスは本城に向けて送りだしているから、向こうではマクトゥシュとアナが帰き還かんを受け容れる準備を進めてくれているはずだった。

　盆地にいる兵力を再編成し――とはいえ、兵力が決定的に足りないのはどうしようもないのだが――盆地防衛のための準備を調えたら、ガブリエラはジラルディ将軍に言ったとおり、マナティウスに戻ってくるつもりだ。

　ただ、それがいつになるのか。

　あるいは本当に戻ってこられるのか。

　それさえも、現時点ではガブリエラには読み切れていない。

　彼女にしては珍めずらしく五ご里り霧む中ちゆうといった不安を抱えたまま、クセルクス盆地を目指してひたすら馬を走らせ続けた。
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　大だい平へい原げんの一角にルーアル・ソシエダイ王国が構こう築ちくしていた砦とりでを巡って繰り広げられた攻こう防ぼうの結果、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスは敵の虜りよ囚しゆうとなり、彼女はそのままルーアル・ソシエダイの王都ルーアンへと護ご送そうされていった。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者で、盆ぼん地ちの魔ま女じよと異い名みようを取るあのレフレンシアが捕とらえられたという一いつ報ぽうは、大平原とその周辺諸国を震しん撼かんさせた。

　中には、捕ほ虜りよが大物過ぎると言って、その信しん憑ぴよう性せいを疑う者もいた。

　テレビも新しん聞ぶんもない時代、ない世界であるから、情報が錯さく綜そうするのもある程度は仕方がないことだ。

　それでも、アリアンレイが喧けん伝でんさせたこともあって、レフレンシア捕縛の報ほうは着実に大平原とその周辺に浸しん透とうしていった。

　この戦闘の結果としてレフレンシアが捕虜となったことは、小さな砦の規き模ぼに不ふ釣つり合あいなほど甚じん大だいな影響を大平原及および周辺諸国に与えることになったのだった。




　ルーアル・ソシエダイ側からすれば、レフレンシアは、ベティス大たい公こう国こくと鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ連合に対するこの戦争で、自分たちが、つまりルーアル・ソシエダイ王国とシギルノジチ経きよう国こく側が大いに優ゆう勢せいであるということを満まん天てん下かに知らしめるための大事な手て駒ごまである。

　であるから、護ご送そうに際しては厳げん重じゆうな警戒が敷しかれた。

　逃亡されたりしたら目も当てられない。

　と同時に、どこかの勢力に暗あん殺さつされるのも未然に防がなくてはならない。

　可能性としては低いが、どさくさに紛まぎれて第三勢力がレフレンシアを暗こ殺ろしてしまえと考えないとも限らない。

　というより、シギルノジチが黒くろ猫ねこを送って寄よ越こす可能性がありますからね。

　黒猫はシギルノジチお抱えの暗殺者集団だ。護送の指揮を執とるアリアンレイは、同どう盟めい国こくといえども、決してシギルノジチ相手に油断はできないことをよく弁わきまえていた。

　ルーアル・ソシエダイ王国としては、いまレフレンシアに死なれては困る。

　前述したように彼女の存在こそ、ルーアル・ソシエダイ王国にとっては大きな戦利品なのだから。

　しかもただの戦利品ではない。

　今後の戦局を左右しかねない、重要で貴き重ちような戦利品なのだ。

　アリアンレイは、街道沿いの街から迎えの兵を出させ、のみならず、街道沿いに警護の兵を展開させ、万ばん全ぜんの態勢でレフレンシアを急ぎ護送した。

　戦場となった小城砦を発たった翌々日、レフレンシアと彼女の随ずい員いんだった四人の白はく兎と騎士団員を乗せた馬車がアリアンレイ率いる護送部隊に先導され、ルーアル・ソシエダイ王国の王都ルーアンに到着したのだった。
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　アリアンレイは先乗りを走らせ、捕らえた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長を護送することを喧けん伝でんさせた。

　当然だ。

　白はく兎との副団長を捕らえたことは大きな勝利であると同時に、捕らえたレフレンシアは大きな戦利品だ。本国の住民や役人、軍人たちに報しらせ、その目で確認させ、自分たちの国が戦争に勝っているのだということを自覚させなくてはならない。

　自分たちが勝っていることを知れば、誰もが勇いさみ立ち、奮ふるい立つ。

　それが戦争の行く末にも影響することをアリアンレイは弁えている。

　むろんバロス三世も。

　実際、王都に通じる街道は、捕虜となった鋼鉄の白兎騎士団の副団長を一目見ようとする群ぐん衆しゆうで溢あふれかえっていた。




　王都の中はもっと凄すごかった。

　南の城門から王宮までを南北に貫つらぬく石畳の大通りに街の住民がぎっしりと立ち並び、盆地の魔女と異名を取る敵の知ち将しようを間近で拝おがもうと押し合い圧へし合いしている様子は、立りつ錐すいの余地がないという言葉が相応ふさわしい状態だ。

　そんな狂きよう騒そうの中を、出迎えの兵に先導されて、レフレンシアたち五人を乗せた馬車が進んでいく。




「おい、凄いな。なんだか英えい雄ゆうの帰き還かんみたいじゃないか」

　囚人護送用の馬車なので、硝子グラウスを嵌はめた大きめの窓には同時に鉄てつ格ごう子しも嵌っているが、その窓に顔をくっつけるようにしてレフレンシアが沿えん道どうの群衆を見やっている。

　堪たまらずアスカが突っ込んだ。

「いえいえ、英雄を見に来たのじゃなくて、捕虜になった白兎騎士団しろうさぎの副団長、つまり貴女あなたを見に来てるんですよ。わかっています？　少し自覚したほうがいいんじゃないですか？」

「いやいや、もちろん自覚しているよ。こんなふうに馬車に押し込められて手て枷かせや足あし枷かせをされていなければ、住民相手に手の一つも振ってあげるところなんだけど」

　駄目だ、この女おんな。

　はぁぁぁ、とため息を吐ついたアスカは、がっくりと肩を落とす。

　オケィアノスがちらつかせた小こ金がねにつられて転んだわたしが馬鹿だった。白兎騎士団しろうさぎの情報を集めて高く売ろうなんて考えたわたしが馬鹿だった。あ～～、も～～、わたしの馬鹿馬鹿馬鹿。

　アスカは己の浅せん慮りよを後悔し、自分自身に向かって内心で罵ば倒とうするのだった。

　肩を落として俯うつむいたアスカを励はげまそうと思ったのか、あるいは自分を勇気づけようとしたのか、フェレッラは無理やり笑顔を作って言った。

「まぁまぁ、アスカ小隊長。こうして馬車に乗せてもらってるだけでもありがたいじゃないですか。最悪、裸にひん剝むかれた挙げ句、首くび枷かせを嵌められ馬に引っ張られて、ここまで歩く羽目になってたかもしれないんですから」

　いや、わたしが嘆なげいてるのは、そういうことじゃないからね。

　と思うアスカだが、自分が騎士団に入った目的は言えないから、

「あぁ、まぁ、そうだ……ねぇ」

　と投げやりに頷うなずくしかなかった。

「とりあえずここまでは真っ当な扱いを受けていますが、この先はどうなるでしょうか、レフレンシア様？」

　随ずい員いんの一人として交渉の席に出席していたレフレンシアの秘書官ジュンエンが、真剣な面持ちで訊きいてきた。

「さて、どうなるかな」

　レフレンシアは二、三度首を捻ひねったが。

「バロス三世の機き嫌げん次第……かな」

「機嫌が悪かったら、どうなるんです？」

　のろのろと顔を上げたアスカが弱々しい声で訊くと。

「どうだろう。裸に剝かれて彼の慰なぐさみ者になるとか？」

「うえぇえ～～」

「あるいは、裸に剝かれて磔はりつけになるとか」

「やめてぇぇぇ」

「あるいは裸に剝かれて斬ざん首しゆ刑けいとか」

「考えたくもないぃぃぃ。っていうか」

　アスカが思いっ切り情けない顔になる。

「何がどうあっても、わたしら、裸に剝かれるんですか!?」

「いや、わたしなら剝くけど」

　あんたの趣しゆ味み嗜し好こうを訊いてるんじゃねぇぇぇぇ！

　内心で激しく突っ込んだアスカは、直すぐに頭を抱えてしまった。

　あぁぁもうぅ、誰かこいつをなんとかしてくれぇぇ。

「ま、あれこれくよくよ考えても始まらないよ。そのときになればわかることさ」

　そう言ってレフレンシアは笑う。

　どうしてこの女おんなには切せつ迫ぱく感かんとか緊張感とかないんだろうなぁ。いい度ど胸きようをしてるっていうか、楽らく天てん的てきに過ぎるっていうか。こうじゃないと組織の頂点に立つことなんてできないのかなぁ。

　だとしたら、自分には逆立ちしても無理だと思うアスカだった。

「レフレンシア様は、命に替えてもわたしがお守りいたします！」

　決意と覚悟に漲みなぎった目でジュンエンがそう言うと。

「いやいや、そんなに力まなくてもいいよ、ジュンエン。こういうものはね、なるようにしかならないものさ。逆に言えば、ならないものは、どうやったってならないんだ。もしもバロス三世がわたしを殺そうと思えば、それを止める手段はない。君がわたしのために命を懸けることなんかない」

「いえ、ですが……」

「いいから、いいから。まずは相手がどう出るのか、様子を見るとしよう。我々がどうするかは、それがわかったあとの話だよ」

「……はい」

「とりあえず、数日中にはバロス三世にお目通りできるだろう。そこでちょっと探りを入れてみるさ」

　そう言って、またもやレフレンシアは薄く笑った。

　そんなレフレンシアの笑みを、アスカが呆れた顔で見やっている。

　ほんと、こいつは大した女だよな。あぁもう、それだけは認めざるを得ないね。だからって、わたしはこいつのために命を懸ける気なんか、さらさらないけどさ。
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　少しだけ時間を戻そう。




　今朝方、レフレンシアを護送しているアリアンレイが送った早馬が王都に駆け込み、彼女からの報告書を王宮に届けた。

　バロス三世の腹ふく心しんの一人、執しつ政せい官かんヨルゲンによって直ただちに報告書は王にもたらされた。

　王の執務室に現れた執政官の着ている服が軍服なのは、王から兵へい権けんを預けられれば軍の部隊を指揮することもあるからで、そういう意味ではルーアル・ソシエダイ王国の執政官は、役人であると同時に軍人でもあった。

　もっともその手の存在は、この時代、この世界ではよく見られる事例で、特に珍しいということでもない。アリアンレイも同様である。




「どうやら捕虜様は今日中に王都に着くらしいな」

　文面に目を通したバロス三世が呟つぶやくようにそう言うと、報告書を届けたヨルゲンは、やや呆れた声で応えた。

「捕虜様ですか」

　ヨルゲンは短めの金髪に彫ほりの深い顔と鋭い目つきが印象的な長身痩そう軀くの男で、いかにも切れ者という雰囲気を漂ただよわせているが、線が細い印象も受ける。その真面目そうな表情には、なんだか作り物めいた噓うそくささも漂っている。

　それに比してバロス三世は、線が太いというか豪ごう快かいというかあけすけというか、そんな印象だった。

「だって、おまえ、あの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者、副団長のレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスだぜ」

「まぁ、すこぶる大物であることは認めますが」

「今まで白兎騎士団しろうさぎの団長、副団長級が敵対勢力に捕つかまったことなんか、あるかよ？」

「聞いたことはございませんね」

「つまり俺が、白兎騎士団しろうさぎの副団長を捕虜にした歴史上、最初の人物になるわけだろ」

「その程度で名を残さずに、アグァローネ地方すべて手に入れた最初の王として歴史に燦さん然ぜんと輝く名を残してくださいませ」

　バロス三世は、ちっ、と舌打ちをくれてヨルゲンを睨にらみつける。

「相変わらず、おめえは、ああ言えばこう言いやがる」

「それがわたくしの役目でございますので」

「おまえにそんな役目を言いつけた覚えはないがな」

　と不満そうに言うと、バロス三世はヨルゲンの顔から手元の文に視線を移した。

「俺がどういったことで歴史に名を残すかは今後の検討課題にするとして。白兎騎士団の副団長みたいな大物を捕まえちまったことで警備担当者の気苦労は絶たえないな」

　澄すました顔を崩さなかった腹心が、すぅと目を細めた。

「このあと、シギルノジチの馬鹿どもが何か仕掛けてくると思われますか？」

「今のところ可能性は低いと思うが、用心するに越したことはないな。シギルノジチの連中に真っ当な思考能力を期待するほうが間違ってる」

「で、ありますね」

　腹心が小さく肩をすくめた。

「それにだ、どさくさに紛まぎれて捕虜を奪おうとする勢力がないとも限らねえ。例えば、ベティスに嗾そそのかされた北方騎馬民族の一派とか、な」

　というバロス三世の指摘にも、腹心は驚かなかった。

「あり得ますね」

　つまり、腹心もその可能性は考えていたということだ。

「直すぐに腕うで利ききを選抜して、アリアンレイと捕虜を出迎えに遣やれ」

「選抜は済ませてございます。三世王様のご裁さい断だんをいただければ直ただちに出立させます」

　バロス三世が、にやりと笑った。

「相変わらず仕事が早いな」

「それもわたくしの役目でございます故ゆえ」

「それに関しちゃ言うことはねえ。よし、急いで発たたせろ」

「はっ」

　一礼した執政官は顔を上げると回れ右して、手配のために部屋を出ていこうとしたが、そこでふと足を止める。

　彼は部屋の一いち隅ぐうに直立不動で彫ちよう像ぞうのように控えている二人の人物に視線を送ったが、直ぐに視線を戻し、そのまま足早に部屋から退出していった。

　ヨルゲンが静かに部屋の扉を閉めると、バロス三世は執務室の大きな椅い子すから立ちあがり、悠ゆう揚ようとした足取りで窓際まで寄っていった。
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　質しつ実じつ剛ごう健けんを旨むねとしているバロス三世の執務室は、バスティア大陸のアグァローネ地方でも有数の大国の王にしては、かなり質しつ素そな作りだった。

　大きな執務机に大きな革張りの椅子。

　壁際に並ぶ大きな書棚。

　壁に貼られた、羊よう皮ひ紙しを接はぎ合わせて作られた大きな地図。

　槍やりを持ち鎧を着た等身大の人形。

　ルーアル・ソシエダイ王国の紋もん章しようが入った旌せい旗き。

　先代か先々代かはわからないが、王と王妃を描いた大きな肖しよう像ぞう画が。

　目につくのはその程度で、絢けん爛らん豪華な吊り照明も、金銀財宝が象ぞう嵌がんされた刀剣類も、檻おりに入れられた珍ちん奇きな小動物や鳥類も、綾あや錦にしきで編まれた飾り布も見当たらない。

　その代わり……と言ってはなんだが、室内には人目を引く物、いや者が二人いた。

　先ほど、腹心が部屋を出ていく前に視線を向けたのがこの二人だ。

　二人とも上半身には胸部が盛りあがった煌きらめく白しろ銀がねの鎧――つまり二人は女性ということだ――を着けている。

　上半身の厳いかめしさに比べ、下半身は裾すそが割れた短い腰衣フアルデイアを巻いているだけ。腰衣から覗のぞく長くて白い太ふと腿ももが艶なまめかしい。

　足下は膝ひざまである長ちょう靴かで固めている。

　一人は、その名をヤークーシュという。

　もう一人は、その名をエルギエレという。

　二人ともバロス三世の側に仕える女性だった。

　といっても、二人は侍じ女じよでも侍じ妾しようでもない。

　武官でもあり文官でもあるという、いわば万能官を目指してバロス三世が育てている若者の中うちの二人で、今は三世王の秘書官兼警護役を務つとめている。




　バロス三世は女性の部下を育てることに、存ぞん外がい、熱心な王だった。

　彼の心の片かた隅すみに、乙女おとめだけで構成される美しくも屈くつ強きよう果か敢かんな鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの存在があったのは間違いない。

　鋼鉄の白兎騎士団の騎士団員に対抗できるほどの美しくも優秀で有能な女性の部下を数多く揃そろえたいと、彼はずっと考えてきた。

　その思いの結実がアリアンレイだった。

　優秀で有能で美しい万能官。

　部隊を指揮して実戦に赴おもむくだけでなく、内政も外交も司つかさどる司令官として、アリアンレイはその能力を存分に発揮していた。

　だからこそバロス三世は、大平原の調ちよう略りやく担当官として彼女を送りだしたのだ。

　現状、アリアンレイは彼の期待に応える働きを見せている。

　アリアンレイの働きぶりを見ていると、彼は己の野や望ぼう――鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの騎士に負けないような優秀で有能で美しい女性指揮官を数多く揃える――の実現も、そう遠いことではないと思えてくるのだ。

　若いヤークーシュとエルギエレは、アリアンレイに続くことを期待されている若手の有ゆう望ぼう株かぶだった。




「鋼鉄の白兎騎士団の実質的な指導者が、こっちの捕虜になるとはな。こいつぁ随ずい分ぶんと予想外の展開だ。なぁ、ヤークーシュ、エルギエレ？」

　名を呼ばれた二人は、はっ！　と返事をすると、きびきびとした動作で一歩ずつ前に進みでた。

　ヤークーシュは蒼あお黒ぐろの短髪と碧みどりの瞳が印象的な少女だ。肌の色も濃いめだし、もしかすると遊ゆう牧ぼく民みん族ぞくの出身なのかもしれない。

　一方のエルギエレはヤークーシュよりも背が高く肌が白く、豊かな銀髪が美しい少女だった。バスティア大陸に多い、いわゆる「バスティアン」と呼ばれる民族の出なのは間違いない。

「三世王様の構想が確かであった結果だと思われます。アリアンレイ様の戦略が正しかった結果だと思われます」

　とヤークーシュがしゃちほこばった態度で言うと、すかさずエルギエレも続いた。

「三世王様の悲ひ願がん、大平原を支配下に置き、ベティス大公国と雌し雄ゆうを決するその日が来るのも、そう遠くないでありましょう」

「我ら二人、そのときには是ぜ非ひとも一軍を率いて」

「三世王様の手となり足となり働く所存であります」

　透明の硝子グラウスが嵌った窓から眼下に広がる内庭を眺ながめていたバロス三世が、不意に体の向きを変えた。

　彼は何かを面白がるような笑みを浮かべ、ヤークーシュとエルギエレに正対する。

「本当にそう思ってるんだとしたら、おまえら、まだまだ甘いな。いや、青いと言うべきか？」

　ぐぅ、と二人が言葉に詰まる。

「戦ってのはな、表がありゃあ裏もあるもんだ。表層に現れた一面を見てるだけじゃ、本質を見失うこともあるぞ」

　それだけ言うと、バロス三世はまた体の向きを変え、窓の外に目をやった。

　ヤークーシュとエルギエレは互いの顔を見やって首を捻ひねる。

〈三世王様が何を仰っているか、貴き様さま、わかるか、エルギエレ？〉

〈いや、それがさっぱり……そういう貴様はどうなのだ、ヤークーシュ？〉

〈ま……まぁ、わからないでもないが〉

〈ほほう？　では、頭の悪いわたしにもわかるように説明してくれないか？〉

〈そ、そのくらいのこと、一人で考えないでどうする!?〉

〈結局、貴様もわかっていないではないか〉

〈だっだから、全部はわからなくても、その一部というか多少というか概がい略りやくというか、そういうところは想像がつかないでもないと言っているだろうが〉

〈そういうのを、わかっていないと言うのだ〉

〈さっぱりわからない貴様よりはマシだと思うが？〉

〈だったら、わかっている部分を、この哀あわれで愚おろかなエルギエレにご教きよう示じ願えないか、ヤークーシュ様よ〉

〈いや、だから、それは、なんというか……〉

「おまえら」

　窓の外を見たままバロス三世が声を上げた。

「は、ははっ」

　囁ささやくような声で言い合いをしていた二人は、雷に打たれたように背筋を伸ばした。

「アリアンレイからの報告書は読んだんだな？」

「は、はい、読みましてございます」

「読ませていただきました」

「白兎騎士団しろうさぎの戦いぶり、どう思った？」

「相変わらず姑こ息そくな策を弄ろうするのが得意な奴らだと。そのくそ度胸だけは認めますが」

　とヤークーシュが応えると、エルギエレも続いた。

「我がほうの四千をたった五人で相手にする度胸にも驚きましたが、アリアンレイ様の目を欺あざむく狡猾さと強したたかさにはもっと驚きました」

「それは、アリアンレイが迂う闊かつだったってことか？」

　と言うバロス三世の口調はのんびりとしたものだったが、エルギエレはまたもや雷に打たれたようにその場で跳びあがった。

「そっ、そういうわけではございません。アリアンレイ様の目が確かなことに間違いはなく、アリアンレイ様に油断のあろうはずもなく。そうではなく、アリアンレイ様をも欺いた敵の策略が見事であったと……あ、あれ？」

　焦あせって言い訳をしているうちに、敵――白兎騎士団しろうさぎ――を誉ほめる形になってしまい、エルギエレはさらに焦ってしまう。

「あいややや、そういうことではなく。なんと申しましょうか、つまり、その、えぇと…………申し訳ございません」

　エルギエレは額に脂あぶら汗あせを浮かべながら頭を下げた。

「わたくしには、それ以上の感想はございません」

　くくっっ、とバロス三世が忍び笑いを漏らしたのがわかって、エルギエレはいっそう肩をすくめた。

　エルギエレの奴、自らの失策で失点してしまったようだな。

　ヤークーシュは内心密かに笑った。




　二人は同期生であり、仲間であるのと同時に、競争相手でもあるのだ。

　協力すべきところは惜おしみなく協力するが――相手の足を引っ張るような愚かな真似はバロス三世が最も嫌うことだ――相手が勝手に転ぶのを積極的に助け支えてやろうとも思わない。

　その辺りが、ガブリエラたち十人との決定的な差と言えるだろうか。

　それはともかく。




　バロス三世がゆっくりと振り返った。

　その顔には薄い笑みが浮かんでいたが、べつに二人のことを嘲ちよう笑しようしている……というわけでもなさそうだ。

　どちらかというと、なかなか正せい答とうを出せない生徒を慈じ愛あいの目で見つめる優しい教きよう士しのような顔つきと言えるだろうか。

「あの城砦での攻防はな、たぶん行きがけの駄だ賃ちんに過ぎないのさ」

　ヤークーシュとエルギエレは、きょとんとした目でバロス三世を見つめる。

「つまり連中、大平原を放ほう棄きするつもりなんだろう。いや、一時的に放棄するつもりと言ったほうがいいのか」

　なんのことか、貴様、わかるか？

　いや、さっぱり。

　一瞬、目と目で会話したヤークーシュとエルギエレだが、直ぐに顔を戻して、窓際に立っているバロス三世の大きな背中を見つめる。

　王の着ている衣装もまた軍服に多少の装飾を付けた程度の物でしかなく、質実剛健という彼の印象を補強していた。

「問題は、連中が大平原を一時的にせよ放棄する代だい償しようをどこに求めようとするのか……ってことだな」

「あの、三世王様」

　恐る恐るといった体でヤークーシュが口を開いた。

　普通ならバロス三世の思考を妨さまたげる不ふ埒らちな行為と取られかねないのだが、彼は二人に、いや二人にだけではなく、側そばに仕える者たちに、

「疑問点があれば、いつでも質ただせ。わからないことをわからないまま放っておくな」

　と常に言い聞かせていたから、ここでもヤークーシュはバロス三世の言葉に従ったのである。

「なんだ、ヤークーシュ？」

「三世王様の仰る『連中』というのは、ベティス大公国……のことでございますか？」

「違うよ」

　バロス三世は、ただ一言、そう応えただけだった。

　では、どこのことなのか。

　それはおまえたち自身で考えろ、ということだろう。

「この場合、ベティスでなければ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ以外に考えられません」

　とヤークーシュが言った。

「まぁ、そういうことだな」

「で、では」

　とエルギエレが勢い込んで続く。

　自分が失点した挙げ句、ヤークーシュに得点を稼かせがれては堪たまらない、といった心しん境きようだろうか。

「三世王様は、白兎騎士団しろうさぎの連中が自分たちの不利を悟さとり、大平原での防衛戦を諦め、自じ領りよう、クセルクス盆地へ引き籠ると見ていらっしゃるのですね？」

「そういうことだがな。どうして俺がそう考えたか、わかるか？」

　ここが思案のしどころだと、エルギエレは下っ腹に力を入れる。

　もちろんヤークーシュのほうも、バロス三世の問いかけに答えようとして、忙せわしなく頭脳を働かせる。

　……そうか。たった五人で、というのが、白兎騎士団の奴らが本気で防衛戦を戦おうとしていないことを示しているのか。

　エルギエレは、自分の思いつきを理り路ろ整せい然ぜんとした思考で点検してみる。

　どうやら間違いないようだな。

　と確認したエルギエレは、バロス三世に対して自分の考えを開かい陳ちんした。

「そうだな。おそらくおまえの考えは的を外しちゃいないだろうよ」

　エルギエレは、内心で密かに安あん堵どの息を吐はいた。

　ヤークーシュの手前、これ以上の失点を重ねるわけにはいかないものな。

「しかし、ベティスがそう簡単に白兎騎士団しろうさぎの戦せん線せん離り脱だつを許すでありますか？」

　と、今度はヤークーシュが質問した。

「そう簡単には許さないだろうが、最終的に許さざるを得ない要因があるじゃねえか」

　許さざるを得ない要因？　……あ、そうか！

　はっとして、ヤークーシュがバロス三世の顔を見た。

「シギルノジチ……でありますか」

「そうだ。奴ら、このあいだグレン・ダ共同都市と条約を結び、友ゆう好こう使し節せつ団だんと強きよう弁べんして兵を送り込んでいるだろう。グレン・ダにシギルノジチの兵が入れば、クセルクス盆地を本ほん拠きよ地ちとする白兎騎士団には大いなる脅きよう威いだ。大平原から取って返すだけの理由にはなるだろうよ。というか、取って返してくれないと俺たちが困る」

　ヤークーシュは、一語、一語、言葉を嚙かみ締めるように慎しん重ちように話を続ける。

「それは、シギルノジチが、我々よりも早く、クセルクス盆地に、部隊を、送り込んでしまっては困る、という意味でありますね？」

「ああ、そういう意味だ。あいつらはベティスや白兎騎士団を出し抜くだけじゃなく、機会さえあれば俺たちも出し抜こうとしていやがるからな。白兎騎士団がまごまごしてやがると、連中がクセルクス盆地に侵しん攻こうしてしまう。白兎騎士団しろうさぎが持ってる良質な銀山をすべてシギルノジチに押さえられては具合が悪い。だから、白兎騎士団にはせいぜい抵抗してもらいたいんだよ。矛む盾じゆんしたような言い方だがな。少なくとも、こっちの準備が調うまではな」

　そう言ってバロス三世は快活に笑った。

「という観点から見るとだな、白兎騎士団が大平原方面に見切りをつけ、さっさと引き揚げてくれるなら、二重の意味でこちらにはありがたい話だ」

「主力を引き揚げさせるために、五人だけで抵抗した……というわけでありますか」

　ヤークーシュが確認を求めてそう尋ねると。

「そういうことだろうな。ま、その辺はここにお出でになる副団長様に訊いてみれば、わかるんじゃないか？」

「わ、わたくしに尋じん問もんをさせてはいただけませんか!?」

　ヤークーシュが身を乗りだすと、負けじとエルギエレも進みでた。

「わたしなら、どのような手段を採とろうとも白はく兎との副団長に洗いざらい話させてご覧に入れます！」

「おいおい、穏おだやかじゃねえな」

　バロス三世は愉ゆ快かいそうに笑って二人を見やった。

「相手は、あの白兎騎士団しろうさぎの副団長様だぜ？　あまり手荒な真ま似ねはできないだろ」

「いえ、今までさんざん我々の邪魔をしてきた憎き相手、手荒な真似をしても許されると思うのでありますが」

　ヤークーシュがそう言うと、エルギエレが畳たたみかけた。

「といいますか、今こそ手荒な真似をするべきときではないかと思います。奴の持っている情報をすべて引きだせれば、我々にとって大きな利益になります。そのためなら、手足の一本や二本を破壊しても……」

「おまえら、意外と血の気が多いんだな」

　バロス三世が揶や揄ゆするようにそう言うと、二人はきまりが悪そうな顔で口を閉じた。

「そう慌てなくてもいい。体に尋きくのは最後の手段だ。それより俺は、レフレンシアとじっくり話をしてみたいんだよ。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いてきた有名な副団長様とな。だから」

　笑みを収めたバロス三世が、じろりと二人を睨んだ。

「それが済むまでは、捕虜であっても、俺の客人として扱う。それを弁えておけよ」

「ははっ」

「承知してございます」

　ヤークーシュとエルギエレは、背筋を伸ばし、びしりと踵かかとを打ちつけた。

　さて、それにしても。

　バロス三世は、また体の向きを変え、窓の外に目を向ける。

　白兎騎士団しろうさぎの副団長……どんな奴なのか。興味が尽きねえな。
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　捕らえられ護送されてきたレフレンシアと、彼女の随員としてアリアンレイとの交渉に同席していたアスカ、フェレッラ、ジュンエン、ミンツァの五人は、王宮に着くと、直ぐに着替えるように命じられた。

　五人は交渉の席で着ていた青あお絹ぎぬの衣装のまま馬車に押し込められていたから、護送中は寒くてずっと震えていたのだ。

「やれやれ、これで凍とう死しする心配はなくなったな」

　とレフレンシアが軽口を叩き、他の四人は安堵の息を漏らす。

「建物の中に入れば凍死する心配はないですけど、それでもこの衣装だけだと寒いですからね」

　アスカがそう応じると、ジュンエンが続いた。

「寒いのも困りますが、こんな透けてる衣装で敵の尋問を受けるなんて屈くつ辱じよくですから。着替えを許すだけのまともな判断力が相手にあってよかったです」

「尋問か。まぁ、そうだね、尋問されるんだろうね」

　レフレンシアが小首を傾かしげてそう言うと、アスカがげんなりとした顔になった。

「ただの尋問で済むのなら、青絹姿だろうと下帯姿だろうと素っ裸だろうと、かまいませんけどね。ええ、拷ごう問もんでなければ」

　というアスカの言葉に、他の三人がブルッと体を震わせた。

「こらこら、アスカ、若い娘こたちを脅おどかすんじゃない」

「べつに脅かしたわけじゃないです。敵がこちらの情報を引きだそうとして強引に体に尋きくってのは普通に考えられることじゃないですか。まぁ、若い娘こたちを安心させることを言えば、いちばん重要な情報を知っているのは副団長なんですから、まず貴女からそれはもうたっぷりと念入りに体に尋かれることになると思いますけど？」

「おいおい、今度はわたしを脅すのかい？　酷い女おんなだな、君は」

　どっちが！　あんた以上に酷い女に、わたしはまだ出会ったことがありませんよ！

　アスカは思いっ切り突っ込んだ。口に出すのは恐いので、内心で。

「けれど、アスカの言うことにも一理はある。君たちにとばっちりが及ばないように、拷問される前に洗いざらい話すことにするよ」

　アスカが小さく仰のけ反ぞった。

「は……話しちゃうんですか？」

「え？　話したら不ま味ずいのかい？」

　今度はジト目になって、アスカがレフレンシアを見つめた。

「いえ……副団長がそれでいいと言うのなら、いいんでしょうね」

「う～～ん、べつに秘中の秘なんていうほど重要な情報を隠してるわけでもないしね。訊かれたことには、おおよそ正直に答えるつもりだよ」

　どういうつもりだ、この女？

　もの凄く疑わしそうな目でアスカがレフレンシアを見ていると。

「詐さ欺ぎ師しか何かを見るような目でわたしを見ないでくれないかな、アスカ」

　あんたに比べれば、詐欺師なんて可愛いものだと思いますけど。

　という思いは面おもてに出さずに、アスカは黙って目を逸そらせた。

「まぁ、その辺は出たとこ勝負なので、今から心配してても始まらないよ。それより、早く着替えを済ませてしまおう。わたしもいい加減寒くなってきたよ」

　とレフレンシアが言うのも当然、五人が押し込められたのは客間でもなく評ひよう定じようの間までもなく、単なる倉庫だったからだ。

　暖だん房ぼうなどあるはずもなく、どころか、冷え冷えとした隙すき間ま風かぜが入ってくる。きちんと密閉されていた分、まだ馬車の中のほうがマシだったかもしれない。

　着替えを前にして立つ五人の周ぐるりを、二十人以上の完全武装の兵が取り囲んでいた。

　建物の周囲も武装した百人近い兵が取り囲んでいる。

　そこまでしなくても、封ふう魔まの首輪を嵌められたレフレンシアやフェレッラは、完全に魔力を封じられているから抵抗する気も逃げる気もないのだが、城砦で痛い目に遭あっているアリアンレイが、念には念を入れ、用心の上にも用心を重ねたのである。

「しかし……これに着替えるのですか」

　用意された衣装を広げたフェレッラが情けない顔で、それを矯ためつ眇すがめつしている。

「変な意い匠しようの衣装ですね」

「洒落しやれかい？」

「いえ、べつにそういう意図では……」

　変な意匠だとフェレッラが言うように、なるほど、それはアグァローネ地方ではあまり見たことのない服だった。

　白を基調にした上下が一体になった短たん裳もで、着丈が極端に短かかった。襟えり元もとには肩から胸元にかけて三本線が走った逆三角形の布が付いていて、短い吊るし帯がぶら下がっている。三本線が走った布は胸元だけでなく肩の後ろにも垂れているが、そちらの形状は四角だった。

「わたしもあちこちの地方を回りましたけど、これは初めて見る衣装ですね。どういう物なんですか、これ？　副団長はご存じで？」

　とアスカが訊いた。

「たしか、西せい羅らという西方の海洋民族の女子が船に乗るときの服だったはずだよ」

「はぁ、西羅の服ですか」

　ミンツァが切なそうなため息を吐ついた。

「青絹の衣装とどちらがいいかと訊かれると、微妙なところですね」

「こちらのほうが少しは暖かそうだよ」

　とレフレンシアが応えると、アスカが泣きを入れた。

「あまり変わらないような気がするんだけどなぁ」

　五人がその場でもたもたしていると、見張りの兵の指揮官から叱しつ咤たの声が飛んだ。

「おい、ごちゃごちゃ言ってないで、さっさと着替えろ」

　取り囲んでいる兵士の半数以上は男だったが、五人は捕虜なのだから彼らに着替えを見張られてしまうのは、まぁ諦めるしかない。

　レフレンシアが率先して青絹を脱ぎ、下帯と胸覆いだけになって、用意された衣装に手を伸ばした。

　四人も、そそくさと青絹の衣装を脱ぎ捨た。

　男性兵の視線が突き刺さるような気がするが、捕虜が少しでも怪しい動きを見せたら直ちに飛びかからなくてはならないのだから、彼らが自分たちの着替えを凝視しているのも我が慢まんしなくてはならない。

　レフレンシアは兵の視線を気にするふうもなく堂々と、アスカも割と平然と、残りの三人はこそこそと衣装を着込んだ。













　身につけた衣装を確認しようと背中側に目をやったレフレンシアが、

「う～～ん、思った以上に着丈が短いな」

　と感想を言うと、アスカは自分の手で裳も裾すそをぺろっと捲めくってみる。

「短いどころの騒ぎじゃないでしょ、これ。着ていた青絹の衣装より短いんじゃ？」

「西せい羅ら人じんが船に乗るときは、足にも何か履くらしいけどね。ここは船上みたいに濡れる心配はないのだし、青絹みたいに透けていないし、青絹よりは暖かいし、裾が短いのは我慢するしかないな」

「ですかね～～」

「寒いと死んじゃうけど、下帯が見えたくらいじゃ死なないよ」

「まぁ、そうなんですけどね～～」

「着替え終わったな。では、こちらに来てもらおうか。アリアンレイ様がお待ちだ」

　兵に促され、レフレンシアがおざなりな返事をする。

「はいはい、仰せのままに」

　レフレンシアを先頭に、西羅服を着込んだ五人は、兵士たちに前後左右を取り囲まれたまま、アリアンレイの待つ部屋に連れていかれるのだった。
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「あら、意外と似合っているのではないかしら」

　レフレンシアたちを一目見るなり、アリアンレイはいかにも楽しそうな顔でそう言葉をかけてきた。

　アリアンレイは上半身を白銀の鎧で覆い、下は裳裾を翻ひるがえしている。

「そうかな？」

「ええ、とても素敵よ。そちらの若い娘こたちは、とても似合っている」

「……わたしはどうなのかな？」

　とレフレンシアが訊くと。

　ふふっっ。

　アリアンレイは何も言わず、代わりに鼻で笑った。

「あんたも大たい概がい酷い女おんなだな」

「貴女には負けると思うけれど、レフレンシア」

　そうだ。そのとおりだ。

　自分が言いたいことをズバリ言ってくれたアリアンレイに、アスカは拍はく手しゆ喝かつ采さいを送りたい気分だ。

　レフレンシアがちろっと自分のほうに視線を走らせてきたので、アスカは慌てて顔を背そむける。

「では、直ぐにバロス三世様の御ご前ぜんに出ていただきましょうか」

「この恰かつ好こうでかい？」

「あら？　何か不満が？　もしかして、そんな物を着るくらいなら何も着ていないほうがいいとでも言うのかしら？　たしかにそのほうが、三世王様は喜ばれるかもしれないけれど」

　と皮肉を利かせつつ、でもそんな真似はさせませんけどね、とアリアンレイはキツい目でレフレンシアを睨みつける。

　この女の裸を三世王様のお目に触ふれさせるなんて、絶対に許しません。そんなことをさせるくらいなら、その前にわたしが裸になって……いぃぃいえいえいえ。今はそんなことを考えている場合ではありませんよ。全っ然ありませんから。

　アリアンレイは内心で激しく首を左右に振って己の脳裏に浮かんだ妖あやしい（嬉しい？）絵柄を振り払い、厳しく己を戒いましめるのだった。

　そんなアリアンレイの胸中を知ってか知らずか、レフレンシアは慌てて手を振った。

「いやいや、不満なんかまったくないよ。これで充分だ」

「では、わたしのあとについてきてもらいましょうか」

　五人はまたもや前後左右を武装した兵士に取り囲まれ、王宮内の三の棟とうの廊下を歩き、バロス三世が待っているという謁えつ見けんの間まに連れてこられた。




　　　　　７




　広々とした部屋の最さい奥おう、一段高いところに革張りの立派な椅子が置かれ、大柄で頑がん健けんそうな男が腰を下ろしているのがレフレンシアの目に入った。

　あれがバロス三世か。

　その左右には抜き身の剣を提さげた兵士が立ち並んでいる。

　さらにその横には弓矢をつがえた兵士がいて、レフレンシアたちに狙いを定さだめている。

　壇上へ通じる通路脇の列柱のあいだにも兵士が並んで身構えている。

　五人が少しでもおかしな動きを見せれば、即座に矢を射かけられ、体から無数の針はりを生やした針はり鼠ねずみのような姿になるのは間違いない。

　同時に大勢の兵士に斬りかかられ、膾なますのように斬り刻まれるのも確実だ。

　レフレンシアにはそれがわかっているから、ジュンエンやフェレッラ、ミンツァに、くれぐれもおかしな真似はしないようにと言い聞かせておいた。

　たとえ自分が殴られようが蹴られようが服を脱がされようが腕を斬り落とされようが犯されようが、決して動いてはいけないと命じておいた。

　アスカには言う必要がないから、何も言わなかった。

　あいつは、その程度のことは弁えているからな。

　というのがレフレンシアのアスカに対する評価である。




　五人はバロス三世の玉ぎよく座ざのかなり手前で止められ、その場に跪ひざまずかされた。

「バロス三世王様の御前である。頭を下げなさい」

　偉えらそうな口調でそう言ったアリアンレイは、悠ゆう然ぜんと右足を持ちあげ、平然とレフレンシアの頭を踏みつけてきた。

「痛いなぁ。何も踏まなくてもいいじゃないか」

　と少し顔を上げたレフレンシアがアリアンレイを見上げて文句を言うと。

　アリアンレイがまた右足を持ちあげたので、レフレンシアは急いで平へい伏ふくする。

「そう、それでいいわ」

　アリアンレイは、レフレンシアに対して少しだけ溜りゆう飲いんを下げられた気がした。

「そうしておとなしくしていることね。そして三世王様のご下か問もんには、正直に、丁てい重ちように、誠心誠意を以もつてお応えすることね」

　しかしレフレンシアは、顔を上げてから平伏するまでの僅わずかのあいだに、バロス三世に向けて視線を送っていた。




　さて、そんなレフレンシアのバロス三世評は。




　傲ごう岸がん不ふ遜そんという言葉が相応ふさわしい男だな。どうにも食えない……というより、食べたら腹を壊しそうな奴だ。熱と夢とを撒き散らして周りの人間に感染させる類たぐいの男だ。誰か近くにきちんと手た綱づなを取る者がいればともかく、どこまで突っ走っていくかわからない危うさだな。乱世なら英雄、平時なら奸かん雄ゆう……か。さて、あいつ自身が乱世を招いたとなると、どちらに入れるべきなのだろうね。
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　バロス三世は革張りの大きな玉座に腰を下ろしたまま、アリアンレイに引き連れられて謁見の間に入ってきた五人の女子を見やった。

　まだ距離があるし――謁見の間はかなり大きい――五人は俯うつむき加減なので、顔かお貌かたちまではよくわからない。

　五人は西羅服――バロス三世が指示したわけではなく、どうやらアリアンレイが意い趣しゆ返しのために着せたらしい――を身に着けて、列柱の合間にひしめいている兵士の前をおとなしく歩いてくる。

　キネーシュ特製、魔ま封ふうの首輪を嵌めてあるから、レフレンシアがどれほど優すぐれた魔術士だとしても、バロス三世に危害を加えることは不可能だ。

　それでも万が一に備え、キネーシュ以下の魔術士が謁見の間のあちこちに身を潜めていた。

　キネーシュ自身は玉座の背後の暗がりに潜み、周囲に強力な魔術結界を張り巡らせている。

　例えばレフレンシアが、自分の命と引き替えにバロス三世を殺害しようと考えれば、キネーシュの首輪がレフレンシアを絞め殺す前に、なんらかの魔術を発動させることはできるかもしれない。

　しかし、首輪に絞め殺される前に発動させられる程度の魔術であれば、威い力りよくはさほど大きくないはずだから、キネーシュの魔術結界によって阻止できる。

　レフレンシアが何かを企たくらんだとしても、バロス三世に危険が及ぶことはない。

　列柱のあいだを歩いてきた五人は、玉座のかなり手前で足を止めた。

　その場でアリアンレイから、跪いて平伏されるように命じられたようだ。

　アリアンレイが右足を持ちあげ、いちばん前の女の頭を踏みつけたのを見て、バロス三世が内心で苦笑する。

　アリアンの奴、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎには随ずい分ぶんと苦労させられたようだしな。ささやかな意趣返しというわけか。というか、あの衣装も嫌がらせか？　あいつにもあんな可愛いところがあったか。にしても。

　頭を踏まれた女が頭を上げ、アリアンレイに何事か抗議こうぎし、アリアンレイに脅おどかされてまた直ぐに頭を下げるのを、バロス三世はじっと見つめていた。

　あいつが白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノス……か。




　さて、そんなバロス三世のレフレンシア評は。




　傲岸不遜という言葉が相応しい女だな。見た目はいかにも美う味まそうに見えて、その実、食べたら腹を壊すだろうって類の女だ。相手が部下だろうと上役だろうと他国の高官だろうと、馬鹿には容よう赦しやないに違いない。有能なのは間違いねえんだろうが、あんな奴を上司に持ったら苦労が絶えないだろう。あまりお近づきにはなりたくない女だな。




　　　　　９




「三世王様、捕縛した鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団員五名を連れて参りました」

　とアリアンレイが呼びかけてきた。

「ああ、ご苦労」

　横おう柄へいな態度で応えたバロス三世は、

「もっと近くに来させろ」

　と注文を出す。

「よろしいのでございますか？」

　こちらを見上げるアリアンレイの顔に、少しだけ不安の翳かげが差している。

　アリアンがあんな顔をするとは珍しい。本当に痛い目に遭あったんだな。

　思わず笑いだしそうになるのを、バロス三世は必死に我慢した。

「いいよ。そこじゃ顔がよく見えねえだろ」

「こんな連中の顔を間近で見ましたら、三世王様のお目が汚れてしまいます」

　アリアンレイは不満そうだ。

「いいから。近くに連れてこいって」

「承知してございます」

　不ふ承しよう不ぶ承しようといった体ていで頭を下げたアリアンレイは、五人の捕虜を立たせると、バロス三世の玉座の近くまで歩ませた。

「止まりなさい。そして平伏しなさい。恐れ多くもバロス三世王様の御前ですよ」

　アリアンレイに促されて五人が膝ひざを落とそうとするのを、バロス三世が止めた。

「ちょい待て、アリアンレイ」

「はい」

「座る前に、五人、そこに横一列に並ばせろ」

「はい？」

「俺が検分するから、そこに並ばせろ」

「……承知してございます」

　アリアンレイは不満の色を隠そうともせずに、レフレンシアを真ん中に、その左右に二人ずつを立たせて横一列に並ばせた。

　バロス三世の視線が、西羅服を着て立っている五人を舐なめていく。

　四人は直立不動の姿勢だったが、真ん中に立つレフレンシアだけは態度も表情もどこか緩かった。

　最後にバロス三世の視線が、中央、レフレンシアのところで止とまる。

　それに気づいたレフレンシアが、王の御前とも思えない気安さで訊いてきた。

「どうかされましたか？　もしかして、わたしのあまりの美しさに驚かれました？」

　がすっっ。

　いきなりアリアンレイに殴られた。

「痛いたたたた」

　レフレンシアは後頭部を押さえ、涙目になってアリアンレイを見やった。

「いきなり殴らなくても」

「お黙りなさい。三世王様の御前ですよ。王からのご下か問もんを待たず、勝手に口を開かないように。次にそのような不ふ埒らちな真似をすれば、顔に拳げん骨こつを叩き込みますからね」

　アリアンレイは、白銀の手てっ甲こうに覆われた右手を挙げて見せた。

　といいますか、いま直ぐにもこの手っ甲をレフレンシアの顔面に叩き込んでやりたい気分なのですが。

「わかった。わかったから、それは止やめて」

　レフレンシアが囁ささやくように応えてきたので、アリアンレイも囁くような声で返す。

「わかりました、アリアンレイ様」

　こ、こいつ……。

　さすがにむっとしたレフレンシアだが、今の立場では何をどうすることもできない。抑よく揚ようのない棒読みで嫌みを伝えるだけだ。

「わかりましたありあんれいさま」

「くはははは」

　バロス三世が声を上げて笑った。

「さすがに音に聞こえた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長だな。俺の眼前でその態度、大したものだわ」

　レフレンシアが、ちらりとアリアンレイのほうを見た。

　バロス三世の言葉に応えてもいいか、と訊いているのだろう。

　アリアンレイは苦虫を嚙み潰したような顔で小さく頷いてみせる。

　改めてバロス三世に向き直ったレフレンシアは、恭うやうやしい態度で一礼した。

「お誉ほめに与あずかり恐きよう縮しゆくでございます」

「いや、べつに誉めてはいないんだけどな。にしても、おまえさんのその恰好……」

　改めて西羅服を着ているレフレンシアの全身に視線を這わせたバロス三世は、くくっと小さく笑った。

「似合ってねえな」

　そこは噓うそでもお世せ辞じでも、似合ってるとか色っぽいとか言うところだろ。こいつ……最っ低の男だな。




　レフレンシにしてもバロス三世にしても、互いの第一印象は最悪……とまでは言わないが、かなり悪いものだったのは間違いない。




　その後、バロス三世との質しつ疑ぎ応おう答とうがあったのだが、レフレンシアは割と素直に訊かれたことに対して答えていた――大平原にいる騎士団員の大半は、近々、本城へ引き揚げるだろうということもあっさりと答えてしまった――から、アスカやジュンエンが恐れていたような事態、つまりレフレンシアの態度に腹を立てたバロス三世によって牢ろう獄ごくに叩き込まれるというような最悪の事態は免まぬがれることができた。
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「というか、かなり待たい遇ぐういいですよね」

　とアスカが意外そうな顔で言うのも無理はない。




　バロス三世の御前から引き下がった五人は、王宮三の棟とうを出て石造りの小振りの館に連れていかれ、そこに入るように命じられたのだ。

　窓には鉄格子が嵌っているし、頑がん丈じようそうな出入り口の扉は厳重に施せ錠じようされているし、建物の外には剣や槍やりを持った兵士が大勢立っている。

　監かん禁きんではなくても軟禁とはいえる状況だが、それでも牢ろう獄ごくに入れられるよりは遙はるかにマシだった。

　地下深くの牢獄に押し込められるであろうことを覚悟していたアスカたちにすれば、これは意外なほどの好こう待たい遇ぐうに思えた。




「そうだな。我々の世話をする女給まで用意してくれているものな」

　この世界では女性の給仕人のことを「女給」という略称で呼んでいた。

　レフレンシアがそう言うとおり、五人の世話をするための女給が二人、館の中に待機していた。

　女給の着ている女給服の丈がかなり短いのはバロス三世の趣味だろうか。

「見せしめのために斬ざん殺さつされるとか、裸に剝かれて晒し者にされるとか、そういう虞おそれはなさそうですね」

　ジュンエンやフェレッラは安堵の息を漏らしている。

「そうだな。どうせ逃げられる可能性は皆無だ。しばらくここでのんびりするさ」

　とレフレンシアが応えると、ジュンエンが意外そうな顔になった。

「皆無……なのですか？」

「皆無だね。わたしやフェレッラは魔術を封じられているから、見張りの兵を倒すことなど不可能だし、仮になんらかの手段で彼らを誤ご魔ま化かせたとしても、どうせあのキネーシュが館の周囲に魔術結界を張っているよ。結界の外に出れば、この首輪が首を絞しめるとかなんとか、そんな仕掛けだろうさ。だから魔術士でなくても、アスカやジュンエンも逃げられない」

「……ですよね。あの魔術士なら、そのくらいのことはできそうです」

　とフェレッラが硬い表情で頷いた。

「でも、いいんですか、のんびりしちゃって？」

　情けない顔でアスカがそう訊くと。

「だって、どうしようもないじゃないか」

「いや、それはそうなんですけど」

　アスカがますます情けない顔になっていく。

「緊張感がない女ひとだな、相変わらず」

「緊張したって、事態打開の手助けにはならないよ」

「それもそうなんですけど」

　そのとき。

「皆さま、お茶が入りました」

　配はい膳ぜん室しつ兼厨ちゆう房ぼうから小さな手押し車を押して二人の女給が現れた。

　居間兼食堂の椅子に腰を下ろして食卓を囲んでいた五人が一斉に顔を振り向ける。

　丈の短い女給服に身を包んだ女子二人が、茶ちや器きと焼き菓が子しを載のせた手押し車を押して食卓の脇わきまでやってきた。

　そこで足を止めると、二人のうち年上のほうの女給が深々と頭を下げた。

「わたくし、エルノと申します。こちらはスーサ。ここで皆さまのお世話を仰せつかっております。何かございましたら、遠えん慮りよせずにご用を申しつけくださいませ」

「あっあのっ、お申しつけくださいませっ」

　慌てて若い女給も頭を下げるが、彼女のほうはどこかおどおどとしている。ルーアル・ソシエダイ王国の仇きゆう敵てきである白はく兎と騎士団員を怖がっているのだろうか。

「やぁ、ありがとう」

　レフレンシアがにこやかな笑顔を向けても、スーサの怯おびえた様子は変わらない。

「では、お茶と焼き菓子をご用意いたしましたので、どうぞ」

「それはありがたいのだけれど、着替えの用意はないのかな？」

「後ほど、お風呂の用意をさせていただきます。それまでは、そのお召し物でお過ごしいただくようにと、アリアンレイ様から言いつかっております」

「あ、そう。相変わらず嫌みな女おんなだな、あいつ。なぁ、アスカ？」

「いやいやいや。わたしに確認を求めないでくださいよ」

　アスカはぶるぶると首を左右に振り、ふるふると掌てのひらを顔の前で激しく振った。

　ここで迂う闊かつなことを言って、この女給に告げ口されたら堪たまらない。

「というか、牢獄じゃなくてこんな館を用意してくれてるんですから、善いい人なんじゃないですかね」

「そうかなぁ」

　おいぃ、もういい加減、突っかかるの止めなよ。アリアンレイを怒らせたら、本当に牢獄へ入れられちゃうぞ。

　アスカはなんだか泣きそうな表情だ。

「ま、いいや。それよりエルノさん」

　ちょいちょいと、レフレンシアが手招きする。

「はい、レフレンシア様」

　エルノが寄ってくると、レフレンシアはもう一人も手招いた。

「スーサさんも」

「あ、ははは、はい……」

　スーサのほうは恐る恐る近づいてくる。

「何かご用でございますか？」

「うん、ご用っていうか、ちょっとそこに立ってくれないかな」

「はい？　ここ……でございますか？」

「うん、そう、そこ。で、そのまま向こう向いてくれる？」

「はい……」

　要領を得ない顔で、エルノとスーサが回れ右すると。

　レフレンシアは椅子に座ったまま両手を伸ばし、二人の裳裾をぺろっと捲めくった。

「あ？」

「きゃぁっ？」

　エルノとスーサが前方へぴょんと跳んで逃げた。

「ななな、何を？」

　裳裾を押さえたまま、エルノがレフレンシアを見やると。

「あぁ、いや、ちょっとした挨あい拶さつだから気にしないで」

「馬鹿ですか、あんたはっっ!?」

　アスカは思わずレフレンシアの頭に手刀を叩き込んでいた。

　そんなアスカを、ジュンエンやフェレッラ、ミンツァが驚きの顔で見ている。

　いや、もしかするとレフレンシアに突っ込んだアスカに驚いたのではなく、いきなり女給の裳裾を捲るという暴挙に出たレフレンシアに驚いているのかもしれない。

「痛いよ、アスカ。っていうか、副団長に対して、なんてことするんだい」

　後頭部を押さえたレフレンシアが顔を巡らせて抗議すると。

　アスカはレフレンシアの両肩を摑つかんで、がくがくと揺さぶった。

「なに考えてるんです？　な、に、か、ん、が、え、て、るんですか、いったい!?　というより、何も考えてないでしょ？　わたしたちの置かれてる状況を理解してますか？　理、解、して、ます、か!?」

「いやいや、ちゃんと理解してるってば。今のは、だからちょっとした挨拶に過ぎないんだし、そんなに目くじら立てるなよ」

「ちょっとした挨拶で裳裾捲られたら、あの二人も堪ったものじゃないでしょ？　若いほうの娘こなんか、怯えきっちゃってるじゃないですか！」

　スーサはエルノの背後に隠れ、顔だけを覗のぞかせて、がくぶると体を震わせていた。

　エルノはそこまで怯えてはいなかったが、驚き呆れているのは間違いない。

「わかった。わかったからそんなに揺さぶるなって」

　ようやくアスカがレフレンシアの両肩を手放した。

「今度からは、裳裾を捲るときはちゃんと断ってからにするから」

「あんたには捲らないという選択肢はないんですかっっ!?」

「ないよ？」

　レフレンシアの言葉を聞いたエルノとスーサが、蒼そう白はくな顔色でジリッと後あと退ずさった。

　こいつは。ほんとにもう、こいつは。こんなのが副団長で、よくも今まで潰れなかったもんだな、白兎騎士団しろうさぎ。

　顔を戻したレフレンシアが、エルノとスーサに向かってにっこりと微笑んだ。

「ってことだから、もう一度捲らせ……」

　がすっっ。

　レフレンシアの笑顔が破壊された。

　彼女は顔を顰しかめ、頭を押さえ、傍かたわらのアスカを睨みつける。

「……痛いってば、アスカ。そんなに容よう赦しやなく殴ると、反逆罪で幹部会にかけるぞ？」

「副団長様が自ら、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの名めい誉よと伝統と栄光を思い切り汚していることをわたしが幹部会に訴えてもいいんですけどっ!?」

「わかった。わかったから、そうムキになるなよ。ちょっとした洒落しやれじゃないか」

「あんたのちょっとした洒落のせいで牢獄へ叩き込まれたくはないんですよっ！」

「はいはいそうだね。わたしも牢獄へなんか行きたくないし、自重するよ」

「お願いしますよ、本当にもう」

　辟へき易えきとした顔でアスカがレフレンシアから離れた。

　レフレンシアはもう一度、二人の女給に向き直ると、

「やぁ、ごめんね。もう行っていいよ」

　こくりと無言で頷いたエルノは、スーサの手を引くと、一いち目もく散さんに居間兼食堂をあとにするのだった。

　あ～あ、可哀想に。こんな奴の世話を命じられちゃうなんて、運のない二人だなぁ。

　アスカは憐れん憫びんの目で、配膳室兼厨房に消えていく二人の女給の背中を見送った。
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　アルゴラ隊とヨーコ隊の約半数を大だい平へい原げんに残したガブリエラは、クシューシカやレオノーラと共に残りの団員を率いて、急ぎ本ほん城じようのあるクセルクス盆ぼん地ちへ向かった。

　全員の馬を用意するには時間が足りなかったが、ベティス軍が協力してくれたため、なんとか全員が馬に乗れた。

　ただし、馬の水すい準じゆんはバラバラで、速さにも耐たい久きゆう力りよくにも差がある。

　とりあえず、脚の速い馬には幹かん部ぶが乗って帰き還かんを急ぐことにする。

　遅い馬に乗った団員は数名から十数名の班を作って、馬を潰さない程度の速度で先行団員を追いかけると、そういう段取りとなった。

　どのみちガブリエラたちも、乗った馬を途中で交換しなくてはならない。一頭の馬に乗り続けて全行程を走そう破はするのは、距離が距離なだけに無理な相談だ。

　ガブリエラたちは、途中で馬を替えるときに休きゆう憩けいを取った以外は不ふ眠みん不ふ休きゆうに近い頑張りで馬を走らせ続けた。

　先駆けとして送られたセリノスから事情を聞かされたマクトゥシュは、一行の到着が夜になっても差し支つかえないように、部下に命じて盆地からグル・マイヨール要よう塞さいへ登る山道の要所要所に松たい明まつや篝かがり火びを設置させていた。同時に、北ほつ国こく街道沿いにあるルゥノ＝ヴァルディア七都市同盟に部下を派遣し、ガブリエラたちを出迎えるようにも命じた。

　ガブリエラ一行は七都市同盟で出迎えの団員と合流することができ、先ほど本城まで戻ってきたところで、マナティウスを発たった翌々日のことだった。まだ日の高いうちに盆地に着いたから、松明や篝火の世話になることはなかった。




　　　　　２




　三日に亘わたって馬を走らせてきたことになるガブリエラやクシューシカ、レオノーラだったが、その程度で弱よわ音ねを吐はくようなことはない。

　グル・マイヨール要塞に入ったガブリエラは、少し休息を入れただけで、夕ゆう刻こくに幹部会の開かい催さいを宣言した。

　ガブリエラに幹部招集を頼まれたマクトゥシュは、

「ええ、わかったわ、団長。それと、こちらにも一つ懸けん案あん事項があって、団長の判断を仰ぎたかったから、それも議題に上らせるわね」

　と応えた。

　ガブリエラが怪け訝げんそうな顔になる。

「懸案事項ですか？　シギルノジチに何か新しい動きが？」

「あぁ、いえ、そうではなくて。まぁ、それにも関係しているみたいなのだけど」

　マクトゥシュが何を言おうとしているのかわからず、ガブリエラは首を捻ひねる。

「いえ、それは会議の席で詳しく。それより、もう休憩を切りあげても平気なのかしら。なんだったら、もう少しあとにしてもいいのだけど」

「はい、大丈夫です」

　笑顔を作って応えたガブリエラの気き丈じようさにマクトゥシュは感心する。

　見た目はそれほど強そうには見えない……というより、むしろ軟なん弱じやくそうなのに、芯しんの強い娘こよね。まぁ、そうでなければレフレンシアのしごきに耐えられるはずもないけど。そこは、そこだけは認めてもいいかもね。

　と思いつつ、マクトゥシュは素知らぬ顔で話を続ける。

「そう。では、アナとクシューシカと、あと、レオノーラにも出てもらったほうがいいかしらね」

「そうですね。特とく務む分隊にも動いてもらうことになりそうですから」

「わかったわ。直すぐに呼ばせるから。それとフェーレンね」

　フェーレンの名前が出て、ガブリエラはもう一度、首を捻った。

　マクトゥシュ……の言う「懸案事項」に関係があるのでしょうか？
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　大平原に残っているアルゴラやヨーコを除のぞく主立った幹部が、要塞内にある講義室の一つに集まった。

　講義室といいながらも、こうして会議にも使われるし、お茶会に使われたりもする。要するに特定の用よう途とに特化していない汎はん用よう性せいの高い部屋で、そこにあるのは暖だん炉ろと長ちよう卓たくと椅い子す、それに木もく板ばんと戸棚。そのくらいだ。

　いま暖炉では盛さかんに薪まきがくべられ、橙だいだい色の炎が室内にいる者の体を暖めていた。




　会議の出席者は、団長（見習い）ガブリエラ、団長代行として本城の白はく兎と騎士団員を指揮していた庶務分隊長マクトゥシュ、救急分隊長アナ、ガブリエラと共に大平原から駆け戻ってきた番隊長筆ひつ頭とうクシューシカ、やはり大平原から戻った警けい邏ら隊長と特務分隊長兼任のレオノーラ。

　そして五人の秘書官。

　さらには四番隊隊長であるフェーレンもいた。

　マクトゥシュに呼ばれて顔を出した彼女こそが、「懸案事項」の当人であるらしい。

　全員が席に着き、お茶が配られたところで、ガブリエラは改めてマクトゥシュに尋たずねてみた。

「フェーレン隊長がどうかしたのですか？」

「この大事なときに団を辞めるとか、わけの判らないことを言いだしてね」

「えぇ!?」

「団長からも叱しかってやってくれないかしら」

　いくら団長とはいえ、成り立ての一回生団長には、かなり先輩の団員――しかも幹部だし――を叱るとか、けっこう難易度の高い話だった。

「いえあの、叱る前にですね、フェーレン隊長から詳しい事情説明をしていただくのが先なのではないかと」

「まぁ……そうだけどね」

　頷いたマクトゥシュが、フェーレンのほうへ顔を向ける。

「今日はちゃんと説明してもらえるのよね、フェーレン」

　そのフェーレンは、

「もちろん。当然ですよ、マクトゥシュ様」

　などと嘯うそぶいている。

　この娘こはこの娘で、どうも手応えがないのよねぇ。

　などと思いながら、マクトゥシュは視線をガブリエラに向けた。

「えっと、じゃあまず、フェーレンの件から始める……のでいいのかしら、団長？」

「はい、お願いします」

　議事進行役のマクトゥシュが開会宣言をして、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの緊急幹部会が始まった。
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「では、フェーレン、どうしてこの時期に、この大事な時期に団を辞めるだなんて言いだしたの？」

　マクトゥシュが小さな眼鏡めがねを押しさげ、フェーレンを睨ねめつけた。




　マクトゥシュの眼鏡は魔術士が使う遠とお眼鏡めがねではなく、単なる視力矯きよう正せい用の眼鏡である。白兎騎士団しろうさぎで連日連夜、数字と格かく闘とうし続けてきた彼女は、いつの頃からか目を悪くしてしまい、眼鏡をかけるようになっていた。

　という事情はさておき。




　マクトゥシュから睨まれたフェーレンは頭を掻かきつつ言い訳をする。

「あ～～、いえいえ、辞めるんじゃなくて、ちょっと団からいなくなるだけですって」

「貴女あなたが何を言いたいのか、さっぱりわからないわね」

　フェーレンを見つめるマクトゥシュの目つきが、ますます鋭くなっていく。

「まさか、団が危なくなったから、今のうちにトンズラしようなんていうのではないでしょうね？」

　室内の空気が少し揺らめいたような気がする。

　隊長連は平然としているが、秘書たちは互いに顔を見合わせているから、それなりに驚いているのだろう。

　どちらかというとふくよかな体型で、普段は人を圧するような迫力をあまり感じさせないマクトゥシュだが、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部を長年に亘わたって勤つとめあげてきただけのことはある。フェーレンを睨みつける彼女の視線は、それだけで岩をも穿うがつことができそうなほどの鋭さだ。

「アイヴィウスは婚こん姻いんが決まっていて、以前から団を辞める予定になっていたから仕方がないけれど」




　五番隊隊長アイヴィウス・アイマール・アイネリウスは自身の婚姻の期日が迫っており、間もなく団を離れることが決まっていた。

　いくら白はく兎と騎士団に危機が迫っているとはいえ、婚姻を先延ばしにしてまで団に残れとは言えない。

　退団を申しでれば、正当な理由がある限り幹部会で却下されることはほとんどなく、アイヴィウスの退団はもう数カ月も前に認められたことなのだ。

　実際、アイヴィウスは婚姻の準備のために長期休暇を取って先方の家に行っている。

　その間、五番隊は副隊長の一人が隊長代行として指揮を執とっているが、そろそろアイヴィウスに代わって誰かを正式に隊長に任じたほうがいいのかもしれない。

　シギルノジチ相手にクセルクス盆地で防衛戦を行う可能性が出てきた今となっては、五番隊の人事だけでなく、団全体を編へん制せいし直す必要があるのかもしれない。

　その辺りもガブリエラには頭痛の種だったのだが、今また四番隊隊長のフェーレンが団を離れることになれば、かなり大きな問題が出てくる。

　べつに彼女は逃げだそうというわけでもなさそうだが、もしかすると団員の中には、そう考える者が出てこないとも限らない。

　団の編制だけでなく、こちらはこちらで何か対策が必要になりますかね。まぁそれもフェーレン隊長の説明を聞いてから……の話ですけど。




　フェーレンはマクトゥシュに向かって、ふるふると顔の前で右の掌てのひらを振った。

「ややや、そんなわけないでしょう」

「では、どういうわけなの？」

「それをこれから説明しますから、そんなに恐い顔で睨まないでくださいよ～～」

　口調こそ哀あい願がん調ちようながら、その実フェーレンは、マクトゥシュの視線をものともしない様子で受け答えしている。

　それを見てガブリエラは、う～～ん、と内心で低く唸うなった。

　わたしでもマクトゥシュ様……マクトゥシュに睨まれたら震えあがってしまうのに、フェーレン隊長のあの余裕ある態度は……。

　マクトゥシュに睨まれて震えあがるのは「ガブリエラだからこそ」という突っ込みがどこからか聞こえてきそうだが、しかし、そうとばかりは限らない。

　というより、白兎騎士団しろうさぎの金庫や物ぶつ資し食しよく糧りようを一手に握っているマクトゥシュに睨まれたら、誰でも震えあがるだろう。何しろマクトゥシュが「止とめろ」と言っただけで食糧供給が止まってしまうのだから。最悪、給金の支払いすら止まってしまう。

　おそらく、マクトゥシュの脅おどしに震えもせず屈くつしもしないのは、団でもレフレンシアくらいではないか。

　今までガブリエラは、フェーレンという人物にあまり注意を払っていなかった。

　白兎騎士団しろうさぎで特務分隊の隊長を務め、その後、番隊長に抜ばつ擢てきされたのだから、無能なはずがない。

　けれど同じ番隊長でも、クシューシカやアルゴラ、ヨーコなどと比べると、どうしても影が薄い印象だ。

　番隊長でなくても、特務分隊長兼警邏隊長のレオノーラや庶務分隊の補給担当長エァリァス、財務担当長スレイマーニャなど、とにかく幹部には濃くて強きよう烈れつで印象的な人が多い。

　なのにガブリエラの記憶には、フェーレンが活躍する場面がほとんどない。

　まぁ、アイヴィウスさんも目立たなかったですけど、彼女はすでに婚姻して退団が既き定てい路線になってましたし、婚姻の準備でちょくちょく団を離れてましたし、今も離れていますし。一方、フェーレン隊長はふつうに任務をこなしていました。何か……おかしいですね。

　フェーレンがこれほど印象が薄く、ほとんどガブリエラの記憶に残っていないという事実が、もうおかしい。

　あのレフレンシアが、無能な役立たずを幹部に昇らせるはずがないのだから。

　ガブリエラは忙せわしなく頭を回転させる。

　人を観察し評価する自分の目はたしかだと彼女は自負している。

　実際、ガブリエラの目には、団の幹部も同期生も、みな信頼するに足る人物だと映っていた。

　しかし、退団が決まっているアイヴィウスを除のぞけば、それらの中にフェーレンだけが入っていない。

　団の幹部でありながら、これほど目立たないというのが、何か不自然であり、どこか不可解だった。

　どういうことでしょうか。フェーレンさん、わざと目立たないように振る舞っていたとでも？　あるいは……もしかして手を抜いていた？

　さすがにガブリエラ、鋭い読みである。

　しかし目立たないように振る舞うだけでなく、ガブリエラが入団以来、フェーレンが密かにガブリエラを観察してきたことまでは想像できなかった。

「団長。ガブリエラ団長？」

　マクトゥシュに名を呼ばれ、ガブリエラの意識が現実に戻ってきた。

「どうかしたの？」

　マクトゥシュに不ふ審しんそうな視線を向けられ、ガブリエラは、あわあわと手を振った。

「あぁあ、いえ、なんでもありません」

「…………」

　マクトゥシュは疑い深そうな目でガブリエラを見ていた。

　べつに悪いことも失敗もしていないガブリエラなのに、あんなふうにマクトゥシュに見つめられるだけで、だらだらと冷や汗が流れだしてくる。

　平ひら団員時代にいろいろしでかして、さんざんマクトゥシュに迷惑をかけ、何度も叱られた記憶が彼女の脳のう裏りに刻きざみつけられているせいなのだが。

　ガブリエラはマクトゥシュの視線を引き剝がそうとして、ぎこちない笑みを浮かべ、

「えぇと、では、とりあえずフェーレン隊長から詳しい説明を聞きましょう。ね？」

　と言った。

「そうね」

　小さなため息を一つ吐ついて、マクトゥシュが視線をフェーレンのほうへ移してくれたので、ガブリエラは密かに安あん堵どの息を漏らす。

　が、そんなことを他の幹部たちに知られるわけにはいかない。

　レフレンシアが囚とらわれた今、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを引っ張っていくのはガブリエラなのだから。引っ張っていかなくてはならないのだから。

　それが、自分を評価し、引き立ててくれたレフレンシアの期待に応えることであり、同時に、かつてここで副団長を務めた母親の名声を汚さぬことでもある。

　と同時に、自分を信頼してくれている仲間を裏切らないことにも繋つながるのだ。

　けれど、その責任が、その期待が、その義務感が、ガブリエラの両肩に重くのしかかっているのは、紛まぎれもない事実。

　一回生のガブリエラが団長などという重じゆう責せきを引き受けたのは、いつもレフレンシアが横にいて彼女を助けてくれるという前ぜん提ていがあったからこそ。

　それなのに、いまレフレンシアはいない。

　いつ戻ってくるかもわからない。

　レフレンシア様は無責任です。押しつけるだけわたしに押しつけ、肝かん心じんなときにいなくなってしまうなんてと、そんな愚ぐ痴ちも言いたくなる。

　幹部たちはみな優秀だ。

　しかし、それは特定の分野において、という条件がつく。

　戦略眼と指導力という面では、レフレンシア以上に頼りになる幹部はいない。

　このまま独ひとりで団を率い、団を護っていかなくてはならないのかと思うと、ガブリエラは心細くて泣いてしまいそうになる。

　が、彼女は決してそんな感情を面おもてには出さない。

　ガブリエラは見た目以上に頑がん固こで強ごう情じようで意地っ張りなのだ。

　今も彼女は心中にじんわりと広がる不安感を無理やり抑えつけ、机の向こうに座っているフェーレンに視線を据すえている。

「ではフェーレン隊長、説明、お願いします」
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　ガブリエラの視線を真正面から受けても、フェーレンの飄ひよう々ひようとした態度や表情にはなんの変化もない。

「えぇとですね、つまりそれが、それがっていうのは、あたしが団を出ていくことなんですけど、それがレフレンシア様を解放するために必要なことかなぁ、なんて思ったりするんですよ」

　マクトゥシュだけでなく、クシューシカも苛いらついたような表情を浮かべた。

　アナも眉まゆを顰ひそめて怪訝そうな表情だ。

　一方、レオノーラだけは、ぼへ～～っとしたいつもの顔つきでフェーレンを見ている。

　クシューシカが少し苛立ちの滲にじんだ声で呼びかけた。

「簡潔に手短に。そして要よう領りようよく、わかり易やすく。わたしたちに説明してくれないかな、フェーレン！」

「まったくだわね」

「おまえの回りくどい説明を延々と聞かされていると、無性に誰かを。誰かを。誰かを。殴りたくなってくる」

「わたしも手伝うわよ、クシューシカ」

　クシューシカとマクトゥシュが非ひ難なんがましい視線をフェーレンに向けるが。

「うわぁ、クシューシカ様もマクトゥシュ様も酷ひどいなぁ」

　フェーレンは相変わらず柳やなぎに風だった。

「まぁまぁ二人とも。フェーレンは元々こういう女ひとなのだし。彼女の説明が少しくらい長引いても、そのあいだに事態が悪化するなんてこともないでしょう」

　と、アナが救いの手を差し伸べてくれた。

　フェーレンは、アナに向かって親指を立ててみせた。

「ありがとう、アナ様。大好きさ」

　すると、クシューシカの顔に浮かぶ不満の色がますます濃くなった。

　なんとなく不ふ穏おんな雰囲気になりかねない気まずさを感じ取ったガブリエラが、慌ててフェーレンを促うながした。

「あの、では、説明を。説明を続けてください、フェーレン隊長」

「ちょっと話があっちに行ったりこっちに来たりするのは、まぁ勘かん弁べんしてくださいね」

　フェーレンがそうやって予防線を張ると、クシューシカとマクトゥシュがうんざりとした顔になり、逆にアナはくすっと笑いを漏らした。
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　少しだけ表情を引き締めたフェーレンは居並ぶ大幹部の顔を見渡し、そして言った。

「レフレンシア様を捕らえたルーアル・ソシエダイは、大いに使える手て駒ごまを手に入れたわけです。だから簡単には殺さないはず。これはいいですか？」

　その辺はガブリエラにとっては先せん刻こく承しよう知ちである。他の幹部も同様だから、ガブリエラ以下、マクトゥシュ、クシューシカ、アナの四人は一様に頷いて、フェーレンの言葉に同意の意を表した。

　レオノーラだけは、ぼ～っと宙ちゆうを見上げている。人の話をまるで聞いていないように見えるが、いつものことなので、誰も注意しない。

「逆に言えば、普通の捕ほ虜りよのように身みの代しろ金きんを払っても、解放してはくれないでしょう。ですよね？」




　この時代、この世界では、戦争で捕虜となった者は、特別な例外を除き、身代金を払えば解放されるという慣かん習しゆうがあった。

　もちろん、双方が交渉して金額に折り合いがつけばという条件付きではある。

　しかし今回の場合、レフレンシアが大物過ぎて、ルーアル・ソシエダイがその慣習に従わないだろうということをフェーレンは言っている。

　それについてもガブリエラは、マナティウスでの対策会議の席上で指摘済みだった。

　これに関しては異い論ろんの入る余地はないだろう。

　ということで、またも四人は無言で頷いた。

「となると、レフレンシア様を取り戻す方法は二つ……いや、三つかな」

　そこでフェーレンが言葉を切ると。

　三つありますか。それは……。

　ガブリエラは考えを巡めぐらせようとする。

　だが他の幹部は、彼女のように自分で考えるよりも手っ取り早く話を聞くほうが好みらしく、早く続きを話せとばかりに、マクトゥシュがわざとらしく咳せき払ばらいをした。

「あ～～、一つめは……強ごう奪だつすることですね」

　とフェーレンが言うと、即座にクシューシカが応じた。

「いくらなんでも、それは無理だろう？」

　もちろん、無理ですね。

　ガブリエラも内心で否定する。

　フェーレンも、ですね、と頷いた。

「ま、これは可能性のほとんどない方法だと思います。で、二つ目は、ルーアル・ソシエダイ兵との捕虜交換、ですね」

　これも慣習として確立している方法で、ガブリエラが驚くような内容ではなかった。むしろありきたりの方法だ。

　マナティウスでも検けん討とう済みだったから、クシューシカは、

「しかし、我々はレフレンシア様と釣つり合あうような高こう官かんの用意ができないだろう？」

　と問題点を指摘した。

　彼女が言うように、レフレンシアと交換するだけの価値のある捕虜は、ベティスまで見渡してもなかなか見当たらない。

　現状だと将軍級の捕虜が二人ほどいるはずだが、その二人でルーアル・ソシエダイが交換に応じてくれるかはかなり怪しい。

　それ以前に、ベティスが捕虜を交換要員にしてくれるかどうかもわからない。彼らは彼らで、捕虜はここぞというときに使いたいはずである。

　だからこそガブリエラは、大平原にアルゴラとヨーコを残して敵の部隊指揮官を捕ほ縛ばくするように二人に命じたのである。交渉材料を少しでも増やすために。

　アナも続く。

「そうね。少なくとも将軍級を三、四人は連れていかないと、相手が交渉に乗ってくる可能性は少ないのではないかしら」

　二人の指摘に、フェーレンはあっさりと頷いた。

「そうですね。敵の将軍を何人もは用意できませんから、兵士を数百人単位で、という話になるのでしょうけど、それが可能だとしても、兵士だけでは、なかなか応じてくれないでしょうね。兵士との交換なら、一万人くらい用意しないと」

　クシューシカが肩を竦すくめる。

「一万もの兵を捕らえたのなら、それだけでこちらの勝利だな」

「仰おおせのとおり。となると、捕らえている将軍と兵を合わせて……という話になりますけど、それだけの材料では相手を動かすのに足りないでしょうねぇ」

「ということは……要するに、このあとの戦いで敵の指揮官を捕獲しようと、そういう意味か？　だが、それはもう実行中だ。アルゴラとヨーコが大平原に残ったのは、敵の輜し重ちようを捕獲するというより、敵の部隊指揮官を捕獲するという意味だからな」

「や～～、ややや、そういうことでもなくて……」

　クシューシカの指摘に対してフェーレンが応えようとしたとき、考え込んでいたガブリエラがふと顔を上げた。

　今のフェーレンの話の中に気になる言葉があったからだ。

「それだけの材料では？　いまフェーレン隊長、『それだけの材料では足りない』と言いましたよね。つまり、他の方法と併へい用ようすれば可能性がある、上がると、そういうお話ですか？」

　さすがだね、団長。他人の言葉の真意を読む能力、レフレンシア様に匹ひつ敵てきするんじゃないかな。

　という思いは微み塵じんも面おもてに出さず、フェーレンは軽く頷いた。

「ええ、まぁ、そういう話なんですよ」

　マクトゥシュやクシューシカが目をぱちくりとさせているのを後しり目めに、ガブリエラが上体を乗りだした。

「捕虜交換と併用するもう一つの方法とは、なんなのですか？」

「併用するのは、正確に言うと、あと二つなんですけど」

　フェーレンがガブリエラを見つめ返してきた。

　ガブリエラは初めてまともに彼女と視線が合った気がした。

　あと二つ……。なんでしょうか、それは。

　しかし、自分で考えたいから説明は少し待ってくれとは言い難にくい。

　そんなことを言えば、マクトゥシュやクシューシカの矛ほこ先さきが自分にも向いてしまう。

　ガブリエラはフェーレンから視線を外さないまま必死に頭を回転させながら、

「その二つを教えてください」

　とフェーレンを促すと。

　ガブリエラの視線を受け止めつつ、フェーレンは素っ気ない口調で応えた。

「他国からの圧力と内部からの圧力……ですね」
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　室内が静まり返った。

　誰も直すぐにはフェーレンの言葉の意味がわからなかったからだ。

　不思議そうな顔で、あるいは不審そうな顔で、各自、フェーレンが言った言葉を検討している。

　他人の言葉に込められた意味に、または隠された意味に気づくのが得意なガブリエラであっても、今回ばかりは同様だった。

　一つは、つまり他国からの圧力という言葉の意味はなんとなくわかります。おそらくそれはシギルノジチのことでしょう。ですが、内部からの圧力というのがわかりません。「内部」とは、どこのことなのでしょう。「圧力」とは、誰がかけるのでしょう。

　という疑問とは別に、もう一つ、ガブリエラの脳のう裏りに浮かんだものは。

　フェーレン隊長、見かけ以上に切れる方ですね。といいますか、この平へい々へい凡ぼん々ぼんとした見かけは、もしかすると作られたモノでしょうか。

　だとしたら、そんなふうに見せかけている彼女の演技力は、レオノーラにも匹敵するほどだと言えるかもしれない。

　あぁいえ、今はフェーレンさんの真しん価かより、レフレンシア様を解放するための方ほう策さくをこそ考えるべきところ。

　ガブリエラは己の思し考こうを無理やり切り替える。

　フェーレンが言う「他国からの圧力」というのは、シギルノジチ経きよう国こくを指すと見て間違いない。現状、ルーアル・ソシエダイ王国に対して圧力を加えられるような存在は、彼かの国をおいて外ほかにないのだから。

　それに、根こん拠きよのないことではありませんし。

　と思ったので、ガブリエラは確認してみることにした。

「フェーレン隊長、『他国からの圧力』というのは、シギルノジチのことを指しているのですね？」

「えぇ？」

　マクトゥシュやクシューシカ、アナは、目を見開き顔を振り向け、横に座ってるガブリエラを見つめた。

　レオノーラも、へぇ？　という顔つきで首を捻ひねっている。

　一方、フェーレンは思わず口くち笛ぶえを吹きそうになり、すんでのところで思い留まった。

　いやいや、どうだろう、ガブリエラ団長の読みの鋭さは。それこそ、レフレンシア様と同等かそれ以上かもだよ。

　本人にも他の誰にも気づかれないままガブリエラを観察し続けた結果、ガブリエラの資し質しつと潜せん在ざい能のう力りよくを高く評価するようになったフェーレンだが、もしかすると自分はまだガブリエラを過小評価しているのではないかと、そうまで思った。

　レフレンシア様は、そこまでわかってて、ガブリエラを団長に就つけた……んだよな。やっぱあの女ひとには敵かなわないなぁ。

　だからこそ、レフレンシアを救出しなくてはならない。鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎが置かれた危機的状況から団が脱するためには、どうしてもレフレンシアの存在が必要だ。

　ガブリエラの潜在能力がどれほど高くても、思考力がどれほど鋭くても、戦せん略りやく眼がんがどれほど確かでも、まだまだレフレンシアの経験や交渉力には及およばない。

　それに、とフェーレンは思う。

　あの女ひとの本質、つまり人ひと誑たらしだというレフレンシア様の本質は、今のガブリエラ団長ではとうてい真似のできない水準にあるからね。

　ガブリエラはまだ若い。鋼鉄の白兎騎士団の歴史上、一番か二番かという若さで団長に昇ったことを思えば、これから団長として経験を積んでいければ、レフレンシアのような交渉力や人を魅み了りようする術すべを身につけることは可能だろう。

　しかし、危機は直ぐそこにまで迫っているのだ。悠ゆう長ちようなことを言っている暇はない。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを救うための確実な方策。それは第一に、ルーアル・ソシエダイの虜りよ囚しゆうとなったレフレンシアを解放させ、取り戻すことだとフェーレンは思う。

　そのための種を一つ、彼女はすでに仕込み済みだった。

　あとはもう一つ、あっちを仕込めれば、可能性が高まるんだけどな。そのためには、あたし自身が出向かないとならないだろうしね。さて、この方法を言ったら、ガブリエラ団長はなんて言うかね。

　フェーレンはガブリエラの反応が楽しみだと思いながら、彼女の問いかけに対して、

「そうです、シギルノジチなんですよ」

　と大きく頷いた。
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　たちまち会議室の静せい寂じやくが破られた。

「どういうこと？」

「それっていったい？」

「意味がわからないな～～」

　などという私語がかわされ、そして。

「いや、ちょっと待ってくれ、フェーレン。団長も」

　クシューシカが凜りんとした声を張りあげた。

「ガブリエラ団長はおまえの言ってることを理解したようだが、わたしにはよくわからない。どうしてシギルノジチが、レフレンシア様を解放させるための圧力をルーアル・ソシエダイに加えるんだ？」

　クシューシカの疑問に同意だとばかりに、マクトゥシュとアナ、レオノーラが頷いてみせる。

「えぇと、それはですね」

　フェーレンはちらっとガブリエラに視線を向け、直ぐに逸そらせた。

「わたしが出しゃばった真似するより、ここは一つ、団長から説明してもらったほうがいいんじゃないかな」




　ガブリエラは即座にピンと来た。

　フェーレンさん、わたしを試そうとしているのですね。

　シギルノジチによる圧力とはどういう意味なのか。本当に自分が考えているのと同じことをガブリエラが考えているのか。

　フェーレンはそれを確かめたいのだろう。

　いいでしょう。受けて立ちましょう。

　珍めずらしくガブリエラは肩に力が入っていた。

　ガブリエラ本人は自覚していないのだろうが、この反応は、自分がフェーレンの有能さを見過ごしていたのに、フェーレンのほうは自分のことをしっかり見ていたのではないか、ということに起き因いんする反省……というか、悔くやしさから来る力りきみだろう。




「シギルノジチの側に立って考えれば想像がつきます。彼らが恐れているのは、自分たちを差しおいてルーアル・ソシエダイが単独でわたしたち、つまりベティス・白兎騎士団しろうさぎ連合と交渉を進めること……ですよね」

「あぁぁ、なるほど」

　クシューシカが、その凜り々りしい容よう貌ぼうにあまり似つかわしくない、些いささか気の抜けた声を上げた。

「そういうことなのです。ルーアル・ソシエダイの連中もシギルノジチの連中も、レフレンシア様こそが白兎騎士団しろうさぎの指導者であると考えています。そのレフレンシア様を掌しよう中ちゆうに握ったルーアル・ソシエダイは、いわばこの戦争における切り札を手にしたのも同然。白兎騎士団しろうさぎとは有利な立場で交渉ができる上、白兎騎士団を通じてベティスにも影響力を行使できる。そんな切り札をルーアル・ソシエダイだけが持っている状況を、シギルノジチの連中がおとなしく指を咥くわえて見ているとは思えません」

　マクトゥシュとクシューシカが低く唸り、アナは、たしかにそうね、と呟つぶやいて頷き、レオノーラは、ははぁそういうことか～～、と気の抜けた声を漏らした。

「ガブリエラ団長の言うとおりね。シギルノジチは、たとえ相手が同どう盟めい国こくであろうと、自分たちが持っていない手札を相手が持っていることは我が慢まんできないでしょうね」

　アナがそう言うと、ガブリエラが大きく頷いた。

「同盟国といっても、ついこのあいだまでは激しく争っていた間柄ですし、この戦争が片付けばまた仮想敵国に逆戻りですし、実際に衝突することになるのも確実です。それはお互いにわかっているでしょうから、この戦争で相手だけが有利な立場に立つことをシギルノジチが認めるはずがない……と思いませんか？」

「思うわ」

　とアナが応えると、マクトゥシュとクシューシカも同意を表した。

「ですから、レフレンシアさ……レフレンシアという威い力りよくのある手札をルーアル・ソシエダイだけが持っているという状況を、シギルノジチが歓かん迎げいするはずがない……ということで、いいのですよね、フェーレン隊長？」

「いやはや、団長の仰おつしやるとおりで」

　フェーレンは、ガブリエラの考えが自分の考えと合がつ致ちしているのを確認できて、内心大いに喜んだ。

「だからあたしは、ちょいとばかりシギルノジチを突っついて、連中のほうからルーアル・ソシエダイに圧力をかけるように仕向けようと思ったんですよ。ここまではいいですか？」

「いやいや、ちょっと待ってくれ」

　と、またもやクシューシカがフェーレンの話を遮さえぎった。

「フェーレンの言わんとすることはわかった。しかしだ、ルーアル・ソシエダイだけが切り札を持っていることをシギルノジチが快こころよく思わないとしても、連中がレフレンシア様を解放させるために動くなんて思えないぞ？　どちらかというと、レフレンシア様を暗こ殺ろす方向で動きかねないのではないのか？」

　あ、さすがにクシューシカ筆頭、危ないところはわかってらっしゃる。

　そう、ルーアル・ソシエダイだけが切り札を持っていることが許せなければ、そしてその切り札を奪うことが難しいのであれば、切り札を取り除いてしまおうと考えかねないのがシギルノジチ経国である。

「クシューシカ筆頭の憂ゆう慮りよも、もっともだと思いますよ。だから、あたしが団を離れるのは、シギルノジチの魔の手からレフレンシア様を護まもろうって意味もあるんです」

　クシューシカが、むう？　と小さく唸って首を傾げた。

　フェーレンは、ちらっと視線をガブリエラに向けた。

「黒くろ猫ねこですね？　たしかに、レフレンシア様を暗こ殺ろそうとしてシギルノジチ側が黒猫を差し向ける虞おそれはあると思いますけど」

　とガブリエラが応えると。

「虞というか、ほぼ確実に送るんじゃないかなって思ってます。なので、黒猫からレフレンシア様を護りつつ、シギルノジチからルーアル・ソシエダイに圧力をかけてもらおうと、そう思うんですよ」

「ですが」

　ガブリエラが少しだけ苛立った表情を見せた。彼女にしては珍しいことだった。

「シギルノジチからルーアル・ソシエダイに圧力をかけさせるのに、フェーレン隊長はいったいどんな種を仕込んだのですか？」

　フェーレンは、まだヴィネダと会ったことを誰にも話すつもりはない。

　というか、最後まで話さないでいられるなら、それに越したことはないしね。

　と思うから、

「あ～～、それは、すみません、秘密ってことにさせてください」

　としらばっくれるのだが。

「なんだって!?」

　クシューシカやマクトゥシュが眉を跳ねあげた。

「この期ごに及んで、そんな態度が通用すると思ってるのか、フェーレン！」

　クシューシカは恐ろしい形ぎよう相そうでフェーレンを睨みつけた。

　なのにフェーレンは、まったく表情も態度も変えない。

　それを見て、ガブリエラはまたも内心で唸った。

　う～～ん、マクトゥシュさ……マクトゥシュやクシューシカを相手に、これですか。凄すごい胆たん力りよくですね。

「ちょっとばかり、あたしの昔の伝つ手てを使ったと、そう思っていただければいいかな。ほら、あたし、ずっと特務分隊長をしてたから、いろんな国のいろんな部署にいろんな伝手があるんですよ」

「たしかに……おまえの個人的な伝手を使ったとなれば、相手の存在を軽々しく明かすわけにはいかないのだろうが」

　と言うクシューシカは、まだ不満そうな表情を隠さない。

　しかし。

「わかりました。フェーレン隊長が仕込んだ種、個人的な伝手に関しては、詳細を聞かないことにします」

　とガブリエラがフェーレンの言い分を認めてしまったので、クシューシカやマクトゥシュも渋々といった体ていで引き下がった。

　フェーレンは内心でぺろっと舌を出す。

　今の説明で、マクトゥシュやクシューシカ、アナだけでなく、ガブリエラまでもが、フェーレンの伝手が他国の――おそらくシギルノジチの――経きよう王おう宮ぐうにいる高官だと考えたはずだ。

　レオノーラはどうだかわからないけどね。ともかく、あたしがヴィネダと会って話したこととか知られたくはないし。すべてが終わって、そのときみんなが幸せになってるのなら、明かしていいかもしれないけど。

　と思ってはみたものの、フェーレンは「みんなが幸せ」という状況がどんなものか、具体的に想像できなかったのだが。

「では、フェーレン隊長がシギルノジチのほうに仕込んだ種が芽を出したとして」

　ガブリエラが、またもやフェーレンの顔を正面から見据えた。

　思し慮りよ深ぶかい彼女の瞳に油断のならない光が点ともっている。

　ああ、いいね。まるで以前のレフレンシア様を見ているようだよ。

　フェーレンは、ガブリエラが見た目よりもずっと剣けん呑のんな存在だということを理解している。味方すら騙だまして策を弄ろうするような油断のならないところが頼もしいとすら思う。そうでなくては、白兎騎士団しろうさぎが彼女を指導者に戴いただいてこの危機を乗り越えることなど、とてもできないと思っている。

　敵を欺あざむくにはまず味方からという言葉の体現者のようなガブリエラを、フェーレンは非難するどころか大いに評価している。

　ま、今回は、あたしもそれに倣ならわせてもらうんだけどね。

「もう一つの『内部からの圧力』というのは、いったいなんなのです？　今までの流れで言えば、そちらはルーアル・ソシエダイ王宮ということになりそうですけど」

　クシューシカやマクトゥシュ、アナが、またも目を見開いてガブリエラを見やった。

　今回はレオノーラも素直に驚きを面に浮かべている。

「そちらでも、フェーレン隊長がルーアル・ソシエダイの王宮内にある伝手を使うと、そういうお話ですか？」

「あ～～、いえいえ、残念ながら、そっちはそうじゃないんですよ」

「では、どういう伝手なのですか？」

「いやまぁ、伝手というより、そっちはレフレンシア様本人を使っちゃおうかなって、そう思いまして」

「は……はぁ？」

　ガブリエラが口をぽかんと開けてフェーレンを見ている。

　ガブリエラだけではない。

　マクトゥシュも、アナも。

　クシューシカもレオノーラも。

　驚きよう愕がくの顔でフェーレンを凝視した。

「言い方を変えれば、レフレンシア様自身に、レフレンシア様解放のための圧力をルーアル・ソシエダイ王宮に対してかけてもらおうかなって思うわけです」
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　ガブリエラが目を白黒させている。

　彼女ですらそうなのだ。マクトゥシュやクシューシカ、アナ、レオノーラに、フェーレンの言わんとすることがわかろうはずがない。

　それでもガブリエラは衝撃から立ち直るのにさほど時間がかからなかった。

　この辺の切り替えの早さ、立ち直りの早さは、彼女の長所である。

　たしかに圧力をかけさせたら、レフレンシア様の右に出る者など、アグァローネ地方全体を見渡してもそうはいないと思いますが。ですが、いったいどういう方法で圧力をかけさせようというのでしょうか。

　彼女はいつも同様、忙せわしなく頭を働かせて、あらゆる方向から検討を加える。

　しかし、今回ばかりはフェーレンが何を狙っているのか、なかなかこれという可能性に思い至らない。

　むぅん、フェーレン隊長はいったいどうやって……。

　奇き想そう天てん外がいの策略を得意とし、他人が思いもよらない奇策を連発してきたガブリエラとしては、ここで素直に「わからないので教えてください」とは言いたくない。

　仕方がありません。少し……いえ、かなり悔しいですけど、フェーレンに手掛かりをもらうしか。

「レフレンシアさ……レフレンシア副団長を解放させるための圧力。それはルーアル・ソシエダイ側に、これ以上レフレンシアを手元に留とどめておいても無駄だ、意味がないと思わせるための手段……という考え方でいいのですよね？」

　ガブリエラがそう訊くと。

　マクトゥシュやクシューシカ、アナが、はっとして顔を上げ、レオノーラもゆるゆると視線をガブリエラのほうに向けてきた。

　フェーレンが、にやりと笑う。

「方向性としては、そうですね。ただ、『手元に留めておいても無駄、意味がない』というのが少し違うかな」

　違う!?

　ガブリエラは自分の推すい論ろんの訂正を迫られた。

「レフレンシアにあちらで一暴れしていただいて、副団長の危険性を改めて認識させる……のかと思ったのですが」

　と呟くように言うと。

　フェーレンが、ぱしっと指を鳴らした。

「う～～ん、惜おしい」

　ガブリエラはジト目になって頭を引いた。

「なんだか、わたしたちがフェーレン隊長に試されているみたいデスね」

　マクトゥシュが、ふん、と鼻を鳴らし。

「ただ説明を聞くのも癪しやくだけど、貴女に試されるのはもっと癪だわね」

「おまえの頭がいいのは充分にわかったから、早く正解を教えろ。というか、いつまでも試験の真似して遊んでいる場合ではないだろうが」

　クシューシカがキツい目で睨みつけ。

　アナとレオノーラはひたすら宙を睨んで考えている。もっとも、アナはあくまで真剣な表情で、レオノーラはどこかぼ～～っとした顔で、という違いはあったのだが。

　飄々とした態度のまま、フェーレンは他の幹部たちに応えた。

「えっとですね、方向性というか考え方としては、ルーアル・ソシエダイ側に、『これ以上レフレンシア様を手元に留めておくのは困難だ』って思わせることです」
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「……は？」

　マクトゥシュとクシューシカが、ぱちくりと目を瞬しばたたかせ。

「ん～～～～？」

　レオノーラは二度、三度と首を捻り。

「……えぇ？」

　ガブリエラが息を呑のんだ。

　アナだけはまだ考えている。

「いや、先ほど団長が言ったことと今のおまえの言葉が、どこがどう違うのかよくわからないんだが」

　情けない表情になったクシューシカがそう言うと、フェーレンは。

「ですから『無駄』とか『意味がない』のじゃなくて、『無駄じゃないし意味もあるけど、これ以上レフレンシア副団長を手元に留めておくのは難しい。もしかすると、解放したほうがいいのかもしれない』って方向へ持っていきたいわけです」

「ますますわからないわね」

　と言って、マクトゥシュはどんよりとした視線をフェーレンに送る。

　ガブリエラは少しだけ考える素振りを見せたが、直ぐに口を開いた。

「その考え方ですと、やはりレフレンシア様に一暴れしていただくという手段が現実的だと思うのですが、フェーレン隊長は、そうは考えていないのですね？」

「たしかに、レフレンシア様が魔術で建物を一つ二つ吹き飛ばせば、相手はその被害の甚じん大だいさに恐れを為なして、『こいつを手元に置いておきたくない』と考えるかもしれませんけど、その場合、建物を破壊した犯罪者として処しよ罰ばつされちゃうかもしれませんよ？」

　フェーレンの指摘にガブリエラが、そうですね、と低く唸った。

「そんなことをすれば、戦争捕虜ではなく、破壊活動を行った間かん諜ちよう扱いされかねませんものね」

「そうだわね」

「ああ、そのとおりだ」

　マクトゥシュやクシューシカも、深刻そうな表情で頷く。

「そもそも、捕虜となってる以上、レフレンシア様は魔術が使えない状況に陥おちいってると考えたほうがいいですしね」

　とフェーレンが指摘すると、なるほどそうね、とアナが頷いた。

「相手にしてみれば、レフレンシア様ほどの高位の魔術士、魔術封じの魔術をかけるか、あるいは魔具を装着するかしないと、恐くて捕虜になどできないわね」

「そうなんです。だから、レフレンシア様に魔術で暴れてもらうのは不可能です」

　フェーレンは他の幹部の顔を見渡してから言葉を継ついだ。

「現状ではレフレンシア様がルーアル・ソシエダイの連中から直ぐに危害を加えられる虞はないはずです。レフレンシア様を処刑するほどの大たい義ぎ名めい分ぶんが連中にはありませんし、何より五体満足で生かしておいたほうが利用価値が高いですからね。でも、破壊活動を行ってしまえば、連中に処刑の大義名分を与えかねない。処刑までいかなくても、拷ごう問もんをする口実にはなります。そこまでいかなくても、牢ろう獄ごくに押し込められただけで連絡がつけられなくなりますし。だから連中にそういう口実、大義名分を与えないためにも、レフレンシア様にはあちらの法に触れない範囲で一暴れしていただこうと、そう思っているんです」

　フェーレンが現状を正確に把握、分ぶん析せきしていて、さらに深いところまで論理的に考えていることにガブリエラは驚く。

　と同時に、どうして今まで彼女がこの思考力を発はつ揮きしなかったのかと訝いぶかしむ。

　いえ、つねに状況の把握と分析はしていたのかもしれませんけど……。

「なるほど、おまえの言いたいことはわかった」

　とクシューシカが上体を乗りだしてきた。

「で。『あちらの法に触れない範囲でレフレンシア様に圧力を加えていただく』方法というのは、具体的にどういうことなんだ？」

　すると、何故かフェーレンはそっと視線を逸そらせるのだった。

「えっと、いや、たぶん、最高幹部の皆さんは知らないほうがいいと思うんですよ」

「なんだと!?　ここまでもったいぶっておいて、結論はそれか！」

　クシューシカはこめかみに青筋を立てて腰を浮かせたのだが、フェーレンのほうは、例によって柳に風と受け流す。

「いえ、それはですね、ちょっと真っ当ではない方法といいますか、あまり外がい聞ぶんのいい方法ではないといいますか。ですので、最高幹部様たちは知らないでおいたほうがいいんじゃないかなぁなんて思うんですけど。どうしても知りたいです？」

　ぞくり。

　マクトゥシュやクシューシカは、肌が粟あわ立だつのを感じた。

　そして、この感覚はどこかで感じたことがあると思った。

　これってガブリエラがとんでもないことを言いだすときと同おんなじじゃないの！

　マクトゥシュは、もう一度、ぶるっと体を震わせた。

　フェーレンって、こんなふうに危ない娘こだったかしら。

　そのとき。

　先ほどから一人だけ、ずっと宙を睨んで考え込んでいたアナがゆっくりと顔を戻し、険けわしい顔でフェーレンに向き直った。

「フェーレン、貴女まさか」

　ぎくり、とマクトゥシュやクシューシカ、そしてレオノーラやガブリエラまでもが、アナのほうに顔を向ける。

「レフレンシア様のあの性癖を発揮させようとでも言うの？」

　マクトゥシュは驚きの色を隠さず、震える指でアナを指した。

「貴女、フェーレンが何を狙っているか、わかったの、アナ!?」

　くふふ、とフェーレンがほくそ笑む。

「あれ？　アナ様にはバレちゃいましたか。だったら、これ以上隠し立てしても意味がないですかね」

　その言い様は、アナの指摘が正解であることを示し唆さしている。

　レフレンシア様のあの性癖……って、あ！

　ガブリエラは、このあいだの城じよう砦さいの攻防戦で自分がレフレンシアから何をされかかったかを思いだし、顔が赤くなるのを感じた。そして、アナの言いたいことがわかった。フェーレンの狙いがわかった。

　たしかにそれならルーアル・ソシエダイの王宮に騒動が持ちあがり、結果、大混乱に陥おちいって、レフレンシア様の扱いをどうすればいいのか迷うかもしれません……が。

　そんな恐ろしいことをやらせてしまっていいのだろうかという危き惧ぐが、ガブリエラの心中にふつふつと湧わきあがってくる。

　そしてレフレンシア様のことですから、嗾けしかければ喜々として実行に移してしまう気がしないでもないのですが。

　本当にそれでいいのか、という疑問をガブリエラは拭ぬぐい切れない。

　どうやら自分の考える「方法」をガブリエラが理解したらしいことを察さつ知ちしたフェーレンが、ガブリエラに向かって片目を瞑つぶってみせた。

「ガブリエラ団長もわかったみたいですから、また団長に説明をお願いしましょうか」

　ぶるぶるぶる。

　ガブリエラは全力で首を左右に振った。全身全霊で以もつて振った。

「それだけはお断りします！」

　フェーレンはにやりと笑って。

「仕方ないなぁ。それじゃあたしから説明しますかね」
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　フェーレンは一気に話した。

　自分の狙いを。

　レフレンシアに、どんな方法でルーアル・ソシエダイ王宮に圧力をかけさせようとしているのかを。

　それを実現させるために、このあと、どう動こうとしているのかを。

　誰を連れていこうと考えているのかを。

　すべて話し終えたフェーレンは、

「だいたいざっとこんなところですけど？」

　と言って、その場に居並ぶ幹部たちの顔を見渡した。
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　マクトゥシュ、クシューシカ、レオノーラは唖あ然ぜん呆ぼう然ぜんの体ていだった。

　控えている秘書官たちは言うまでもない。

　何人かは赤い顔で俯うつむいたまま固まってしまっているから、その方法は身に覚えがあるのかもしれない。

　フェーレンの狙いをある程度まで察知したはずのアナとガブリエラも、呆れ返った顔でフェーレンを見やっている。

　しばらく室内を静せい寂じやくが支配していたが。

　やがて、マクトゥシュが震える声で、

「貴女……本気……なの？」

　と訊いた。

「や、もちろん本気ですよ。だってあたしたち、レフレンシア様を奪とり返さないといけないんですから、やれることはなんだってやらなくっちゃ。ですよね？」

「だからって……そんなこと……」

　マクトゥシュは頭を抱えて卓たくに突っ伏してしまった。

　頭を抱えて突っ伏したいのはクシューシカも同じだったが、彼女は肘ひじで支えた両手で自分の頭を摑つかんでなんとか踏み留まった。

　そうしてその体勢のまま、先ほどからぶつぶつと自問自答を繰り返している。

　やがて我を取り戻したレオノーラだけが、クスクス、ケラケラと笑いだした。

「レフレンシア様の～～、やる気に満ちたお顔が目に浮かぶようですよ～～」




　たしかに、フェーレンの言う方法なら、レフレンシアは大喜びで実行に移すだろう。

　どんな方法であってもレフレンシアを奪り戻さなくてはならないというフェーレンの主張には、ガブリエラも大いに賛さん同どうするものである。

　そして、いまフェーレンが言った方法が、意外に悪くない……というか、他の手段と組み合わせて考えた場合、なかなか有望な、それなりに可能性のある方法ではないかと思った。

　ガブリエラの腹は決まった。

　たとえそれが真っ当な方法ではなくても、正当な手段ではなくても、常識から外れていても、そして誰からの提案であろうと、レフレンシア様を奪回するほうが大切です。ここはフェーレンさんの方法でいきましょう。

　さすがにガブリエラ、真っ当ではないことに対しても、正当ではないことに対しても、常識外れなことに対しても、他人より遙はるかに耐性がある。しかも自分のメンツに少しも拘こだわらない。

　自身の誇ほこりや自じ負ふなど、レフレンシアの解放に比べれば、塵ちり芥あくたほどの軽さしかないとガブリエラは思う。

　幹部どころか、いい案があるなら、ガブリエラは街にいる物もの乞ごいや娼しよう婦ふの意見だって拝はい聴ちようするだろう。

　この辺、彼女がさして豊かではない中級貴族の出身であることが強く影響している。




　ガブリエラは腹に力を込めて言葉を吐きだした。

「では、レフレンシア奪還の作戦、フェーレン隊長にお願いしましょう」

「じゃあ、あたしが団を離れることは認めていただいたってことでいいんですね？」

　ガブリエラはあくまで真剣な顔で頷いた。

「ええ」

「ティーニャとウェルネシアを連れていくことも認めていただいたってことで、いいんですね？」

「はい、それも」

　そう応えてから、ガブリエラは他の幹部に目を向ける。

「いいですよね、皆さん？」

　マクトゥシュは卓上に突っ伏したまま右手を挙げ。

　クシューシカは頭から離した右手を挙げ。

　アナは、降参、とでも言うように両手を挙げ。

　レオノーラは、えへらえへらと笑いながら手を打って賛さん意いを示した。
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　大したものだね、ガブリエラ団長。

　フェーレンはつくづく感心する。

　ちょっとした感動すら覚える。

　頭のよさもそうだけど、他人の意見を認める度ど量りようの広さとか、とんでもない策でも、それが有効だと思えば採用する度ど胸きようだとか。この若さで、本当に大したものだよ。なるほど、レフレンシア様が惚ほれ込んだわけだ。あたしもちょっと惚れそうだね。

　この団長のためなら、自分も本気になって働いてもいいと思う。

　レフレンシア様の場合、あの女ひとに任せておけば大丈夫っていう安心感があったけど、ガブリエラ団長の場合、そこまでの安心感はない。逆にそこが、この団長のために一肌脱ごうかっていう気にさせるわ～～。っていうか、もう脱いじゃってるんだけど。

　フェーレンは込みあげてくる笑いを無理やり嚙かみ殺す。

　いやはや、あたしがヴィネダに対してあんな種を仕込むなんてさ。レフレンシア様のために、敢あえて危険の中に飛び込もうとするなんてさ。

　自分の決断に驚くと同時に、自分の未来が楽しくなってくる。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの行く末に少し興味も湧いてくる。

　それに幹部の中に、レフレンシア様の他にも非真面目組が誕生してくれて、あたしとしては嬉うれしいわ。

　不真面目とは言わない。

　レフレンシアも、巫ふ山ざ戯けているようで、根っ子の部分では白兎騎士団しろうさぎのことを真剣に考えているし、団員のことを大事にもしている。

　ガブリエラだって、そうだ。決して巫山戯てはいない。

　けれど、真面目とは言い難がたい。

　だから「非」真面目。

　もっとも、レフレンシア様のほうは意図的で確信的で、団長のほうは天然でっていう違いはあるかもしれないけどね。

　フェーレン自身「非真面目」な質たちだから、真面目組が多いと、どうしても息が詰まってくる。

「真面目組」の最たる例がヴィネダなんだけどさ。真面目っていうか、くそ真面目っていうか。あいつの場合は真面目度合いが行き着くところまで行き着いちゃってて、逆に面白いんだけど。

　だからフェーレンは、周囲から意外に思われていたようだが、ヴィネダとは割と仲がよかったのだ。

　まぁ、今回は前団長への熱くて厚い忠ちゆう誠せい心しんが裏目、逆目に出ちゃってるんだけどね。まったく、シギルノジチのお先さき棒ぼうを担かつぐなんて、あり得ない馬鹿だよね、あいつ。

　できることなら、ヴィネダを止めてやりたい。

　誰にも心の内は明かさないが、フェーレンは密かにそう思っているのだ。




　という思いを隠して、フェーレンは大きく頭を下げた。

「ありがとうございます、団長」

「いえ、お礼を言うのはこちらですよ。少なくとも敵の捕虜を捕らえて交換に持ち込むという策だけでは、レフレンシア様を奪り返すことは、おそらくできないでしょうから。ですけど」

　ガブリエラはそこで言葉を切って、フェーレンの顔を見つめる。

「フェーレン隊長自身が、かなりの危険を冒おかすことになりそうです」

「う～～ん、あたしが言いだしっぺなんだし、なんとかしますよ」

　彼女が言う方法だと、フェーレンの役目が命いのち懸がけのものとなる。それなのに彼女は、いつもの飄々とした態度を崩さない。

　大した度胸だと、ガブリエラは感心してしまう。

　しかも、レフレンシア奪回のための秘策を考え、それに則のつとって行動を起こそうとしているのだ。

　クシューシカやアルゴラとは質が違うが、フェーレンも二人と同様、頼りになる兵つわものであることをガブリエラは確信する。

　同時に、白兎騎士団しろうさぎの危難に際して、ガブリエラはフェーレンの存在をとても心強く感じた。

「まぁ忍び込むくらいなら、本人も言ったようになんとかするでしょう。そこはあまり心配しなくてもいいわ、団長……いえ、今回は忍び込むのではなくて潜せん入にゆうするのか」

　とマクトゥシュが言った。

「信頼が厚いのですね。以前にも何か？」

　とガブリエラが訊くと、マクトゥシュはあっさり応えた。

「フェーレンは昔、ベティスの王宮にも忍び込んだことがあるから」

「ええぇ!?」

　ガブリエラだけでなく、クシューシカやアナも目を剝むいている。

「あ～～、今だと、わたしと副団長しか知らないことだから、貴女たちが驚くのも無理ないけど。ねえ、フェーレン」

「ん～～、そんなことありましたっけ？」

　フェーレンはあくまで惚とぼけているから、あまり言いたくないことなのかもしれない。しかし、ガブリエラは訊かずにはいられなかった。

「あの、どうしてベティスの王宮に？」

　マクトゥシュが何かを思いだすような遠い目でため息を吐ついた。

「白兎騎士団しろうさぎにとって、あまり都合のよくない書類が向こうに紛れ込んでしまってね。そのときは、あちらさんもまだ事の重大性に気づいていなかったからよかったのだけど、そのうち誰か気づく人間が出てくるかもしれない。だから、誰も気づいていないうちにその書類には消しよう滅めつしてもらおうってことになったのよ。そこでフェーレン登場。ベティス王宮の文書保管庫に忍び込んで、別の書類とすり替えてきてもらったのよね」

　ガブリエラ、アナ、クシューシカ、そしてレオノーラの視線がフェーレンに集中した。

「え？　いや～～、どうだろう、あんまり記憶にないっていうか……」

　フェーレンはそっぽを向いたまま、そんなことを言ってしらを切る。

　今度は四人の視線がマクトゥシュに集中する。

　すると彼女は、にんまりと笑って言った。

「どんな書類だったかは聞かないほうがいいわよ？　それを知ると、貴女たちが副団長から粛しゆく正せいされちゃうかもしれないもの」

　四人はブルッと身震いする。

「もちろん、聞きませんよ、ええ」

　とクシューシカが真面目くさった顔で応え。

「白兎騎士団しろうさぎにも、触れてはいけない闇やみの部分があるのねぇ」

　とアナは感心した顔で言い。

「闇の部分の代表格が今の団長じゃないですかね～～？」

　とレオノーラが首を捻り。

「「「そうかもしれない」」」

　とマクトゥシュ、アナ、クシューシカが頷いて。

「そんなわけ、ありますかっっ！」

　堪たまらずガブリエラが突っ込んだ。

　この辺のやり取りは、もう手慣れた（？）ものだ。

　そんな大幹部たちのやり取りに、フェーレンが内心で拍手を送る。

　あはははは、面白いなぁ。うん、最近の白兎騎士団しろうさぎは、昔の白兎騎士団よりも面白くなってきてる。それは間違いない。それって、たぶんレフレンシア様のおかげだよね。レフレンシア様が、この一回生を大だい抜ばつ擢てきして団長位に就けたからだよね。

　そしてフェーレンはこうも思う。

　レフレンシア副団長とガブリエラ団長がいてくれれば、まだまだ面白いことは続くに違いない。もっともっと面白くなるに違いないと。

　だから、ここはなんとかしてレフレンシア様を解放しなきゃあね。
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「では、これで決まりということで」

　と言って、ガブリエラが他の幹部の顔を見渡すと、五人が無言で頷いた。

「フェーレン隊長には、ティーニャとウェルネシアを連れて団を離れ、レフレンシア様奪還のための作戦に入っていただきます」

　それにしても、とガブリエラがフェーレンを見やる。

「よくもこんな奇策を思いついたものですね。わたし以上の黒さではありませんか？　わたしの黒さなど霞かすんでしまいそうです」

　皮肉を言っているようだが、しかしガブリエラは本心から感心していた。

　フェーレンが、ふるふると掌を振った。

「いやいや、そんなことはないですよ。あたしのは、あくまで小手先のその場凌しのぎですからね、個人を助けるだけで精一杯です。団長みたいに大勢の人を救うための黒さとは規き模ぼが違いますって」

「大勢の人を救う黒さって、意味がわからないわね。言いたいことはよくわかるけど」

　とマクトゥシュが肩を竦すくめた。

「わからないでくださいっ！」

　ガブリエラが突っ込むと、マクトゥシュは、ふん、と鼻を鳴らす。

「不確定要素だらけだけど、とにかくやってみるしかないようね。たとえ僅わずかな可能性だとしても、レフレンシア様を奪り戻せるのなら、多少の危険は覚かく悟ごの上。そうよね、フェーレン？」

「ええ、はい、頑張りますよ」

「あちらでの活動、判断は、フェーレン隊長に一任いたします。いちいちこちらに伺うかがいを立てなくてもけっこうです。といいますか、そもそも、そんな時間的な余裕はありませんし」

「承しよう知ちしました、ガブリエラ団長」

「では、フェーレン隊長にはさっそく支度にとりかかっていただくとして。残る問題は、しばらく隊長がいなくなる四番隊の指揮を誰に任せるか、でしょうか」

「副隊長のどちらかを昇しよう格かくさせるのが妥だ当とうだと思いますが。どちらを選ぶかは、隊長であるフェーレン次第……ですね」

　とクシューシカが言うと。

「白兎騎士団しろうさぎが危急存亡のときに、妥当な人事でいいんですかね？」

「な、なに？　どういう意味だ、フェーレン？」

「ほら、ガブリエラ一回生の団長就任だって、この非常時だからという意味合いがあるのでしょう？」

「そう……かもしれないが。ただ、わたしにはレフレンシア様のお考えのすべてがわかっているわけではないので、なんとも言えない部分もある」

「いやでも～～、たしかにフェーレン隊長の言うとおりで～～、今が平時だったらガブリエラ団長の腹黒さが遺い憾かんなく発揮されることもなかったわけで～～」

「そんなことありませんっっ！」

　ガブリエラは必死の形相で突っ込んだのだが、マクトゥシュ、クシューシカ、アナが、うんうん、レオノーラの言うとおりだ、と頷いている。

「皆さん……酷ひど」

「ガブリエラ一回生の団長就任が非常時における非常事態だという主張はわからないでもないが、しかし、それと四番隊の隊長選びとどう関係するのだ？」

　そうクシューシカが訊くと。

「非常事態といいますか、非常識事態といいますか」

「フェーレンも……酷」

　ジト目で自分を見ているガブリエラを愉ゆ快かいそうに見やったフェーレンは、ですから、と言葉に力を込めた。

「四番隊も、非常時における非常識な事態に倣ならったらどうでしょう？」

　ガブリエラが、はっとした顔を向けた。

　クシューシカも目を見開いてフェーレンを凝視する。

「お、おまえ、まさか……」

　マクトゥシュなど、その先は聞きたくないとばかりに耳を塞ふさいでしまった。

「そうですよ。一回生が団長になってるんですから、一回生が番隊長になるくらいは、どうってことないですよね？」

　目を白黒させていたクシューシカは、ようやく声を絞しぼりだした。

「……いや、どうってことはあるだろう」

「でも、団長になることに比べたら可か愛わいいものでしょう？」

「可愛い……のか、それは」

　横からアナが肝かん心じんなことを訊いてきた。

「で、フェーレンとしては誰を推おすつもりなのかしら？」

「セリノスなんか、いいんじゃないですかね」




　たしかにセリノスならやれるとガブリエラも思う。

　彼女は責任感が強く、仲間内の人じん望ぼうもある。

　あの我わが儘ままで協調性のない双子の妹ノエルノードも、姉であるセリノスの言うことは聞いているし、デイレィとウェルネシアはセリノスに従って白兎騎士団しろうさぎに入ったようなものだ。

　我が儘で尊大なことでは人後に落ちないあのドゥイエンヌですら、セリノスには一いち目もく置いていた。

　二回生や三回生にも人気があるし、ガブリエラの同期生の中では常識的なセリノスは、マクトゥシュを始めとする幹部たちにも受けがいい。

　剣の腕もなかなかのものがある上、乗馬の腕は団員すべてを見渡しても一、二を争う水準にある。

　ガブリエラは、またも感心した。大いに感心し、同時に驚いた。

　その構こう想そうは、ガブリエラが密かに考えていたものと合がつ致ちする部分があるのだ。

　アイヴィウス退団の際に行う編制替えを利用して、団全体の人員の配置も替えたいと、ガブリエラは密かに考えていた。

　その際には、同期の仲間を抜擢したいとも思っていた。

　何故なら同期生はみな一いつ騎き当とう千せんの兵つわもので、ガブリエラとは深く強い信頼関係で結ばれているからだ。この危機的状況を乗り切る際には、彼女たちほど頼もしく気安い存在はいない。みな、命懸けでガブリエラを支えてくれるはず。

　もちろん、幹部の方々は頼りになりますけど、気安く相談できないというか頼み事ができないというか。でも、同期のみんなでしたらなんでも頼めますし、みんなも頼み事をきいてくれますし。

　まさか、そんなガブリエラの思おも惑わくを見抜いていたわけでもないだろうに、フェーレンが先回りするようにセリノスの番隊長就任を提案してきたから驚いたのだ。

　わたしに団長が務まるのでしたら、セリノスだって充分に番隊長が務まりますしね。というか、フェーレンさん、いいところを見ています。もしかして……。

　フェーレンは、自分たちが入団したときから、ずっと一回生のことを見ていたのかもしれないという可能性にガブリエラは思い至った。

　それが事実だとすれば、レフレンシア様に匹敵する……とまでは言いませんが、大した先見性ではありませんか。しかも、見ていることを一回生の誰にも気づかれていないというのが凄いです。わたしはともかく、ジアンなど、他人の視線には恐ろしく敏びん感かんなはずなのに。

　ガブリエラは、再び、三み度たび、感心した。




「どうですかね、ガブリエラ団長？」

　そのフェーレンがいきなり話を振ってきたので、ガブリエラは、はっと我に返った。

「え、ええ、そうですね、セリノス、いいんじゃないでしょうか」

　ガブリエラは先ほど思ったこと、つまり、セリノスが一回生の中では珍しい常識人で――こんなことを言うと、自分が非常識人であると認めるようで嫌だったが、セリノスのよさを強調したいので敢あえて言った――先輩や幹部に受けがよくて、仲間内での人望も厚く、剣の腕も立ち、乗馬の腕はピカイチだということを淡々と説明した。

　セリノスを推したい気持ちは大いにあるが、団長であるガブリエラが同期生を熱心に推しては不公平感が出てしまう。

　いくら一回生とはいえ、ガブリエラにだって、そのくらいの気配りはできる。

　といいますか、団長になった以上、これからは気配りに次ぐ気配りの連続ですよね。先が思いやられます。

　そんな思いを押し隠し、ガブリエラは、

「わたしはフェーレン隊長の案に賛同したいと思います」

　と締めくくった。

　あくまでフェーレンの案で、自分はその案に乗っかるだけである、ということを強調しておくのは大事なことだ。

「う～～ん、しかし」

　腕組みしたクシューシカは、眉をへの字にして考え込んでしまう。

　マクトゥシュはそっぽを向いたままだし、アナも首を捻っている。

　しかし、レオノーラだけは、

「面白そうですね～～。わたしも賛成しますよ～～。セリノスならできそうだし～～」

　と言って賛意を表してくれた。

「そうねぇ。まぁ非常時ではあるし。思い切った人事も必要なのかもしれないわね」

　続いてアナが折れた。

「どうです、クシューシカ様？」

「いや……しかし……いくらなんでも……」

　戦においては快かい刀とう乱らん麻まを断つ如ごときという見事な指揮官ぶりを発揮するクシューシカも、今に限ってはどうにも優柔不断だ。

「マクトゥシュ様はどうです？」

「わたしが賛成すると思ってるの？　そんなこと、わたしに訊かないでくれるかしら。多数決にすればいいじゃない」

　つまりマクトゥシュとしては、自分は賛成しないが多数決で決まれば異は唱となえないと、そう言っているのだろう。

「じゃあ、残るはクシューシカ様ですね」

　うぐぐぐ、と唸っていたクシューシカだが、ついに決心したらしい。

「で……では、セリノスを四番隊隊長見習いに」

「また見習いですか!?」

　フェーレンが面白そうな目を、ちらっとガブリエラに向けてきた。













　クシューシカが、そうか、と顔を上げた。

「そういえばガブリエラ団長の『見習い』の称しよう号ごうも、正式には、まだ取れていなかったのだったな」

「あぁぁ、そ、そうデスね」

　ガブリエラが引き攣つった笑みを浮かべて頷いた。

「そのうち白兎騎士団しろうさぎの幹部は見習いばかりになるのではないかしら」

　そう言うマクトゥシュは、なんだかやけくそな感じだ。

　ガブリエラたちの無茶、無謀を止めようとしても、もはや無駄な努力だと観念したのかもしれない。

「えっと、ではですね、セリノスを四番隊の隊長見習いに抜擢……ということでよいでしょうか？」

　ガブリエラが居並ぶ幹部連を見渡すと。

「見習いなのに、『抜擢』でいいのかな～～？」

　とレオノーラが首を捻り。

「もう、どうにでもすればいいのよ」

　と自や棄けになったマクトゥシュが呟き。

「まぁまぁ、マクトゥシュ様、今は非常時ですから」

　とアナが慰なぐさめ。

「やぁ、これで安心して四番隊を離れられるな」

　とフェーレンが笑った。

　とはいえ、彼女の本音は「安心して」ではなく、「なんだか面白くなってきたなぁとわくわくしながら」であったが。

「では、セリノスにはわたしのほうから内々に話を通しておくことにします。いずれにせよ、対シギルノジチ戦を考えれば部隊は再編成する必要が出てきそうですし」




　セリノスの番隊長就任は、またも団員を驚かすだろう。中には反発する者もいるかもしれない。

　けれど、セリノスの抜擢は団にとって悪いことではないとガブリエラは思う。

　一回生を番隊長に就けたからといって、幹部全員が自じ暴ぼう自じ棄きになったとは誰も思わないはずだ。

　逆に一回生を番隊長に据えても大丈夫だと幹部が考えていると受け取ってもらえれば、むしろ心配するより安心する者のほうが多いはず。

　というのがガブリエラの読みだった。

　ガブリエラにとって、フェーレンの提案は渡りに船というところだった。

　フェーレンの思惑はわからないが。

　そしてガブリエラの構想をどこまで察知しているのかもわからないが。

　フェーレンが自分の味方であることは、それも心強い味方であることはわかった。

　ガブリエラは内心でフェーレンに手を合わせておく。




　ガブリエラが会議の席を見渡した。

　すでにマクトゥシュは議事進行役としての機能を停止しているようだ。

　仕方がないので、ガブリエラが訊いてみる。

「他に何かありますか？」

　すると、レオノーラがゆらゆらと体を揺らしながら右手を挙げた。

「はぁい、団長、あります～～」

　その場にいる全員の目がレオノーラに向いた。
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「では、レオノーラ隊長、どうぞ」

　とガブリエラが促すと、レオノーラはゆらっと立ちあがった。

「えっとですね～、グレン・ダ共同都市に入ったシギルノジチの友ゆう好こう使し節せつ団だんという名の先せん遣けん隊たいが着々と増強されているんですけど、そちらへの対応は？　それとも今のところ放置でいいですか～～？」

　たちまちガブリエラ、マクトゥシュ、クシューシカ、アナの顔が引き締まる。

　表情を変えてないのはフェーレンだけだ。

「現状、どの程度の増強ですか？」

　とガブリエラが訊いた。

「六百から七百くらいに増えてるみたいです～～。でもって、今も増えつつあるみたいです～～」

　とレオノーラが応えると、クシューシカが吐き捨てるように言う。

「六百って、それはもうどう見たって友好使節団じゃないだろ」

　ですね、とガブリエラが頷いた。

「シギルノジチの大隊規模以上ですか。もう外聞や体てい裁さいを気にしている段階ではないとシギルノジチの上層部が考えた……ということでしょうか」

「かもしれないわね。で、噂うわさのほうは確認できたの？」

　というマクトゥシュの問いに、レオノーラが小首を傾げてみせる。

「はい～～？　噂ってなんですか～～？」

「だから。先遣隊にヴィネダがいるっていう噂よ」

「あ～～、まだ裏は取れていません～～。すいません、人手不足でして～～」

　レオノーラがへこへこと頭を下げると、マクトゥシュは、

「使えないわね！」

　と言って彼女を睨みつけると、すかさずガブリエラが取りなした。

「まぁまぁ、マクトゥシュさ……マクトゥシュ、人手不足なのはそのとおりですし」

「わかってるわよ。わかってるけど、そこをなんとかするのが隊長の役目ってものではないの!?」

「すみません～～」

「まぁ、いいわ。で、団長、我々の対応は？　グレン・ダに入れる調査員を増やす？」

「レオノーラ隊長、いま新たな人手を割さけますか？」

　レオノーラは腕組みをして首を捻りながら低く唸った。

「う～～ん、どうかなぁ。あちらを増やすには、どこかを減らさないとならないですしね～～。いまどこを減らすかというと……銀山周辺の警備担当から引き抜くか、七都市同盟方面の調査員を呼び戻すか、くらいですかね～～。大平原方面に出張ってる団員を呼び戻すには時間がかかりすぎますしね～～」

「ですね。あちらはあちらで、ルーアル・ソシエダイや北ほつ方ぽう蛮ばん族ぞくの動向を探っておかないとなりませんし、何よりベティス駐ちゆう留りゆう軍ぐんの動きも」

　ぎくり、とマクトゥシュやクシューシカが表情を強ばらせる。

「ベティスって……どういうこと、団長？」

「いえほら、西方の戦局に絡からんで、もしかすると駐留軍の主力まで本国へ呼び戻すかもしれないではないですか。いきなり梯はし子ごを外されては、大平原に残ったアルゴラ隊長やヨーコ隊長が立ち往おう生じようしてしまいます。まぁ、可能性としてはほとんど無視してもいいとは思うのですけど」

　そう言うガブリエラは、微笑みを浮かべている。

　マクトゥシュやクシューシカ、アナは、とんでもないことを考えるものだと呆れると同時に、団長は無視してもいいような可能性まで考えているのかと少し安心もする。

　レフレンシアがいない今、そしていつ戻ってくるかわからない今、白兎騎士団しろうさぎでこの手の裏読みができるのはガブリエラくらいしかいないという事実を、三人は改めて思い知らされた。

　マクトゥシュなど、少しガブリエラが頼もしいと感じてしまって、慌てて自分を叱りつけるのだった。




　フェーレンも感心している。

　なるほど、団長が黒い黒いって揶や揄ゆされるのも理由がないわけじゃない。っていうか、むしろ当然か。見かけとは裏腹に度胸がいいというか、敵を欺くにはまず味方からっていう格言を平気で実行できる質たちの人間だものな、団長は。




　微笑んだまま、ガブリエラはレオノーラに向き直る。

「では、レオノーラ隊長が大丈夫だと思う範囲で人員を割いて、グレン・ダでシギルノジチ軍の動向を探る調査員を厚くしてもらえますか」

「了解ですよ、団長～～」

　レオノーラが、ふにゃふにゃとした笑顔で右手を挙げた。

「他に何かありますか？」

　今度は誰からも何も出なかった。

「では、フェーレン隊長、さっそく準備に取りかかってください」

「はい、わかりました」

　ガブリエラは背後を振り返って、控えていた自分の秘書官に声をかけた。

「レオチェルリ」

「はい、ガブリエラ様」

「直ぐにウェルとティーニャさん……ティーニャを呼んでください」

「了解しました」
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　さて、フェーレンさんの策が効果を発はつ揮きしてくれればいいのですが。そうすればレフレンシア様が戻ってこられる可能性が上がりますもの。でも、その結果如何いかんに拘らず、わたしは次の一手を考えておかなくては。いいえ、一手だけではなく、二手先、三手先までの着手を考えておかなくては。

　それができなければ、自分が団長になった意味がないとガブリエラは思うのだ。

　ただ、レフレンシアがいない今、相談に乗ってくれそうな者はいない。

　それでなくても重圧のかかる局面なのに、独りであることがさらに重くのしかかる。

　でも、やらなくてはならないのですから。

　レフレンシアが自分を選んでくれたという事実だけが、今のガブリエラの心の支えとなっている。




　出席者全員が退室して空になった講義室に一人残っていたガブリエラは、自分に鞭むちを入れる気分で立ちあがった。

　わたしはわたしにできることを精一杯やっていくだけです。どうかわたしに、白兎騎士団しろうさぎに、守しゆ護ご天てんアルアラネ様のご加か護ごがありますように。
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　グレン・ダ共きよう同どう都と市しはシギルノジチ経きよう国こくとクセルクス盆ぼん地ちの中間からやや盆地寄りにある都市国家共同体で、クセルクス盆地侵しん攻こうを狙うシギルノジチにとって、どうしても自陣営に引き込んでおきたい都市連合だった。

　最初は硬こう軟なん織おり交まぜての交渉で自陣に引っ張り込もうとしたシギルノジチだったが、なかなかグレン・ダ共同都市が靡なびこうとしないので、とうとうシギルノジチは「最後の手段」を使った。

　暗あん殺さつ組織「黒猫アトラダ・フエレス」を使ってグレン・ダの要人を何人か暗殺したのである。

　黒猫の仕し業わざという証拠こそなかったものの、状況から見て黒猫の仕業である可能性が極めて高い。そう判断したグレン・ダの首しゆ脳のうは震えあがった。

　結局、シギルノジチの申し出は受け容いれられ、双方は友好都市として条約を締てい結けつするに至ったのである。

　その後のシギルノジチの動きは素早かった。

　まず「使し節せつ団だん」という名の部隊を送り込んで後続の主力部隊を迎え入れる準備を始め、同時に兵ひよう糧ろうの運び入れも開始した。
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　グレン・ダ共同都市への兵糧運び込みを指揮しているのは、先せん遣けん隊たいの主力を任された元白はく兎との騎士、ヴィネダ・ヴィラ・ヴィスコーニュだった。

「まったく、先遣隊と言えば聞こえはいいが、これでは輜し重ちよう隊も同然だな」

　ヴィネダが吐き捨てるようにそう言うのを傍かたわらの副官が聞きつけた。

「不満のようですね」

「まぁ……不満だな」




　ヴィネダは黒くろ銀がね製の漆しつ黒こくの鎧を着けている。

　黒銀は硬さでは白銀にも劣おとらないが、白銀よりも重い金属で、白銀の鎧と同じ強度を保たもとうとすれば、かなりの重量になる。従って黒銀製の鎧は女子向けではない――男子でも小こ柄がらな者には厳しいだろう――のだが、大柄で筋力に自信のあるヴィネダは平然と着用している。

　地じ肌はだが浅黒く背の高い彼女がその鎧を着けていると、遠目には黒々とした闇やみが蟠わだかまっているかのようだ。




「お気持ちはわかりますが、あまりはっきりと口に出さないほうがよいかと。誰が聞いているかわかりませんからね。隊長は、我がシギルノジチ軍では微妙で難しいところに立っているわけですから」

「言われなくてもわかっているよ。というか、すでにおまえに聞かれているがな」

「わたしは誰かに言うつもりはございませんので、ご安心を」

　ふん、とヴィネダは鼻はなを鳴らす。

「べつにご注ちゆう進しんに及んでもかまわんさ。貴き様さまらと共にいれば白兎騎士団しろうさぎと戦えると思うから、こうしてシギルノジチ軍で働いているだけだ。馘くびにするというならすればいい。わたしはどこか別のところを探すだけだ」

「白兎騎士団しろうさぎと戦うために……ですか？」

「そうだ」

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ、それほど憎いのですか？」

「鋼鉄の白兎騎士団が憎い……わけではない。まぁ、たしかに一人だけ憎たらしい奴がいるがな。それよりもこれは、わたしにとってのケジメなのだ」

「はぁ……」

「このケジメをつけない限り、わたしはどこにも行けない。そんな気がしてるだけだ。いや……こんな話をおまえにしても仕方がないな。忘れてくれ」

　副官は無言で頷うなずいただけだった。

　ヴィネダは遠い目になって宙ちゆうを見上げる。

　ケジメか。わたしはいったい何をどう決着させようとしているのか。レフレンシアに対する恨みを晴らせればそれでいいのか。それとも今の白兎騎士団しろうさぎが、マリエミュール様のいない今の白兎騎士団が許せないのか。

　ヴィネダがマリエミュール団長らと共に起たち、そしてその決けつ起きが失敗してからすでに半年以上が経たっている。

　彼女の心の内に燃えあがっていた白兎騎士団に対する復ふく讐しゆう心しんは、すでに下火となっていた。

　哀かなしいことに、どんな激しい感情でも時が経てば薄らいでいくものだということを、ヴィネダは実感した。

　最近では、ただの惰だ性せいでシギルノジチ軍のために働いているのではないかと、そんな気になるときさえある。

　それでも、レフレンシアに対する憎ぞう悪おだけは消えなかった。

　シギルノジチと白兎騎士団、どちらが戦いに勝つか負けるか、そんなことはどうでもいい。わたし自身がレフレンシアに勝つか負けるか……もしかすると、それもどうでもいいのかもしれない。わたしはただ目標が、目的がほしかっただけなのかもな。

　自分では意識していないのだろうが、敬けい愛あいするマリエミュールを失ったとき、ヴィネダには自分を支える何かがどうしても必要だったのだ。なんでもいいから生きる目的がほしかったのだ。

　それがないと、自分が生きる屍しかばねとなり果ててしまいそうだったから。

　だからレフレンシアへの復讐心を滾たぎらせ、恨みを晴らそうと突っ走ってきた。

　ところが、ふと省かえりみれば。

　本当に自分が生きていると胸を張れるのか、ヴィネダはどうにも心こころ許もとなかった。

　とはいえ、今さらやりかけた仕事を投げだす気にもなれんしな。シギルノジチの手先としてせいぜい働くさ。まずは、この忌いま々いましい兵糧の運び込みをさっさと終わらせないとな。
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　ヴィネダはシギルノジチの第三軍で第三大隊長を任されていた。

　シギルノジチの兵へい制せいでは、大隊は五百名が基本である。

　白兎騎士団しろうさぎで率いていた番隊は百名が基本だったから、兵数という面ではかなり負ふ担たんが大きくなっている。

　しかも、外と様ざまであるヴィネダの部隊はいちばん面めん倒どうな役目を負わされることが多く、その意味では自分の下したについたシギルノジチ兵のことを少し可か哀わい想そうだなと思っている。

　兵から不満の声が上がってもおかしくはないのだが、大隊の副隊長がなかなかできた男で、上う手まいこと兵の不平不満を抑えてくれている。

　外様であるヴィネダが相手でも疎うとましがったり嫌ったりしないので、ヴィネダとしても彼の存在には随ずい分ぶんと助けられている。

　まぁ、いずれにせよ、なんにせよ、もう少しの辛しん抱ぼうだ。




　シギルノジチ軍は、グレン・ダ共同都市に駐ちゆう留りゆうする兵を着々と増強している。

　ヴィネダの大隊に続いて、第三軍の別の大隊の先さき駆がけ隊たいがグレン・ダに入り、本隊の到着を待っている。

　そちらの本隊が到着すれば、両隊合わせて一千。

　それとは別に輜重部隊五百もグレン・ダ入りする予定である。もちろん、大量の兵糧を抱えて、だ。

　このあと、千どころか、二千、三千ものシギルノジチ兵がグレン・ダの各都市に分散して駐留することになるから、大量の兵糧が必要となる。

　ヴィネダの大隊が運んできたのは、二大隊を支える程度の量でしかない。

　さすがのシギルノジチも、グレン・ダから強制的に徴ちよう収しゆうするわけにはいかなかった。そんな強圧的な態度に出れば、せっかく自陣営に引き入れたグレン・ダ共同都市が離り反はんしかねない。

　離反されたら、力尽くで攻め陥おとさなくてはならない。

　シギルノジチ軍としてみれば、クセルクス盆地に攻め入る前に、兵員と兵糧の余計な損そん耗もうは可能な限り避けたいところだった。

　離反しないまでも、非協力的な態度を取られると、それはそれで厄やつ介かいだ。

　グレン・ダ側にサボられると、余計な手間と時間がかかってしまう。

　なのでシギルノジチとしては、グレン・ダの反感を買わない程度に穏おん便びんに、しかし、クセルクス盆地への侵攻が遅れないように強力に、事を運ばなくてはならないのだ。

　それだからこそ、大量の兵糧の運び込みは重要な課題だった。

　グレン・ダを引き入れたおかげで、こちらがルーアル・ソシエダイに後れを取る虞おそれはなくなったわけだが。

　ヴィネダはこのあとの展開を考える。

　シギルノジチ経国は、グレン・ダに五千近い大部隊を入れるつもりだった。

　そのうちの三千ほどがクセルクス盆地への侵攻部隊となるはずだ。

　白兎騎士団しろうさぎには、その兵数に太刀打ちできるだけの戦力がない。侵攻を阻止できるような兵員がいない。

　加えて、ルーアル・ソシエダイ軍が北方から盆地を目指して進撃してくれば、白兎騎士団しろうさぎは二方面作戦を強しいられることになる。

　というか、たかだか五、六百の兵力では二方面作戦など元より不可能。では、片方にだけ兵力を集中させるか？　させたからといって押し返せるだけの兵力が白兎騎士団にはない。大平原でルーアル・ソシエダイに押され、なおかつ西方の情じよう勢せいが怪あやしいベティスには、援軍に大部隊を送って寄よ越こす余裕などないだろう。どうするつもりだ、レフレンシア。

　シギルノジチ軍の盆地侵攻を阻止できない以上、嫌でもヴィネダの隊は白兎騎士団とぶつかることになる。

　そうなれば、ヴィネダとレフレンシアの決着もつくだろう。

　つくはずだった。

　それなのに。

　あの馬鹿、ルーアル・ソシエダイに捕つかまっただと！　この肝かん心じんなときにどこまで人をおちょくってるんだ、あいつは。

　意気込んでグレン・ダまで出張ってきた自分から身を躱かわすかのように白兎騎士団からいなくなってしまったレフレンシア。

　力りきみ返った自分の狙いを空振りに終わらせるため、わざとルーアル・ソシエダイ軍に捕まったのではないかと、そこまで疑いたくなる。

　レフレンシアがいないのでは、それこそわたしが白兎騎士団しろうさぎと戦う理由がなくなってしまう。あいつがいるからこそ、あいつを倒したいからこそ、わたしはシギルノジチの先兵として働いているというのに！
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　グレン・ダ共同都市まで出張ってきた、かつての同どう僚りようフェーレン・カッシーノから、レフレンシアがルーアル・ソシエダイ軍に捕らえられたという衝しよう撃げき的てきな情報を聞かされたヴィネダは、彼女と別れたあと、直ただちに真しん偽ぎを確かめた。

　フェーレンの言ったことは噓うそではなかった。

　レフレンシアは、大平原の一角にある小城砦の奪とり合いの最中に、なぜかどうしてかルーアル・ソシエダイ軍の捕ほ虜りよとなり、その後、王都ルーアンまで送られたことが確認できた。

　グル・マイヨール要よう塞さい本ほん城じようにもクセルクス盆地にもレフレンシアがいない。

　ルーアル・ソシエダイ側が、せっかく手にした貴き重ちような捕虜をそう簡単に手放すわけがないから、つまりは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎからレフレンシアがいなくなってしまったということだ。

　そんな状況で自分がシギルノジチ部隊を率いてクセルクス盆地に攻め込む意味があるのかと、ヴィネダは思ってしまう。

　彼女が願うのはただ一つ、レフレンシアとの決着をつけることだけ。

　この事態を目の前にして、そんなヴィネダの思し考こうが行き着く先は。

　レフレンシアが白兎騎士団しろうさぎにいないのでは話にならん。いないのなら、ふん、戻ってきてもらうしかないな。

　そのためにどうするか。自分はどう動くべきかをヴィネダは考える。

　シギルノジチを刺激して裏からルーアル・ソシエダイ側へ圧力をかけさせるか。幸さいわいというかなんというか、侵攻軍司令官であるビスタマウィ将軍はすでに本国を進しん発ぱつしてこちらに向かっているはず。とりあえず彼を嗾けしかけてみるのがいいだろうな。

　シギルノジチ経国とルーアル・ソシエダイ王国連合と、ベティス大公国と鋼鉄の白兎騎士団連合の戦争の行方など、ヴィネダにはもはや興味がなかった。

　自分がしようとしていることがベティス・白はく兎と連合を利することになるかもしれないのは重々承知の上で、それでも彼女はレフレンシア解放のために動こうと思った。




　レフレンシアのいない鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎと戦っても意味はない。レフレンシアと決着をつけなくては、自分がここにいる意い義ぎがないと、ヴィネダがそう考えるであろうことを予測して、フェーレンはわざわざ情報を流しに来たのだ。

　レフレンシアがいないことを不満に思ったヴィネダが、その不満を解消しようとして動くことまでフェーレンは計算済みだった。

　もっとも、机き上じようの計算はあくまで机上の計算。フェーレンの計算どおりにヴィネダが動かない可能性だってあった。

　しかし。




　フェーレンが計算したまさにそのことを実行しようと、ヴィネダはことさらぶっきらぼうに副官に言った。

「今夜、出かける。もしかすると、一日、二日、留守になるかもしれん。そのあいだはよろしく頼む」

　副官はあまり驚きを顔に出さない質たちの人間だったが、唐とう突とつにヴィネダにそう言われ、さすがに驚きの色を浮かべた。

「出かけるとは、どちらへです？　持ち場を離れてしまっていいのですか？」

　持ち場とは、ここ、グレン・ダ共同都市のことだ。

　ヴィネダの部隊は、ここで後続部隊を迎え入れる準備を急ぎ進めなくてはならない。そんなときに大隊長が持ち場を離れるというのは穏おだやかではない。

「よほどの緊急案件でないと、あとで上から問題にされますよ？」

「よほどの緊急案件なんだよ」

「え？」

「時間が惜おしいからな。ビスタマウィ将軍が来るのを待ってはいられない。こちらから会いに行くことにする」

　そんな緊急の案件がどこかに持ちあがっていただろうかと、副官は不安になる。

「何か……ありましたか？」

「いや、おまえは知らないほうがいい」

「あ、はぁ」

　副官が不満そうな顔になったのを見て、ヴィネダが、そうではない、と手を振った。

「もしものときに責められるのはわたしだけでいいと、これはそういう話だ」

「……わかりました。では、敢あえてお尋ねしないことにします」

「ああ、そうしてくれ。留守中のことは頼んだぞ」

「お任せください」

　その夜、ヴィネダは僅わずかな供回りを連れただけで、馬を駆ってグレン・ダ共同都市を離れたのだった。
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　ビスタマウィ将軍が直じき率そつする五百の部隊は、シギルノジチに属する都市国家の郊こう外がいに陣を敷しいていた。

　兵は野営中だが、ビスタマウィ将軍と彼の幕ばく僚りようたちは、城じよう郭かく都市内に用意された宿しゆく舎しやで休んでいるところだった。

　宛あてがわれた宿舎の一室で、今後の行軍の進め方やクセルクス盆地攻略法などを将軍が数名の幕僚と話し込んでいると、伝でん令れい兵へいが駆け込んできた。

「将軍、先遣隊のヴィネダ大隊長が訪ねてきました」

　将軍の前に跪いた伝令兵がそう伝えると。

「ヴィネダが？　奴は何しに来たんだ？」

「それが、危き急きゆうの案件が持ちあがったので、ご報告とご相談に参上した……のだそうであります」

「危急の案件？　内容は？」

「いえ、大隊長曰いわく、『内容が内容なので、将軍に直接お目にかかってお話ししたい』ということでありまして」

　居並ぶ幕僚たちが互いの顔を見やった。

「大隊長自ら馬を走らせて来るとは、グレン・ダで何か問題が起きましたかな」

　と副官が言うと。

「とにかく、報告を聞くしかあるまい。ヴィネダをここへ呼べ」

「はは。しばしお待ちください」
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　部屋に置かれた長ちよう卓たくを挟んで、ビスタマウィ将軍とヴィネダが向き合っている。

　将軍は鎧を脱いでくつろいだ恰かつ好こうになっていたが、将軍の左右に居並ぶ幕僚たちは、まだ鎧姿のままだ。

　彼らの背後と、そしてヴィネダの背後に控える警けい護ごの兵は、むろん完全武装である。

　ヴィネダは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの出身者であるから、シギルノジチ軍内で万ばん全ぜんの信頼を得ているわけではない。

　さすがに鋼鉄の白兎騎士団が送り込んだ間かん諜ちようと考える者などいないが――何しろヴィネダを引っ張ってきたのが「黒猫アトラダ・フエレス」を率いるエスカ・ルディア・ランゴバルドなのだから――そうはいっても、完全な味方とも言い難がたい。彼女を警戒するのは当然のことだった。

　もっとも、剛ごう勇ゆうで鳴るビスタマウィ将軍はヴィネダの向こう背はいなど大して気にしていないようで、それほどの緊張も見せずに彼女と向き合っていた。

「大隊長自らが参上とは、何があったのだ、ヴィネダ？」

　低いながらもよく通る声で将軍がそう訊くと。

　将軍の正面に立ったままのヴィネダは、丁てい寧ねいに一礼してから口を開いた。













「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスがルーアル・ソシエダイ軍に捕らえられた……という情報は得ていますか？」

「なんだと!?」

　目を見開いた将軍は、隣に座る幕僚たちに目を向ける。

「何か聞いているか？」

「い、いえ、何も」

　幕僚の誰もが初耳だったらしく、あからさまに驚きの色を浮かべるか、疑い深そうな目をヴィネダに向けるかのいずれかだった。

「経きよう王おう宮ぐうからこちらになんの連絡もないというのはどういうことだ？」

　と首を捻ひねるビスタマウィにヴィネダが言った。

「まだ情報を得たばかりで、上層部は真偽のほどを確かめているところなのでしょう」

「む……そうだな。たしかに偽ガ物セかどうかもわからない情報を鵜う呑のみにしては不ま味ずい」

「おそらく数日のうちには本国から将軍宛になんらかの情報がもたらされるでしょう」

　ビスタマウィは改めてヴィネダの顔を見やる。

「遅かれ早かれ儂わしのところにもたらされる情報を、わざわざおまえが知らせに来たのに何か理由があるのか？」

　というビスタマウィの問いには直接答えず、ヴィネダはわざと話題を逸そらせる。

「ルーアル・ソシエダイ側は、白兎騎士団しろうさぎの副団長を捕らえたことを大平原周辺で喧けん伝でんしているようです。まぁ、当然ですね。これは連中にしたら大戦果ですから。ですが、捕らえた副団長が、ルーアル・ソシエダイの用意した替え玉、偽にせ者ものという可能性も残ります」

　ビスタマウィはヴィネダに向けている目を細めた。彼女が何を言おうとしているのか、その真意を探っているのだろう。

「……しかし、本物が生存していて、あとからそんな小細工がバレたら、却かえって不味いことになるのではないか？」

「城じよう砦さいの攻防戦で副団長が討ち死にしたのであれば？」

「白はく兎と側にしてみれば、副団長の討ち死にを声こわ高だかに言い立てられないのは確かだろう。だが、もしそうなら、ルーアル・ソシエダイは『白兎騎士団しろうさぎの副団長を討ち取った』と言えばいい話ではないか」

　ヴィネダはそこで少し声を落としてみせる。

「本人が生きて捕らえられたことにしておくほうが、ルーアル・ソシエダイからすると都合がいい……ということもあるかと」

「どういうことだ？」

「たとえば、そうですね、実質的な指導者がいなくなって追い詰められた白兎騎士団しろうさぎが、ルーアル・ソシエダイに単たん独どく講こう和わを強しいられ、これを受けてしまった場合、ルーアル・ソシエダイは、捕らえた副団長は捕虜としてではなく客人として迎え、彼女と講話を進めたのだと言い張れます」

「むう……」

「レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスは有名人ですから。それなら世間も納得するし、ベティスも白兎騎士団を裏切り者呼ばわりはできないでしょう」

「姑こ息そくなルーアル・ソシエダイの考えそうなことではあるな」

　ははは、食いついてきたな。

　内心でほくそ笑むヴィネダだが、素知らぬ顔で、むしろ深しん刻こくそうな顔で言葉を継ついだ。

「問題は、捕らえられたのが本人である可能性が高いことです」

「なに!?」

　腕組みして考え込んでいたビスタマウィが、顔を上げ、目を見開いた。

「どうしてそう言える？」

「ご承知のとおり、わたしは鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの出ですから、今でもある程度の情報は入るのです」

　これは噓っぱちだ。

　最近の白兎騎士団しろうさぎの内情にヴィネダはそれほど詳しくはない。というより、大して興味がなかったというべきか。

「なので、情報を得たあと、直ぐに裏を取らせました。部下を大平原に遣やって、目撃者から捕虜の容よう貌ぼうを聞き取らせたのです。その結果、十中八九、本人に間違いないと思われます」

　これも噓っぱちだ。

　裏を取るほどの時間的な余裕がヴィネダにあったわけではない。

　当の白兎騎士団しろうさぎの現幹部――フェーレンだ――が「副団長が捕まった」と言っているのだから間違いないという根こん拠きよで話をしている。

「そうか。貴様は白兎騎士団の副団長をよく見知っているのだったな」

「ええ」

　と応えて、ヴィネダは薄い笑みを浮かべた。

　それが自じ嘲ちようの笑みなのか、捕らえられたかつての仇かたきに対する嘲ちよう笑しようの笑みなのか、それ以外の思いが込められているのか、ビスタマウィにはわからなかった。

「そのことを一いつ刻こくも早く将軍にお報しらせしようと思い、参上いたしました。経王宮では、本人かどうかの確認まではできていないと思いますので」

「そうか。しかし、副団長が囚とらわれたなら、白兎騎士団しろうさぎは一気に弱体化するであろう。我らのクセルクス盆地侵攻がやり易やすくなったと言えるな」

「たしかに侵攻するだけであれば。ですが白兎騎士団しろうさぎの副団長という切り札を手にしたルーアル・ソシエダイが、これまで同様、我がほうと共同歩調を取るでしょうか？」

　というヴィネダの指摘は、シギルノジチ経国の将軍であるビスタマウィのツボを刺激するものだった。

　今でこそ同盟を結んでいるが、かつて両国は互いを仮想敵として考えていたほどで、とても良好な関係とは言い難がたい。

「……我らを出し抜こうとする虞は多分にあるな」

「先ほども申しましたように、副団長を利用して、白兎騎士団と単独講和……は無理としても、自分たちだけが一方的に有利になる、そんな裏取引を行う可能性は高いのではありませんか？」

「あり得る。あり得るな」

　ビスタマウィは苦虫を嚙かみ潰したような顔になった。

「目先の利益のためなら同盟など紙切れ一枚のように平然と破り捨てる、そんな腐くさった連中だからな」

　その言葉は、そっくりおまえさんたちに返してやるよ。

　内心でせせら笑いながら、ヴィネダは深刻そうな表情で頷いた。

「そのとおりです。ルーアル・ソシエダイの奴らだけが切り札を握にぎっているのは、どう考えても我々には愉ゆ快かいな状況とは言えません」

「そう……だな。うむ、たしかに憂ゆう慮りよすべき事態だ、これは」

　さて、ここから先はビスタマウィに任せるしかないが……まぁ、この男とて馬鹿ではないのだから、なんらかの対策を取ろうとするはず。そして、その対策は……。

　ビスタマウィは居並ぶ幕僚たちを見渡した。

「何か思うことがあれば述べよ」

「しかし……」

　幕僚たちの目がヴィネダに向く。

　ヴィネダを前にして話をしていいのかと躊ちゆう躇ちよしている。

　たしかにヴィネダは一大隊長に過ぎない。本来なら、このような席に顔を出すことが適かなわない存在である。

「かまわん。ヴィネダは重大な情報を届けに来てくれたのだからな。それに此こ奴やつは個人的に白兎騎士団しろうさぎの副団長を見知っている。なんらかの有ゆう益えきな助言も期待できよう」

「……でありますか」

「では」

　幕僚たちの中から二、三人が、自分の考えるところを述べていった。

　それらはどれも当たり障さわりのない意見であり、どちらかというと現状分ぶん析せきをしたに過ぎなかった。

　つまらん。白兎騎士団であれば、こういう場面こそ様々な意見が噴ふん出しゆつし、丁ちよう々ちよう発はつ止しのやり取りが行われるものだが、こいつらと来たら、みんな将軍の顔色を窺うかがうばかりだ。自分で考えることをせず、上の言うことばかりを聞いているから、こんなつまらん連中しかいなくなってしまうのだ。

　ヴィネダは内心で欠伸あくびを嚙み殺す。

　ビスタマウィも物足りなさを覚えたらしく、一通りの意見を聞いたあと、ヴィネダに目を向けてきた。

「おまえには何かあるか？」

　進んで話したという印象を持たれては不味い。

　ヴィネダはいちおう、

「よろしいのですか？」

　と確認を取っておく。

「かまわん。述べよ」

「では」

　一礼してから、ヴィネダはあまり熱のない様子で話し始めた。

「ルーアル・ソシエダイだけが切り札を握っているのが不味いのですから、その対応策としては二つあると思います」

「二つ。それは？」

　ビスタマウィが先を促うながしてきたから話を続けるのだといった体ていで、ヴィネダは声を落とし気味にして言葉を継いだ。

「一つは、こちらも切り札を握ること」

「だがな、切り札といっても……」

「ええ、将軍、それは簡単に実現できることではありません。むしろ、現状では実現が不可能に近いかと」

「では、もう一つは？」

「ルーアル・ソシエダイの持っている切り札を無効にしてしまう。あるいは」

　そこでいったん言葉を切ったヴィネダは、一呼吸置いてから一気に吐きだした。

「相手の切り札を奪ってしまうことでしょう」

「奪う？　それこそ不可能だろう？」

「ああ、いえ、我々がルーアル・ソシエダイから奪うという意味ではありません。そうですね、こう言い換えたほうがいいかもしれません。相手の切り札を消しよう滅めつさせてしまうのだと」

　ヴィネダが言った「消滅」という言葉の意味をビスタマウィは即座に理解した。

「黒くろ猫ねこを使うと言うのか!?」

　将軍が呟くように言った「黒猫」という言葉に、幕僚の何人かが驚きの色を浮かべる。

　ヴィネダはわざとらしく視線を逸そらせて応えた。

「わたしの立場では、それ以上のことは申せませんが……」

「かまわん。この場での発言は公式のものではない。単なる座ざ談だんだ。話が終われば誰も覚えていないだろう」

「ですか。では」

　ヴィネダは少し上体を乗りだし、声を潜ひそめて将軍に言った。

「相手から手札を奪う手段は複数用意しておくのがよろしいかと」

「複数だと？」

「はい。一つは、将軍が仰ったように、黒くろ猫ねこを使って囚われている副団長を暗こ殺ろしてしまうこと。それでルーアル・ソシエダイだけが有利になるという状況は回避できます」

　それは将軍も考えていたはずの手段だ。

　しかし、もう一つの手段は考えていないはず。

　ヴィネダは相手から問いかけられるのを待った。

「他に何があるというのだ？」

「暗こ殺ろしてしまえればそれで片付きますが、暗殺ころしが成功するかどうかはかなり際どいと思われます」

「たしかにな。いくら黒猫が凄すご腕うで揃ぞろいだとしても、ルーアル・ソシエダイの王宮に忍び込んで暗殺ころしの仕事をこなすのは並大抵のことではない」

「しかも、こちらの正体は何があっても明かせません。もし黒猫が忍んでいったことが割れてしまえば、両国の同盟関係は決けつ裂れつしかねません」

　ビスタマウィは、ふん、と鼻を鳴らす。

「決裂するならするで、儂わしは一向に構わんのだがな」

「ですが、同盟国の捕虜を殺しに行ったとなると、世間が黙だまってはいないでしょう」

「……そうだな。うるさい事態にはなるな」

「という制せい約やくもありますから、暗殺ころしを秘ひ密みつ裏りに成功させるのはかなり難しいでしょう。そこでもう一つの手段を用意しておくのです」

「だから、それは何かと訊いておる」

「副団長を釈しやく放ほうさせてしまうのですよ」

「なん……だと!?」

　剛胆で鳴るビスタマウィ将軍も、ヴィネダの話に目を剝むいて驚きを露あらわにしている。幕僚たちは言わずもがなだった。

「どういうことだ、それは!?」

「ですから。あちらが有利になるのを阻止しようという話ですよ」

「……しかし、釈放などさせれば、こちらも不利に……いや、そうでもないのか？」

　ビスタマウィは胸中で損得計算をしてみる。

　いま、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長が団に復ふつ帰きしたとして、こちらが大きく不利になることがあるか？　と。

　たしかにレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスという女、我が軍にとって脅きよう威いではあるが、いるからといって勝てないというわけではない。これは軍と軍の戦争なのだからな。現状であれば、我が軍のクセルクス盆地侵攻を止めることなど、誰が白兎騎士団しろうさぎの指揮官であろうと不可能だ。では、ルーアル・ソシエダイ側はどうだ？　奴らにとっては、手にした切り札を失うわけだから、損に決まっている。であれば、我らにはむしろ益の側面が大きい？　なるほど、暗こ殺ろすにせよ釈放させるにせよ、ルーアル・ソシエダイが損を蒙こうむって我らにあまり影響がないとなれば、どちらの手も有りだな。

　顔を上げたビスタマウィ将軍は、ヴィネダを正面から覗のぞき込むように彼女の顔に視線を据すえる。

　将軍の言わんとすることを察したのか、彼女は、ええ、と言って頷いた。

「たしかに白兎騎士団しろうさぎの副団長は危険な女です。団員の信しん望ぼうも厚い。ですが今回の件で、彼女の威い信しんは大きく傷つきました。敵に囚われ、そして釈放されて戻ってきた副団長が、これまでどおりの指導力を発揮できるかどうか。これまでどおりの信頼をベティスから得られるかどうか」

　ヴィネダは敢あえてそこで言葉を切った。

　結論はビスタマウィ将軍に任せる。わたしがそれを言ってしまっては、逆に信しん憑ぴよう性せいが落ちるからな。

　そう考えるからだ。

　将軍は、またも思案に沈む。

　たしかに、これまでどおりというわけにはいかんだろうな。かといって、信用が地に墜おちたというほどでもなかろう。さてさて、なかなか判断が難しいところだ……が。

　やがて将軍が顔を上げた。

「ふむ。いずれにせよ、このまま放っておくことはできんな。が、儂の一存でどうこうできる問題でもない。上と相談してみるか」

　将軍の言う「上」とは、シギルノジチ経国の内政、外交、軍事を実質的に支えている三人の諮し問もん官かん、アイゼン・ハウリステ・エランドル、レムル・レムリ・レムラ、ギュストゥ・ギュスタゥバ・ギュントォルのことである。

　最終的には経きよう王おうシギルノジチ六世の裁さい可かを得る必要があるが、それ以前に、この三人から是ぜと認められなければ、経王のところまで案件が上がっていかない。

　ビスタマウィ将軍は今回のクセルクス盆地侵攻軍の司令官であるだけでなく、三人の諮問官からの信しん任にんもある。将軍が相談に行けば三人も耳を傾かたむけてくれるだろう。とりあえずそれで充分だとヴィネダは思った。

　その結果、どういう結論が出るかは、わたしの与あずかり知らぬことだがな。

　もしかすると、本当に黒くろ猫ねこが送り込まれるかもしれない。そうなると、可能性は低くても、最悪、レフレンシアが暗あん殺さつされてしまう場合もある。

　ま、そのときはそのときだ。わたしの手で殺せないのは残念だが、しょせんレフレンシアもその程度の女だったと思って諦あきらめるしかない。

「ご苦労であった、ヴィネダ」

　ビスタマウィ将軍がそう言った。

　つまり、おまえの役目はもう終わったと言っている。

「それほど大したことではありませんよ」

　ヴィネダは深々と一礼した。

「わたしは持ち場に戻ります。将軍のご到着は予定どおりでよろしいのでしょうか？」

「いや、儂は何人かを連れて一旦本国へ戻り、この件を上じよう奏そうするつもりだ。儂のいないあいだは部隊を留とどめておくので、グレン・ダ入りは一日、二日、遅れるだろうな」

「そうですか。我々にすれば、準備期間が余分に取れるのは悪いことではありませんが。では、わたしはこれにて失礼いたします」

　姿勢を正したヴィネダはもう一度、将軍に対して頭を下げ、幕僚たちの視線を背中に感じつつ、悠ゆう々ゆうとした足取りで部屋から出ていった。
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　ビスタマウィ将軍たちが宿舎に宛あてがわれている建物を出ると、すでにとっぷりと日が暮れていた。

　夜空には星が瞬またたき、冷たい冬の夜風が身に染しみる。

　ヴィネダは宿舎の裏手にある馬房へと歩きながら、今の話の手応えを思った。

　結果がどうなるかはわからんが、とりあえずビスタマウィは動く気になったようだ。

　それからヴィネダは、くくっ、と含ふくみ笑いを漏らす。

　将軍がわたしの期待どおりに動いてくれたように、わたしもフェルンの期待どおりに動いているのかもしれんな。まぁ、それもいいだろう。どのみち、わたしにとって必要なのはレフレンシアだけだ。わたしにとって重要なのはレフレンシアと決着をつけることだけだ。それ以外は……どうでもいい。

　ヴィネダはもう一度、夜空を見上げた。

　風が強いせいか、それとも冬の澄んだ空気のせいなのか、降るように輝く満天の星々の瞬きがいつもより激しく思える。

「マリエミュール様」

　ヴィネダは敬愛する元団長の名を小声で口に上のぼしてみる。

　以前ならマリエミュールの面おも影かげはヴィネダの脳裏にはっきりと浮かびあがったのに、今夜はやけにぼやけた曖あい昧まいな像しか結ばなかった。

　不意にヴィネダは、なんとも言えない寂せき寥りよう感に襲われた。
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　大だい平へい原げんに残ったアルゴラ隊とヨーコ隊の半数の任務は、ルーアル・ソシエダイ軍の輜し重ちよう部隊を襲って輜重を破は却きやくし、可能なら部隊指揮官を捕とらえること。

　指揮官を捕らえるのは輜重を破却することに比べれば難なん易い度どが高くなるが、レフレンシア解放のための作戦行動だと考えれば、むしろ主しゆ眼がんはそちらにある。

　アルゴラとヨーコは、難しくて危険な作戦を味方の犠ぎ牲せいを最小限に抑えて遂すい行こうしなくてはならないのだが、その程度で弱よわ音ねを吐はく二人ではない。

　二人は作戦遂行の可能性を少しでも上げるため、別行動は取らず、一つの獲え物ものを合同で狩ることにした。

　何しろ兵数が決定的に足りない。

　輜重部隊の現在地と進行経路を探る者、周辺の索さく敵てきを行う者、敵方の最寄りの都市国家の動向を探る者など、人手はいくらあっても足りないが、二人は合わせて八十人ほどしか率いていないのだから、これを二分割するのでは効率が悪すぎる。

　ということで、合同で作戦遂行に当たることにしたのである。

　輜重部隊の居場所を探るため、アルゴラはジアンとデイレィに十名ずつ――その中に大平原の地理に詳しい者を入れるのを忘れない――を付けて送りだした。

　大事な物もの見みの役目を一回生に任せてしまう辺り、アルゴラも度ど胸きようがある。

　もっとも、この手の仕事の適てき任にん者しやは……と隊員を見渡してみても、ジアンとデイレィ以上に相応ふさわしい者は見当たらないのだから、背に腹は替えられなかったというのがアルゴラの正直な感想かもしれない。

　ジアンとデイレィ率いる物見班を送りだすと、残りは六十名。

　アルゴラはここからさらに十名を、旅人を装わせて街道沿いに配置した。もしもルーアル・ソシエダイ軍の戦闘部隊が接近した場合、いち早く発見するためである。

　これで残り五十名。

　この五十名を、アルゴラは攻撃部隊三十と後方待機部隊の二十に分ける。

　攻撃部隊は、文字通り輜重部隊を奇き襲しゆうするための部隊だ。

　後方待機部隊の役目は、奇襲が失敗したときに攻撃部隊が撤てつ収しゆうする――逃げると言い換えてもいい――のを助けることである。

　攻撃部隊には戻ってきたジアンやデイレィの班も加えるつもりだから、最大で五十名となる。攻撃開始時点でジアン班、デイレィ班のどちらかが戻ってきていなければ四十名だ。

　アルゴラたちが単独で輜重部隊を発見してしまえば、両班が戻る前に奇襲を仕掛けることもある。その場合の攻撃部隊は三十名ということになる。

　少数精せい鋭えいもいいところだが、敵部隊に損そん害がいを与える必要はなく、輜重に損害を与えればいいだけなので、まぁなんとかなるだろうというのがアルゴラの読みだった。そしてこうも思う。

　三十では指揮官の捕ほ縛ばくが難しいかもしれんが、そちらは出たとこ勝負だな。

　その辺りはヨーコも同様の意見だった。

　ただし彼女の場合、アルゴラ隊長が暴走しなければという条件がつくのだが、それをアルゴラに面と向かって言うのは恐いので、自分が監かん視し役として攻撃部隊に加わることにした。
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　当初は順調だった。

　ジアンとデイレィはアルゴラの期待に違たがわず、素早く確実に敵輜重部隊の位置を突き止め、向かう先と進行経路を割りだした。

　アルゴラとヨーコは輜重部隊の先回りをして、夜、宿しゆく営えいしている部隊を奇襲し、輜重を焼いた。

　最初と二回目の襲撃では、見事に指揮官を捕らえるという大だい戦せん果かも上げた。

　しかし。

　それを何度か繰り返しているうちに敵の警けい戒かい水すい準じゆんも上がってきて、容よう易いに奇襲ができなくなった。

　輜重部隊に付く警護の兵も目に見えて増えている。

　このまま無理に襲い続ければ、白兎騎士団しろうさぎ側にも犠牲者が出るのは必ひつ定じようという事態になってきた。
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「さて、どうするかな」

　獲物を目の前にして、アルゴラが考えている。




　小高い丘の周囲には、ルーアル・ソシエダイの輜重部隊四百が宿営していた。

　その周囲と丘の上を警備の兵が固めていて、ざっと見たところ六百はいるだろう。

　無む謀ぼうではあっても、無茶ではあっても、さすがに双方合わせて一千の部隊を、たった四十や五十で襲おうとするほどアルゴラは馬鹿ではない。




「どうするというか、こうなってはどうしようもないと思いますが」

　とヨーコが冷れい淡たんな声で返した。

「そうなんだがな。かといって、あっさりと諦あきらめるのも癪しやくではないか。何か方法はないものかな」













　アルゴラたちがいるのは、街道を挟んで輜重部隊の宿営場所を遠えん望ぼうする、丘と呼ぶのも躊躇ためらわれるような小さな地形の盛りあがりの上だった。

　辺りは闇やみに覆われているが、配下の魔術士が遠とお眼鏡めがねを駆く使しして敵の宿営地を見張っている。

　アルゴラが丘の上にいる団員を見渡した。

　顔を揃そろえているのは、アルゴラにヨーコ、アルゴラ隊の副隊長であるビアンティティセスにアルゴラ隊の隊員二名と、ジアンとデイレィの都合七名だった。

　七名ともが兎うさ耳みみ兜かぶとに白しろ銀がねの軽装鎧という出で立ちだ。

「どうなのだ？　奇策士ガブリエラ団長と共にあったおまえたちなら、何か面白い考えがあるのではないか？」

　アルゴラはそう言って、ジアンとデイレィに目を向ける。

「いえいえ、自分らと団長では奇策の水準が違いすぎますって」

　ふるふるとジアンが掌てのひらを顔の前で振ると、デイレィも賛さん同どうする。

「敵の部隊を混乱させるだけじゃ駄だ目めなんですし、輜重の一部を焼くくらいではあまり効果はないわけですし。これといった有効な手段なんて、わたしたちじゃあ思いつけませんよ」

「だよね～～。これだけたくさんの敵輜重部隊が動いているのに手が出せないってのが、なんか悔くやしいけど」

　とジアンが続けると、

「それだ」

　とヨーコが応じた。

「え？　どれですか、ヨーコ様？」

「ここのところ敵輜重部隊の動きが随ずい分ぶんと活発になっていると思わないか、ジアン？」

「そう言われると……」

「アルゴラ隊長はどう見る？」

「ふむ。大平原と本国方面とを頻ひん繁ぱんに行き来しているのは確かなようだが」

「行き来の回数だけでなく、部隊の数も兵数も以前より増えているような気がする」

　アルゴラが、すぅっと目を細めてヨーコの顔を見る。

「つまりヨーコは、近いうちに敵の本格侵攻作戦がある……と見るのだな？」

　ヨーコは静かに頷いた。

「敵が兵糧や武器防具の集しゆう積せきを急いでいるということは、そう遠くないうちにルーアル・ソシエダイ軍の主力が大平原に投入されるのではないでしょうか」

　ジアンやデイレィ、それにアルゴラ配下の団員がぎくりと表情を強こわばらせる。

「となれば……」

　アルゴラが何かを考え込むように俯うつむいた。

「もしルーアル・ソシエダイ軍が、大平原で本格的に動くのであれば、それに合わせてシギルノジチのほうも動くな？」

「合わせてかどうかはわかりません。両国は同盟していても、相変わらず仲が悪いようですから。ただ、大平原でルーアル・ソシエダイが動けば、当然、ベティスはそちらにかかりきりになります。シギルノジチにしてみれば、クセルクス盆地へ侵攻する絶好の機会にはなるでしょうね」

「ふむぅ」

　アルゴラが低く唸うなった。

「もはやこうなると、我々もここでちんたらと輜重部隊にちょっかいを出している場合ではないのかもしれんな」

　ですね、とヨーコが応える。

「そろそろ我々も本ほん城じようへ戻ったほうがいいかもしれません。大平原に留とどまったままだと、ルーアル・ソシエダイとベティスの本格的な軍事衝突があった場合、援軍として狩りだされてしまうかもしれませんしね」

　願ったり叶ったりだとアルゴラが言いださないか、ジアンやデイレィは内心で恐れたのだが。

　滅めつ多たに表情を変えないアルゴラが、珍めずらしく渋じゆう面めんを作った。

「それは不ま味ずいな。この人数では、せいぜいベティス軍の本陣周りを固める程度の役目しか回ってこないぞ。前線に出られない」

　不味いのはそこかよ！

　ジアンは思いっ切り突っ込んだ。

　が。

　とてもではないが恐くて声に出せないから、あくまで内心で。

「そんなことをさせられるくらいなら、本城へ戻ったほうがいい」

「ですよね～～」

　ジアンが、少し引き攣つったような笑みを浮かべて賛同すると。

「本城にいれば、シギルノジチの奴らと斬り合えるのは確実だからな。その分、楽しみが多い」

　全員が辟へき易えきとした顔になった。

「まぁ、理由はともかく」

　アルゴラの気が変わらないうちにと、ヨーコがまとめに入る。

「敵の部隊指揮官を捕らえるという目標を達成するのも厳しくなりましたしね。我々も大平原から撤収して、クセルクス盆地へ戻りませんか」

「そうだな。ガブリエラ団長には申し訳ないが、これ以上は難しいな」

　とアルゴラが言うと、ヨーコは小さく肩を竦すくめてみせた。

「ま、団長もそれでわたしたちを責めたりはしないでしょう」

「ですが、隊長」

　とビアンティティセスが割り込んできた。

「ベティスに、どういう理由で我々が引き揚げることを納得させるのですか？」

「ん？」

　アルゴラが小首を傾かしげる。

「隊長、何も考えてませんでしたね？」

　ビアンティティセスが遠えん慮りよがちに突っ込むと。

「いや、正直に話をするしかないだろう？」

「正直にって、どういうふうに話を持っていくのです？」

「こちらにいても敵と斬り合う機会がなさそうなので、本城に戻ると」

「「「それは駄だ目めっ！」」」

　ビアンティティセスだけではなく、ヨーコもジアンもデイレィも、思わず口に出して突っ込んでしまった。

「では、どう説明するのだ？」

　アルゴラに冷静に突っ込み返され、ヨーコが困った顔になる。

「いえ……どうしましょう」

　剣や刀を取っての斬り合いとなれば、あるいは部隊を率いての戦闘となれば、比ひ類るいなき強さを発はつ揮きする両名だが、交渉事や駆け引きはあまり得意ではない。

　仕方がないのでビアンティティセスが助け船を出す。

「と、とりあえず、いったんマナティウスに戻りませんか？　そのあいだに本城へ伝令を走らせ、団長から撤収命令を出してもらうとかすれば、ベティスも嫌だとは言えないのでは？」

「ふむ。そうだな。作戦行動の継けい続ぞくは難しくなったし、とりあえずは戻るか。ビアンテ、街道沿いに配置した奴らを呼び戻せ。街の見張りに回した連中もだ」




　こうしてアルゴラとヨーコは部隊をまとめ、大平原におけるベティス軍の活動拠点、都市国家マナティウスへと引き揚げていった。

　しかし、その決断はやや遅きに失したようだった。
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　マナティウスまで戻った直後、アルゴラはジラルディ将軍から呼びだされ、重大事を告げられた。

　ベティス大公国の大平原駐留軍司令官であるジラルディ将軍は、日増しに不利になっていく状況を坐ざ視ししているわけにもいかず、乾けん坤こん一いつ擲てきの反撃を企くわだてていたのだ。




「増強されるルーアル・ソシエダイ軍部隊を叩くと仰おつしやるのか」

　ジラルディ将軍の執しつ務む室しつで、アルゴラは彼と彼の幕ばく僚りよう二人と向き合っていた。

「そうだ。ルーアル・ソシエダイ本国を増援軍三千が進発したという情報が入ってな。すでに大平原には四千以上の部隊が展開している。それらと連れん係けいを取られると、ひじょうに厄やつ介かいだ。例えばこの増援部隊がネレイドに入ってしまうと」

　将軍は指揮棒で卓たく上じようの地図の一点を指し示す。

「オクトスを支えるのが厳しくなる。逆にル・アンヘルに入られると、キュラソールの辺りまで圧迫される。中央湖なかのうみの自由航行もできなくなるやもしれん。そのような事態はどうあっても避けたいのだ」

　地図に目を落としていたアルゴラが顔を上げる。

「仰りたいところはよくわかりますが」

「我々としてはどうしても増援軍を叩いておきたい。すんなり大平原に入られ、すでに展開している部隊との連係を取られる前にな。壊かい滅めつさせるのは無理としても、敵の戦闘力は削そいでおきたいのだ。七千、八千ものルーアル・ソシエダイ軍に大平原を我が物顔に動かれては他の国々に示しがつかん。かといって、それらの部隊にいちいち対応できるだけの兵力が、今の我らにはない。少なくとも西方の情勢が落ち着くまでは、新たに増援を送ってもらうのは厳しい情じよう勢せいだ」













　現状分析は……まぁ、そのとおりだろう。だが、この決断はどうかな。かなり危ういところがあるような気がするが。団長辺りなら下げ策さくだと言うかもしれんな。では、代わりにどうすればいいかというと……黙だまって守備固めに専念しろ、とでも言うのかな？

　この頃にはアルゴラも、ガブリエラのものの見方や考え方にだいぶ慣れてきたので、そんなふうに想像したりする。

　当たっているかどうかはわからない。団長の発想力、我々には及びもつかないしな。ガブリエラのあの奇き抜ばつな発想力は、いったいどうやって培つちかわれたのか、興味があるな。いや、今はそんなことを考えている場合ではない……か。




　ちなみに。

　このあとアルゴラが送った急きゆう使しを本城で迎えたガブリエラは、報告を受けると、

「超下策です！」

　と叫んだのだが、それはさておき。




「で、我らにどうしろと？　ベティス軍の一いち翼よくを担になえと？　言っておきますが、現状、大平原での白兎騎士団しろうさぎの兵力、なきに等しい数しかおりませんよ」

「それは承知しておる。戦闘部隊に入って前線に出てくれとは言わん。後方支援の予備部隊に加わってもらえれば、それでいい」

　やはり後方そちらか。

　アルゴラの顔に微かすかに浮かんだ不服の色を、作戦に組み込まれることへの不満の表れだと勘かん違ちがいしたのか、ジラルディ将軍の目つきが鋭くなった。

「我らの兵力にも限りがあるのでな。後方は薄くしてでも戦闘部隊を厚くせざるを得ん。そこで、薄くなった後方を助けてほしいと、そういうことだ」

　やれやれ。どうにも、お断りしますとは言えない雰囲気だな。こと、ここに及んでは是ぜ非ひもなし……か。

「わかりました。では、作戦の詳細を教えてください。白兎騎士団しろうさぎの配置場所と具体的な任務もです」

「うむ。では、作戦の詳細を副官から説明させよう」
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　こうして大平原に残っていたアルゴラ隊とヨーコ隊の半数と、応援として付けられたジアンやデイレィなどを加えた八十名ほどの白はく兎と騎士団員は、望まないままベティスとルーアル・ソシエダイの本格的な武ぶ力りよく衝しよう突とつに援軍として参加することになってしまったのだった。
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　戻ってきたアルゴラから話を聞かされたヨーコ以下の主おも立だった団員は、誰もが顔を顰しかめ眉を顰ひそめ、苦にが虫むしを擂すり潰して絞った汁しる物ものを飲み込んだような渋面になった。

「で、引き受けたのですか、その任務を」

　半はん眼がんになったヨーコは、そう言って迫ったのだが。

「断れると思うか？」

　アルゴラに開き直られると、ヨーコも首を横に振るしかない。

「断れませんね。いま断ったりすれば、白兎騎士団しろうさぎとベティスの同盟関係にひびが入りかねません。それは相手の、ルーアル・ソシエダイの思う壺つぼだ」

「だろう？」

　アルゴラは当然だと胸を張る。

「ですが、本当にいいのですか？」

「いいも悪いもない。ここはやるしかないのだよ」

「団長には？」

「早馬を出して報告は入れさせるよ。団長から返事、もしくは命令が戻ってくる頃には、もう完全にベティス軍に組み込まれて進しん発ぱつしているだろう。そうなれば団長が何を言おうと抜けだせないが、団長が撤収命令を出しておいてくれれば、戦が一段落したあとに本城へ戻れるだろう」

　アルゴラは心中密かにつけ加える。

　全員揃そろって帰れるかどうかはわからないがな。

「その戦ですが、アルゴラ隊長はどう見ますか？」

　とヨーコが訊いた。

「勝てないだろう」

「やはり、そう思いますか」

　と応える以上、ヨーコも同意見ということだ。

「負けるのは避けられても、敵に大打撃を与えるという戦術目標の達成は難しそうだ。要するに、戦略の変更を敵に強しいるような戦果は期待できないということだよ」

「あの、敵の戦略というのは」

　ジアンが恐る恐るといった体で手を挙げた。

「大平原のあらかたを支配下に置いてベティスに圧力をかけつつ、クセルクス盆地への侵攻を図はかる……ってことでいいんですか、アルゴラ様？」

「大きな方向性としては、それでいいのではないか？」

「でも、大平原を押さえたら、そのままベティスに向かったほうが、ルーアル・ソシエダイにしたら効率的じゃないんですか？　クセルクス盆地へ兵を向けるってのは、回り道というか寄り道というか」

「地理的にはそう思えるかもしれんがな。奴らがクセルクス盆地へ来るという読みには根こん拠きよがある。まず第一に」

　アルゴラは右手の親指を折った。

「ベティスに向かったときに、白兎騎士団しろうさぎに背後を衝つかれるのは避けたい」

「あ、はい、それはわかりますけど」

　アルゴラは続けて人差し指を折る。

「もう一つ。ルーアル・ソシエダイにしたらこちらが盆地へ向かう理由の本命だろう。つまり連中、シギルノジチに利り権けんを独どく占せんされたくないんだ」

「あ……ああ、なるほど」

　ジアンだけでなく、デイレィもアルゴラの部下も、みな大きく頷いた。

「財ざい政せい的てきな側面を言えば、奴ら、すでに大平原で部隊を動かすのに、かなりの金を使っているからな。どこかでその代だい償しようを得ないと帳ちよう尻じりが合わない。そうなると白兎騎士団しろうさぎが持っている銀山を接せつ収しゆうしてしまうのがいちばん手っ取り早いと、こうなる。そして三つめ」

　アルゴラは中指をも折った。

「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを叩きのめしたという戦果は、ルーアル・ソシエダイ王国の威い光こうを遍あまねくバスティア大陸中に広めてくれるだろうからな」

　三つめの理由は皮肉なのか自じ賛さんなのかよくわからないが、それでもアルゴラが正確に状況分析をしていることにジアンは驚いた。

　アルゴラ隊長、意外と筋道たって考えているんだなぁ。敵と斬り合うこと以外、どうでもいいと思ってるんだとばかり。

　アルゴラのことを少しだけ見直したジアンだが。

　不意にアルゴラが険けわしい視線を向けてきた。

「何か言いたいことがあるのか、ジアン？」

「いえ。いえいえいえ。全然なんにもありません、はい」

　ジアンは顔の前で両の掌てのひらをふるふると激しく振った。

「敵の増援はすでに本国を進発したらしいので、ベティスも随分と急いでいる。数日のうちには出撃命令が下るだろう。我々も用意をしておかなくてはならない。とはいえ、今日まで実戦に出ていたわけだから、何か準備が必要というわけでもない。体を休めることと武器や防具の手入れくらいだな、することは。兵糧はベティスのほうで用意してくれるそうだ。まぁ当然だな」

　そこで言葉を切ったアルゴラは、居並ぶ者を見渡した。

「何か質問はあるか？」

「はい、隊長」

「なんだ、ビアンテ？」

「我々の役目は後方支援ってことですが、具体的には何をどうすればいいんですかね？　兵糧の運うん搬ぱんとか、あるいはその警護とかですか？」

「いや、それはないな」

「ないですか？」

「ああ。今回は長期に亘わたる作戦行動ではない。速戦即決が肝かん要ようだ。睨にらみ合いになれば、それだけで作戦は失敗だよ。それに地元……というか、自分たちの勢力圏から近いしな。大量の兵糧が必要になるわけではない。どちらかというと側面や背後の警戒とか、退路の確保とか、もし敵を撃退できた場合は追つい撃げき部隊の一翼を担うとか、その辺が主な仕事になる。あとは、そうだな、物見の役も回ってくるかもしれんな」

「側面や背後の警戒ですか」

　ビアンティティセスが少し怪け訝げんそうな顔をしているので、アルゴラは補足説明をしてやる。

「ル・アンヘルの救きゆう援えんに赴おもむいたとき、霧に巻かれて不ふ期き遭そう遇ぐう戦になっただろう。あれと同じような事態が起きないとも限らない。決戦場所へ向かった敵部隊の一部がベティス本隊の側面や背後に近づいてしまっては具合が悪い」

「あぁ、なるほど、そうですね」

「白兎騎士団われわれは、夜でも雨でも霧でも問題なく索さく敵てきできると思われているからな」

　アルゴラがそう言うと、ビアンティティセスが苦笑した。

「ですね。その原因はこいつらでしょうけど」

　ビアンティティセスがジアンとデイレィに向かって顎あごをしゃくったので、二人は慌てて否定した。

「いえいえ、自分たちのせいだけじゃないですって」

「そうですよ。アルゴラ様やヨーコ様の部隊だって、夜間の行軍とか夜間の物見とか、平然とこなしているじゃないですか」

　すかさずビアンティティセスに突っ込まれた。

「遊撃小隊ほどじゃないけどな！」

　ジアンの目が宙ちゆうを泳ぐ。

「あ～～、でも新しん雛ひよこ小隊だって……」

　アルゴラが、くっくっくっと嗚お咽えつするように笑う。

「遊撃小隊と新雛小隊のおかげで、白兎騎士団しろうさぎは友軍から素晴らしい評価をいただいているというわけだ。おかげで今回も後方支援という素敵な仕事が回ってきた」

「いや、あの、でも、その」

　なんと応えていいかわからず、ジアンがおろおろしていると。

「気にするな。ただの皮肉だ」

　そんなふうに慰なぐさめるくらいなら、最初から皮肉を言わないでほしいんですけど～～。

　ジト目になって、ジアンがアルゴラを見やった。

「他に何かあるか？」

　恨うらめしそうな顔のジアンを無視してアルゴラは周りを見渡す。

　誰からも質問は出なかった。

「では、とりあえず今日は解散だ。体を休めておけ。明日から出撃準備に取りかかる。みなにも、そのつもりでいるように伝えておけ」

「了解です」

　ジアンにデイレィ、ビアンティティセスやヨーコの下にいる副隊長が立ちあがった。
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　翌日の合同軍議で、出撃は二日後と決まった。

　随分と慌ただしい出撃になるが、敵を叩いて直すぐ戻ってくるだけだ。アルゴラが指摘したように大量の兵糧の準備は必要ないので、出撃準備も短縮できた。

　作戦目標は、ルーアル・ソシエダイの増援部隊が無傷で友軍と合流するのを阻止すること。

　作戦名は「啄木鳥きつつき」と決まった。

　出てきた虫（増援軍）を叩く、という意味合いからそうなったらしい。




　軍議のあと、アルゴラなど、

「『啄木鳥』が『傷つき』にならなきゃいいがな」

　と言って笑っていたが、ジアンに言わせれば、

「笑い事じゃないですよ！」

　となる。




　それはともかく。

　啄木鳥作戦に参加するベティス連合軍の兵力は四千五百。

　ルーアル・ソシエダイの増援軍が三千という話だから、戦力比は一・五対一。

　敵を圧倒する戦力とまではいかないが、これでもジラルディ将軍はよく兵力をかき集めたと言えるだろう。

　とはいえ、近きん隣りんの都市国家から集めた兵力も引っくるめての話だから、部隊としての連れん係けいが上手く取れるのかどうか、そこが大いに不安だとアルゴラやヨーコは内心で危き惧ぐしている。が、部下の前で口に出すことはない。

　隊長がそんなことを言えば、部下は不安に駆かられ、いざ戦闘に臨のぞんでも、充分な力が発揮できなくなる虞がある。

　部下を不安がらせるような言動は、指揮官として厳げんに慎つつしまなくてはならないのだ。

　もっとも、ジアン辺りは、アルゴラ隊長の言動は、つねにこっちを不安にさせるんだけどなぁ、と思っているのだが。
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　そして二日後――。

　啄木鳥作戦に従じゆう事じするベティス軍を主力とする三千がマナティウスを出撃していった。

　この兵数は、現時点で、大平原におけるベティスの最大動員兵力と言ってよかった。

　おかげでマナティウスや周辺諸都市は空っぽに近い状況だ。

　とはいえ、いくらルーアル・ソシエダイでも、この隙すきにマナティウスを攻撃して陥おとすのは無理なので――マナティウスの防御力は周辺でも群ぐんを抜いて堅けん固ごだ――将軍もそこは心配していない。

　この三千に、近隣都市国家の部隊や、親ベティスの立場を取る北ほつ方ぽう騎き馬ば民みん族ぞくの一派が送って寄よ越こした協力軍などが途中で合流して、総勢四千五百になる手て筈はずだった。

　もちろん、アルゴラとヨーコの隊もマナティウスをあとにして、一路、中央湖なかのうみ南岸の都市国家キュラソールへと向かったのだった。
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　ベティス軍はキュラソールの手前までやって来た。

　本来ならこの時点で四千五百になっているはずだが、幾つかの都市の部隊がまだ合流できておらず、総勢で四千を超えたかどうかといったところだった。

　無線も携帯電話もないこの世界のこと、遅れている部隊からの連絡は伝でん令れいに頼るしかなく、伝令が来ないと部隊の現在地がわからない。いつ合流できるかも不明のままだ。

　それを確認するため、ジラルディ将軍は各所、各方面へ盛さかんに伝令を走らせていた。

　居場所が判明した部隊もいれば、どこにいるのかわからない部隊もいる。

　いつもは冷静なジラルディ将軍も、さすがに頭に血が上ったのか、幕僚たちを叱しつ咤たする声が大きくなっていた。

「エンパゥリの部隊の所在はまだ判明しないのか!?」

「まだであります」

「シラクセスはどうした？」

「こちらに向かっていますが、到着は明日以降になりそうだと」

　ひとしきり罵ののしりの言葉を吐はいていた将軍は、やがて気を取り直して副官を呼んだ。

「軍議を行う。各部隊の長を集めてくれ」

「はっ」

「白兎騎士団しろうさぎを呼ぶのも忘れるなよ」

「了解であります」
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　キュラソール郊外に夥おびただしい数の旌せい旗きがはためき、平地は数多あまたの兵で溢あふれ返っていた。その様は、餌えさに集たかってきた無数の蟻ありを連想させる。

　寒風を遮さえぎるための風かざ除よけが各部隊ごとに張られ、兵たちは配られた熱い飲み物を飲んで冷えた体を温めていた。

　陣を敷しいた部隊の中央後方寄りに本陣が置かれていて、その周囲には風除けの役目を果たすと同時に、そこが本陣であることを報しらせる目立つ色合いの幔まん幕まくが二重に張り巡らされている。

　その内側には大きな野や戦せん卓たくが置かれ、周囲に床しよう几ぎが並べられていた。

　ちょうど今、本陣にはジラルディ将軍によって招集された各部隊の部隊長が集まっているところだ。

　ベティス軍三千を率いるのは、連合軍の総司令でもあるジラルディ将軍。

　部隊構成は、三大隊二千四百にジラルディ将軍直属の四百。残りの二百は物見や伝令の要員だ。

　軍議には三人の大隊長が出席している。

　次に兵数が多いのは、都市国家サン・クデイスの四百。

　次は都市国家ゲンクの二百。

　他の都市国家はせいぜい百程度の部隊で、中には四十、五十という申し訳程度の部隊もいた。

　その他には、北方騎馬民族の中のタントバイという集団が、族長自ら百を率いて参戦しているのが目を引いた。

　タントバイは、数ある騎馬民族集団の中でも明確にベティス寄りの姿勢を取っている一派で、大多数の集団がルーアル・ソシエダイとの講こう和わを結んだ中、彼らだけは、

「我らはそんな約やく定じように参加していない」

　と嘯うそぶいているほどだった。

　この百はすべて騎馬兵だった。




　騎馬民族が駆る馬は大きくて速い。

　彼らは騎き乗じようしたまま弓を射るのが得意で、速さと敏びん捷しよう性せいを最大限に活いかした戦い方をする。そのため鎧は着用しない。

　今もタントバイの族ぞく長ちようは――これが意外と若かった――他の部隊長と違って、胡こ服ふくと呼ばれる細身の筒つつ袴ばかまに筒袖の上着という軽装で軍議に顔を出していた。

　そして我らが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎからは、アルゴラとヨーコの二名が参加していた。

　独特の兎うさ耳みみ兜かぶとに輝く白しろ銀がねの鎧、そして風に翻ひるがえる長なが裳もという出で立ちの二人は、はっきり言って誰よりも目立っていた。

　白はく兎との騎士を見るのは今回が初めてとなるタントバイの族長など、目を丸くしてアルゴラとヨーコの勇ゆう姿しに見入っていた。




「皆の衆、ご足そく労ろういただき恐きよう縮しゆくである」

　上かみ座ざで立ちあがったジラルディ将軍が挨あい拶さつを始めた。

　豪ごう奢しやな白銀の鎧を着込んだ彼は、大おお柄がらで声もよく通り、総司令という肩書きに相応ふさわしい威い厳げんがあった。

「ルーアル・ソシエダイの増援部隊はル・アンヘルへ向かったという報告があった。我らは中央湖なかのうみを迂う回かいしてル・アンヘルへと向かい、増援部隊がル・アンヘル駐ちゆう留りゆうの部隊と合流する前に野戦でこれを叩くこととする」




　中央湖を船で渡らないのは、四千もの兵員を一度に輸送できるだけの船が確保できないというのが大きな理由である。

　何往復もしていると余計な時間がかかる。その間に増援部隊がル・アンヘルに入ってしまっては意味がないので、敢あえて陸路で迂回することにしたのだった。




　いったん言葉を切った将軍は、ゆっくりと一同を見渡した後、再び口を開く。

「ル・アンヘルの街には約一千が籠こもっている。これと合流されては面倒なので、我々はまずル・アンヘルを攻撃する態たい勢せいで進む。城内の敵に籠ろう城じようする態勢を取らせておいて、その後、押さえをその場に残し、主力は増援部隊の迎げい撃げきに向かう。決戦場所はこの辺りになるだろう」

　将軍がそう言うと、傍らに控えていた副官が手にした指揮棒で、野戦卓の上に広げられている大きな地図を押さえた。

　野戦卓を囲んでいる各隊長が身を乗りだして地図を覗のぞき込む。

　指揮棒が指し示すのは、ル・アンヘルの東方に伸びる街道沿いの一地点。

　その辺りはなだらかな起き伏ふくがあるものの、入り組んだ渓たにや森などはなく、大軍を展開させるのに向いた地形だ。

「押さえに残すのは五百。それはゲンクの他、諸都市が送ってくれた部隊に任せたい。指揮はゲンク軍の部隊長、ギリスケス殿にお願いしたい。よろしいか？」

　ル・アンヘルの街の押さえに都市国家の部隊を充あてるのは、彼らの戦意が低いからだ。決戦の場に連れていっても却かえって足手まといになりかねない。それを危き惧ぐした将軍は、彼らを押さえとしてル・アンヘルに置いていくことに決めていた。

　できれば決戦には参加したくないと思っている彼らにすれば、これは渡りに船の提案だった。

「承うけたまわった」

　ギリスケスという部隊長は、一も二もなく頷うなずいた。

「先へ進む部隊は、我らベティスの三千に、サン・クデイスの四百、タントバイの騎兵百に白兎騎士団しろうさぎの八十とする。各々、よろしいか？」

　将軍は援軍の中でも比較的戦意が高く兵数の多いサン・クデイスの部隊とタントバイの騎兵、それに鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを伴ともなって決戦の場へ赴おもむくことを選んだ。

　もっとも、白兎騎士団はサン・クデイスの四百と共に後方支援だと言われているので、勝勢になっていざ追撃という場合か、逆に戦況が悪化しない限り、前線に出ることはないだろう。

　従って、戦闘の主力はベティスの三千にタントバイの騎兵百ということになる。

　騎馬民族の騎兵の機き動どう力りよくを活かす意味もあって、将軍は決戦場所に平へい坦たん地ちを選んだのである。

　サン・クデイス軍を率いる部隊長、タントバイの騎兵を率いる族長、そしてアルゴラとヨーコの四人は静かに頷いた。

　その後、各部隊の受け持ちや配置などが示され、さらに一通りの質疑応答が行われ、軍議はお開きとなった。
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　軍議の席から戻ってきたアルゴラとヨーコを、副隊長や小隊長、ジアンにデイレィが出迎えた。

「どうなりましたか？」

　アルゴラが外した兜かぶとを受け取りながら、ビアンティティセスが訊きいた。

「予定どおりだな。つまり我々は、サン・クデイス軍と共に予備部隊として後方に配置される」

　何人かの団員が安あん堵どの息を漏らしたのをアルゴラは見逃さない。

「気を抜くなよ。後方支援だが、おそらく出番はあるぞ」

「あるのですか？」

　アルゴラの兜を傍らの小隊長の一人に手渡したビアンティティセスが、なんとも言えない微妙な顔になった。

「でも、それって……」

「そういうことだ」

「あの、ビアンティティセス様、どういうことですか？」

　遠えん慮りよがちにジアンが訊いてきた。

　ビアンティティセスは小さくため息を吐ついた。

「つまりだな、前線の部隊が崩れる可能性があると、そういうことだ」

「あるんですかっ!?」

　ジアンは驚きを隠そうともせず、目を見開いている。

　するとアルゴラが横合いから口を出してきた。

「崩れないまでも、予備隊を投入せざるを得ないような局面になる可能性はあるな」

「あ～～、まぁ、結局、兵数がほぼ互角になってますもんねぇ」

　そう言いながら、ジアンが頭を掻かいた。

「物見の報告によれば、向こうも五、六百ほどが輜重部隊として後方にいるらしいから、こちらが当初の予定どおり四千五百を揃えられれば、かなり有利になったのだがな」

　それまで黙だまって話を訊いていたヨーコが、ぽつりと呟つぶやくように言う。

「まぁ、そうそう美う味まい話はないということですか」

　アルゴラが、ふん、と鼻を鳴らした。

「合流に間に合わなかった部隊は、たぶんわざと遅れたのだろう」

「ええぇ？」

　ジアンがまたもや目を見開いた。

「わざと遅れた……んですか!?」

「だろうな。ベティスに協力しないわけにいかない。かといって、戦闘に参加して兵に犠牲は出したくない。となれば、何か事故が起きて予定の期日に合流地点へ着けませんでしたと言うのが、いちばん簡単で角が立たない言い訳だ」

「む～～ん」

　腕組みをしたジアンが難しい顔で首を捻ひねる。

「そういう政治の駆け引きとか、自分にはよくわからないなぁ」

　アルゴラが素っ気なく応えた。

「わたしにもわからん」

「あ……はぁ、そうなんですか？」

「政治の駆け引きとか外交の腹はら芸げいとか、そういうものはレフレンシア様や団長に任せておけばいいのだ」

「そう……なんですか」

「もっとも、今はレフレンシア様がいないわけだが、なに、ガブリエラ団長なら上う手まくやるだろうさ」

　たぶん、な。

　とアルゴラは心の内で付け加える。

　それは予想ではなく、アルゴラのガブリエラに対する期待だったのかもしれない。

「で、ですよね～～」

　ジアンやデイレィは、自分が誉ほめられたときのような嬉うれしそうな顔になってアルゴラを見やった。

　アルゴラは、

「我々のやることはただ一つ」

　と自信満々で断言する。

「一人でも多くの敵を斬り殺すことだ」

　たちまちジアンとデイレィの表情が曇った。というか、今にも雨が降りだしそうだ。

　アルゴラの隣では、ヨーコが無言のまま首を左右に振っている。

「それはともかく」

　アルゴラがビアンティティセスに顔を向けた。

「陣替えが始まるぞ。一刻後に出撃だ」

「はい」

「まずはル・アンヘルを主力で囲む。その際は、我々も包囲軍に加わることになった。従って包囲する際は先陣に加わる」

「あ、後方ではないのですか」

「城内の守備兵に『白兎騎士団しろうさぎがいることを見せつけろ』だと」

　ビアンティティセスが、なるほど！　と手を打った。

「ル・アンヘルの奴ら、すでに一度、痛い目に遭ってますものね。三さん面めんの白はく兎との旗はた印じるしを見ただけでブルっちまうかも、ですね」

「まぁそういうことだ。旗だけでなく、我々が城壁の前に立って白はく兎との鎧を見せつけてやれば、言うことはあるまい」

「弓で狙い撃たれますよ!?」

「かまわん。わたしとヨーコで立つ。撃ってきた矢を叩き落としてやれば、いい感じの示じ威い行動になるだろう。そうだな、どうせだからジアンとデイレィにも付き合ってもらおうか」

　名指しされたジアンが、アルゴラに確認を取る。

「立つだけでいいんですよね？」

「立ってもいいし、城壁の前を行ったり来たりしてもいい。要は包囲軍に白兎騎士団しろうさぎが加わっているということを守備兵に見せつければいいのだ」

「了解です」

「はいわかりました」

　ジアンとデイレィは平然と頷いた。

　やれやれ。今年の一回生は本当に大した奴らが多いよなぁ。

　ビアンティティセスは感心するやら呆れるやら。

　っていうか、今じゃ一回生が団長様だもんな。どういう化け物揃いなんだ、まったく。まぁアルゴラ様も化け物なんだけど。

「早く陣替えの準備をさせろ、ビアンテ！」

　アルゴラに睨にらまれビアンティティセスは震えあがった。

「はいぃ、直ちに取りかからせますぅ」
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　こうして啄木鳥作戦に従事する四千は、まずル・アンヘルの街を包囲するため、キュラソールの街の郊外に敷いていた陣を引き払って行軍を開始した。

　さて、ジラルディ将軍の乾けん坤こん一いつ擲てきの策は実るだろうか。

　図はからずも作戦に加わることとなったアルゴラ隊とヨーコ隊の半数、そしてデイレィとジアンは、果たして無事に本城へ戻れるのだろうか。
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　日が沈む頃にベティス連合軍四千がル・アンヘルの街に迫った。

　攻撃軍の存在を疾とうに察さつ知ちしていた街の駐ちゆう留りゆう部隊は固く城じよう門もんを閉ざし、籠ろう城じようの態勢を取っている。

　三千もの友軍がこの街を目指しているのだから当然だ。一日か二日を我が慢まんするだけで、やって来た三千の友軍が包囲した敵軍を追い払ってくれるのだから。

　ジラルディ将軍も相手が出てこないのを読んでいて、まずはこうして街を囲んだ。

　街に駐留する部隊をこうして城内に押し込めておけば、この先に進んだとき、背後を脅おびやかされる虞おそれがない。

　ここで大きな働きを見せたのが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの四人、アルゴラとヨーコ、それにジアンとデイレィである。
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　四人は赤々と燃える松たい明まつを手に、平然と城じよう壁へき近くまで歩いていって、いかにも何かを調べるように城壁に沿って歩いてみせた。

　直すぐに城壁上の守備兵が騒ぎだす。

　ル・アンヘルに籠こもっている守備兵の中には、先の攻防戦で白はく兎と騎士団とベティス軍にいいようにあしらわれ、さんざんな目に遭った者もいた。

　彼らは、

「また白兎騎士団しろうさぎが来た！」

　と言って震えあがったが、白兎騎士団しろうさぎと戦っていない増ぞう援えんの兵たちの多くは、四人の振る舞いを見ていきり立った。

「何やってんだ、あいつら？」

「攻撃する場所の選せん定ていをしているんじゃないのか？」

「守備の弱そうな場所を探しているのかもしれん」

「そんなことをされて、黙だまって見てるのか!?」

　というわけだ。

「遠えん慮りよすることはない。あんな近くまでのこのこ出てきた奴らが悪いんだ。射い殺ころせ」

　何人もの守備兵が弓矢を取った。

　白兎騎士団の強さを目まの当たりにした兵たちは止やめろと諫いさめたのだが、彼らは、

「たった四人で何ができる!?」

　と言って聞こうとしない。

「針はり鼠ねずみになりやがれ！」

　城壁から二十ヤルド（五十メートルと少し）ほどのところを歩いている四人目がけて、城壁上の守備兵十数人が一斉に弓を射いた。

　夜とはいえ、四人は燃える松明を手にしているのだから、その姿は丸見えだ。

　白兎騎士団しろうさぎの四人は兎うさ耳みみ兜かぶとを被り軽装鎧を着込んでいるが、腰から下は特とく徴ちよう的てきな白い長なが裳もだけで鎧を着けていない。

　兎耳兜にも隙すき間まがあるし、この距離で一斉に狙い撃ちをされたら、ただでは済まないはずだった。

　風切り音を残して十数本の矢が飛んでいくが。

　次の瞬間、城壁の守備兵は我が目を疑うことになる。

　剣を抜いた三人が、飛んできた矢を軽々と叩き落としてしまったのだ。

　それだけでも驚きよう愕がくの業わざだったが、真に守備兵の度ど肝ぎもを抜いたのは残りの一人だった。

　ジアンは剣を抜こうともせず、自分のところへ飛んできた数本の矢を空中で、ひょいひょいと摑つかみ取ってしまったのだ。













「な……なんだ、あいつは……」

「人間業じゃねえ」

「っていうか、人間じゃねえ」

「ば、化け物もんだ」

　守備兵が口々に騒ぎ立てるのを聞いたジアンは、憤ふん然ぜんとした顔で城壁の上の守備兵を睨にらみつける。

「人のこと化け物とか、失敬だなぁ」

　摑んだ矢をすべて左手に移し、中から一本だけ右手に持つと、ジアンはいきなり城壁目がけて矢を投げつけた。

　すると。

　矢は二十ヤルドの距離を真っ直ぐ飛んでいって、城壁上に立っている守備兵の一人の鎧に命中したではないか。

　手で投げたのだから鎧を射貫くほどの威い力りよくはない。中あたった矢は小さな金属音を立てて弾はじかれ、力なく城壁上の通路に落ちただけだが、守備兵を恐怖のどん底に叩き込むにはそれで充分だった。

　このあと守備兵は、白兎騎士団しろうさぎの四人がどこを歩こうと、どれだけ城壁に近づこうと、決して彼女たちに手出しをしようとはしなかった。

　ル・アンヘルに駐留する部隊は攻撃軍を追い払おうともせず、どころか物もの見みすら出さないまま、首を竦すくめた亀のように籠城するだけだった。

「さすがだな、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」

　この様子を遠えん望ぼうしていたジラルディ将軍は苦笑と共に幕ばく僚りようたちに命じた。

「これで駐留部隊が街から出てきて我が軍の背後を脅かす可能性は極めて低くなった。かねての手て筈はずどおり、ゲンク軍二百を中心とした都市国家部隊の五百を押さえに残し、我らは敵増援部隊を叩くためにここを離れる。我らの主力がここに留とどまっているように見せかける細工を急がせろ」




　ここで言う「細工」は、夜のうちに兵数を多く見せかけるため旌せい旗きや藁わら人にん形ぎようを並べておくとか、あちこちで盛さかんに火を焚たいて多くの兵が夕ゆう餉げの支し度たくをしているように見せかけるとか、いかにも陣を構築しているような槌つち音おとを響かせるとかの、いわば誤ご魔ま化かしである。しかし、白兎騎士団しろうさぎの実力に恐れをなした守備兵は――白兎騎士団が包囲軍に何人加わっているのか、彼らには知る術すべがない――その程度の細工にも引っかかってくれるだろうという読みである。

　幕僚たちは陣替えと細工を実行させるために各所に散っていった。




　こうして、ベティスの攻撃部隊三千五百は、ルーアル・ソシエダイの増援部隊三千を叩くため、深夜のうちに密かにル・アンヘルの街を離れていった。
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　ベティス連合軍は、東西に走る街道を夜の闇を衝ついて東へと急ぐ。

　夜間の行軍である上、辺りは目印となるものが何もない平原だ。従ってベティス軍は縦じゆう陣じんの隊形で街道に沿って進むしかなかった。

　先頭と後尾がかなり離れてしまうが、そこは割り切るしかない。

　もし高いところから見下ろせば、闇の中、行軍する兵たちが掲かかげる松明の炎が延々と続いているのが見えることだろう。もっとも、それらを見渡せるような高い場所が辺りにはなかったのだが。




　とにもかくにも決戦の想定場所に先着し、陣形を整えた上でルーアル・ソシエダイの増援部隊を迎え撃ちたいベティス連合軍は、夜通しで行軍を続けた。

　そのかいあって、連合軍はルーアル・ソシエダイの増援軍よりも先に想定した場所に到着することができた。

　夜が明けてきて、少しずつ視し認にん性せいが上がっている。

　辺り一帯はなだらかな傾けい斜しや地ちで、東が低く西が高い。ベティス連合軍は傾斜地の西側、つまり高みを押さえることができたわけだ。

　街道の周辺もほぼ平へい坦たん地ちで見通しがいい。兵の移動を邪魔するような要素もない。

　これで、こちらに気づいた敵が迂う回かいしようとしても捕ほ捉そくできる。正面突破を図はかろうと側面迂回を図ろうと、必ず打撃を与えられる。

　ジラルディ将軍はそう確信した。

　できれば、敗走するくらいの大打撃を与えたいところだが……それは贅ぜい沢たくというものかもしれんな。

　百ひやく戦せん錬れん磨まの将軍は、一方的な大勝利が簡単に得られるものではないことをよく知っている。

　彼は、とりあえず敵を叩いて損害を与えられればそれでよしと思っている。

　三千がそのままル・アンヘルの部隊と合流して中央湖なかのうみ方面へ進出を図れば、マナティウスは南東と北東の二方面からルーアル・ソシエダイの圧力を受けることになる。

　今のベティス駐留軍の兵力では二方面からの圧力を跳ね返すのは不可能で、どちらか一方の圧力を軽減しておかないと大平原を確保し続けることが難しくなる。だからこそここで増援軍を叩き、中央湖方面の圧力を軽減しておく。

　というのが、ジラルディ将軍の大たい局きよく観かんだった。

　オクトス方面に兵を集めているルーアル・ソシエダイ軍との決戦ではなく、ル・アンヘルに入ろうとする増援軍を選んだのは、ルーアル・ソシエダイ本国から遙はる々ばると行軍してきた部隊なら疲労があるはずという読みと、もう一つ、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを向こうに回して一歩も引かない見事な采さい配はいを見せているルーアル・ソシエダイ軍の知ち将しよう、アリアンレイとの衝突はできれば避けたいと考えたからだ。

　アリアンレイは、白兎騎士団しろうさぎ副団長レフレンシアを捕ほ縛ばくした優すぐれた指揮官である。

　もっとも、レフレンシアが捕縛されたのは彼女が敢あえて城じよう砦さいに踏み留まったためだと言えなくもない。

　しかし、その事情を考こう慮りよから除じよ外がいしたとしても、アリアンレイが優れた指揮官であることは疑いの余地がなく、彼女が指揮する部隊とまともにぶつかれば、少しくらい兵力で優位に立っていても自軍に大きな被害が出るだろうと、将軍はそのことを恐れた。

　しかし。

　アリアンレイが自らレフレンシアを護送するために大平原を離れ、ルーアル・ソシエダイ本国へ戻っていることをジラルディ将軍は知らなかった。

　知らなかったというより、未確認情報は得ていたが、裏付けが取れなかったといったほうが正確か。

　もし確かく証しようを得ていれば、将軍は違う作戦を採とっていたかもしれない。

　そうなれば、この後の大平原の勢力図にも違いがあっただろうし、その後のルーアル・ソシエダイやシギルノジチの戦術にも変化があったかもしれない。




　とはいえ、仮定から導かれる結末はしょせん結果論でしかなく、現実の前ではなんの意味も持たない。

　それでも、ベティス側に立つ人間ならこう思ってしまうだろう。

　仮にここで当初の目もく論ろ見みどおり、ベティス連合軍がルーアル・ソシエダイ増援部隊を叩いていれば、大平原の様よう相そうのみならず、この戦争そのものの様相もまた大きく変わったはずなのに、と。




　戦いというものは、机上の計算どおりに行く場合もあれば、まったく計算どおりには進まない場合もある。

　ここでの戦闘は、まさに典てん型けい的てきな後者の例となった。
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「陣の構こう築ちくを急がせろ！」

「物見部隊の中うちの三隊が戻りました！」

「敵部隊の一部を発見、引き続き監かん視しを続けています」

「第二大隊の陣立てが少し北に寄りすぎている。位置を修正させろ」

「騎馬中隊の配置、完了しました！」

　ベティス連合軍の本陣では、様々な指示や命令、報告が大声で飛び交っていて、騒がしいほどだ。

　すでに夜が明け、冬晴れの青い空が頭上に広がっていた。

　放ほう射しや冷れい却きやく現象で気温はかなり低くなっているので、体を動かしていないと、足下から這はいあがってくる冷気で頭まで凍こおりつきそうだ。

　みなが不必要なほど大きな声を出しているのは、この寒さのせいかもしれない。

「敵の戦力は摑つかめたか？」

　と訊くジラルディ将軍の吐はく息も、報告する部下の吐く息も白かった。

「ざっと二千から二千五百ほどではないかと思われます」

　将軍は宙を見上げて考え込む。

「ふむ、想定どおりだな。残りは兵ひよう糧ろうを運んでいると見ていいか。となると……兵数は上限の二千五百と考えておくべきか」

　ベティス連合軍はおよそ三千五百であるから、戦力比は一対一・四である。

　兵数の多い連合軍のほうが高みに陣を敷しいて待ち構える態勢であるから、単純な兵数比ひ較かく以上に有利な状況と思って間違いはない。

　将軍はベティスの三大隊各七百を横隊に並べ、その左右に特別編成の騎き馬ば中隊を四隊配置した。

　騎馬中隊の内うち訳わけは、大隊の中の騎兵を抜きだして編へん制せいした独立騎馬中隊三つとタントバイ騎兵の百だ。

　敵部隊の一部が迂回して味方の側面や背後に回り込もうとしたとき、それを阻止するのがこの騎馬中隊の大きな役割だった。

　加えて、機き動どう力りよくに優れ騎き射しやが得意なタントバイ騎兵は、増援部隊が迂回してル・アンヘルへ向かおうとするときに威い力りよくを発揮するはずだ。

　増援部隊の後方から側面を駆けながら弓を射る。そして、相手からの反撃が来る前に駆け抜けてしまう。タントバイ騎兵がこれを繰り返せば、増援部隊は混乱を来して行軍速度が落ちる。その隙に追いついてきたベティスの本隊が、背後から敵に襲いかかって増援部隊を蹂じゆう躙りんするというわけだ。

　逆に敵が決戦策を採って全軍での正しよう面めん衝しよう突とつになれば、騎馬隊は高い機動力を活かして敵の側面や背後に回り込んで、これを攻撃・攪かく乱らんすることになっている。

　増援部隊の騎兵はそれほど多くないという報告が上がっている。味方の騎兵四百は、かなりの威力を発揮するはずだった。

　これなら負ける要素はほとんどない。

　というのがジラルディ将軍の下した結論だった。

　事実、ベティス連合軍はこの戦闘で、勝てないまでも負けることはなかった。

　だが、戦争という大きな視点から全体を俯ふ瞰かんすれば、ベティス連合軍は負けなかったにも拘かかわらず、ベティス大公国は手痛い敗戦を喫きつしてしまったと言えるだろう。
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「なに？　敵が完全に止まった!?」

　物見の報告を受けたジラルディ将軍の眉まゆが顰ひそめられた。

「はい、半リーガ（約二・四キロメートル）ほど先で、ぴたりと」

　どういうことだ？

　ジラルディ将軍は首を捻ひねるが、止まった事実だけを見れば、さして不思議ではない。

　状況が自軍に不利なら、敢えて突破を図らず何か別の方ほう策さくを考える……というのは、ごく自然な成り行きではある。

　もちろん、将軍もその可能性を考えなかったわけではない。

　だが、わざわざル・アンヘルに兵を入れようとした以上、あの増援軍はル・アンヘルの駐留部隊と共に中央湖方面での軍事作戦行動を命じられているはずだ。そのル・アンヘルが、大軍に囲まれたという伝令も走っているはず。ここで止まるはずがないのだが。少なくとも、正面突破が無理だと判断すれば迂回してル・アンヘルへ急ぐはず。

　というのが将軍の読みだったのだが、しかし実際は。

　増援軍はそこまで具体的な作戦命令を受けてはいなかったのである。

　彼らが受けた命令は、まずル・アンヘルに入って街の防衛力強化を図ることと、その後の行動についてはアリアンレイの指示を受けること、というものだった。

　肝かん心じんのアリアンレイが大平原を留守にしている上、ル・アンヘルに入るのも特に期日を指定されていなかったから、ここで無理な突破を図ろうとしないのも、増援軍指揮官からすれば当然のことではあった。

　ルーアル・ソシエダイ増援軍とベティス連合軍は、坂の上下で睨み合いを始めることになった。

　増援部隊は障しよう害がいがあってもこれを排はい除じよしてル・アンヘルの街の駐留部隊と合流しようとするという前ぜん提ていでジラルディ将軍は作戦を組み立てているのに、相手に止まられてしまっては、戦いを挑いどんできた増援部隊を叩いて打撃を与えるという将軍の狙いが空振りに終わってしまう。

　将軍にしてみれば、これは予想外の展開だった。
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　予想外の事態に直面したという意味では、ルーアル・ソシエダイ増援部隊の側も同じだった。まさかル・アンヘルの街に行く途中で、これほどの大軍が待ち構えているとは予想もしていなかった。

　指揮官が受けた命令は「ル・アンヘルの街に兵と兵糧を入れること。そのあとはアリアンレイの指揮に従うこと」であり、ベティス軍と戦うことではなかった。

　もっともアリアンレイは、増援部隊と入れ違うように王都へ戻ってしまっているので、正確に言えば「アリアンレイが大平原に戻り次第」と付け加えるべきだろう。

　いずれにしても増援部隊の側からすれば、何もここで遮しや二に無む二に敵陣を突破する必要はないのだ。

　何日間かの滞たい陣じんをすることになっても、とりあえず兵糧はある。

　四方に伝令を走らせておけば、対たい峙じを続けているうちに、大平原にいる友軍のどれかが駆けつけてくれるはず。

　そのときまでベティス軍が滞陣につき合ってくれるのなら、今度は兵数で自軍が有利になる。何も無理に急いで動く必要はない。迂回しようとして敵に隙を見せるよりは、この場に留まったほうがいい。指揮官はそう考え、ベティス連合軍と睨み合いに入ったのだった。

　敵に打撃を与えることより自軍に被害を出さないことを優先させたこの一手、最善手ではなかったかもしれない。だが、結果的にこの消極策が局面を動かすことになるのだから、戦いの機き微びはじつに微妙である。
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　増援部隊の指揮官は「ベティス軍と遭そう遇ぐうして、これと対峙中。至し急きゆう、応援を頼む」と記しるした書を持たせ――増援部隊が応援を頼むというのもおかしな話だが、現に敵と睨み合って膠こう着ちやく状態に陥っているのだから仕方がない――各所に伝令を走らせた。

　当然、ル・アンヘルの街にも伝令を送った。

　ル・アンヘルに向けて走った伝令班は、街を囲んでいるベティス軍を発見した。

　しかし、包ほう囲い網もうは穴だらけで簡単に城門に辿たどり着くことができた。

　伝令がベティスの擬ぎ装そうではないかと恐れた守備兵と一ひと悶もん着ちやくあったのだが、結局は無事に入城できた。

　おかげで城内の駐留部隊は、包囲の兵員が少ないこと、敵の主力はすでに東へ向かい増援部隊と対峙していることを把は握あくできた。

　包囲部隊の人数が四、五百程度しかいないことを知った駐留部隊は、そこでようやく行動を起こす。

　まずは物見を放って周囲の様子を探らせる。

　包囲部隊の数が少ないのを自分たちの目で確認すると、ついに街から討うって出た。

　守備兵が討って出てくるとは思っていない包囲部隊は、抵抗することなくあっさりと持ち場を放ほう棄きしてしまう。

　この際に寄せ集め部隊の悲しさが如によ実じつに現れた。

　混乱の最さ中なか、中央湖方面へ撤収していく部隊と、本隊に合流しようとする部隊に分ぶん裂れつしてしまったのである。

　蛻もぬけの殻からとなった包囲軍陣地を検分した駐留部隊の兵は、これまでの包囲が少数の敵の擬装だったことを改めて確認した。

　であれば、増援部隊を助けるために兵を送るべきではないか。

　というより、この状況で増援部隊の危機を座ざして見過ごすようであれば、あとでどんな叱しつ責せきを食らうかわからないと、指揮官はそれを恐れた。

「街には五百を残し、五百を送ろう」

　それが指揮官の出した結論だった。

「ベティス軍との接触は絶対に避け、増援部隊と合流すること」を厳げん命めいして、指揮官は五百の兵を送りだした。

　こうしてル・アンヘルの五百は伝令班五人に先導され、ベティス連合軍とルーアル・ソシエダイ増援部隊が睨み合っている場所へと急行していった。

　これが膠着した状況を動かす端たん緒しよとなった。
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　ル・アンヘル方面から新たな敵部隊が接近しつつあるのを発見したのは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの物見部隊だった。

　予備部隊として後方に控える白はく兎との騎士八十を指揮するアルゴラは、油ゆ断だんなく周辺を警戒していた。

　常じよう時じ、何隊もの物見部隊を放って索さく敵てきさせていたのが功こうを奏そうした恰かつ好こうだ。

　今日のアルゴラは、軽装鎧に兎うさ耳みみ兜という出で立ちだった。

　役割は後方の予備隊だと予あらかじめ聞かされている。戦闘に出るとしても追撃や退却の場合になるから、彼女は機動力を優先して、重装鎧ではなく軽装鎧を着て出てきていた。

　他の団員も同様である。




　報告に来た物見にアルゴラが尋ねた。

「ルーアル・ソシエダイ軍？　兵数は？」

「五、六百かと思われます」

　ざわりと指揮所がざわつく。

「ル・アンヘルから敵が出てきたんですかね？」

　とビアンティティセスが訊くと。

「だろうな」

「包囲部隊は何やってたんですかね」

　アルゴラは肩を竦すくめ、つまらなそうに応える。

「何もやっていなかったんだろう」

「どうします？　その五百の接近、阻止します？」

「いや、我々だけ動くのは不味いな。こちらから奇き襲しゆうをかけられるなら別だが、こんな隠れる場所もない平原で、我々だけで五百を止めるのは至し難なんの業だ」

　アルゴラの返事が真っ当なものだったので、ビアンティティセスは胸を撫なでおろす。

　まぁ……隊長だって、いつも突撃しようとするわけじゃないしね。

「とはいえ、相手がル・アンヘルの部隊だったら、我々の姿を見ただけで逃げだすかもしれんが」

　アルゴラが考え込んだので、ビアンティティセスが慌てる。

「いえいえ、我々だけで動くのは、やっぱ不味いでしょう。サン・クデイスの奴らにも声をかけないと」

　アルゴラは、ふん、とせせら笑う。

「我々が言っても奴らは動かないだろう。とりあえず本陣まで行って将軍に報告を入れてくる。将軍が『出ろ』と命令してくれればサン・クデイス部隊も動かざるを得ないだろうし、仮に連中が動かなくても、ベティスの兵を二百ほど貸してもらえれば、我々で蹴け散ちらしてやる」

　うわぁ、結局、倍の人数を相手にするのかよ。

　ビアンティティセスはげんなりとした顔になった。

　けれど、最終的には倍どころではない人数を相手にする羽は目めになるのだから、ビアンティティセスが本当に嘆なげくことになるのはもう少し先だった。
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　アルゴラが指揮所をヨーコに任せて本陣へ向かおうとしているとき、別の物見が駆け込んできた。

「隊長！」

「どうした？」

「百五十から二百ほどだと思いますが、味方の本陣を目指して駆けていく部隊を発見しました！」

「敵か!?」

「いえ、紋もん章しようを見る限りゲンク兵だと思われるのですが」

「ゲンク？」

　アルゴラが舌打ちする。

「奴ら、持ち場を放ほう棄きした挙げ句、本隊へ合流しようと駆けてきた……って、不味いな、それは。おい、ヨーコ！」

　近くにいたヨーコがアルゴラの下へ駆け寄ってきた。

　ヨーコも他の団員と同様、羽は織おりと袴はかまではなく、白銀の鎧に兎耳兜という出で立ちだ。

「どうしました、アルゴラ隊長？」

「ゲンク兵らしき百五十から二百が、こちらへ駆けてくる」

「それは……」

　瞬時にヨーコも予感する。

　膠着した状況が動きだそうとしていることを。

「包囲の擬ぎ装そうを見破られて、城内の兵に攻撃された……のでしょうね」

「だろうな。だが、問題は起きたことではない。これから起きることだ」

「どうなると思います？」

「わからん」

「わかりませんか」

「読めないな。読めないからこそ、何が起きてもいいように準備しておくのが肝かん心じんだ。とにかくわたしは本陣へ行ってジラルディ将軍と話をしてくる」

「わかりました。こちらは臨りん戦せん態たい勢せいを取らせて待機しています」
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　アルゴラはビアンティティセスを伴ともなって、少し離れたところにある本陣まで走った。

　すでに日も高く昇のぼり、辺りの見通しも利きくようになっていたが、本陣が放った物見はまだル・アンヘルの部隊が接近していることを察さつ知ちできていなかった。

　寝ね耳みみに水の将軍は、アルゴラから報告を受けて床しよう几ぎから跳びあがる。

「二百ほどお借りできれば、我々で蹴散らしますが」

　アルゴラは平然とそう言うのだが。

「いや、二百というわけにはいかんだろう。だが、いま陣を動かすわけにも……前線の兵を抜けば、対たい峙じしているルーアル・ソシエダイの増援軍に察知されるかもしれんしな。敵につけ込む隙すきを与えかねん」

　いや、陣立てを変更するまでしなくても、二百だけ貸してくれればいいんだが。

　アルゴラはそう思うのだが、たかだか八十の部隊指揮官でしかないアルゴラと四千を率いるジラルディ将軍とでは立場が違う。視点が違う。考えるべきことが違う。だからアルゴラは、自分の考えを強きよう硬こうに推おすことはしなかった。

「かといって、五百にすんなり合流されてしまうのも具合が悪い。そうなると、兵数の有利さが消えてしまう……」

　ジラルディ将軍は迷っているようだ。

　兵数が互ご角かくに近くなってしまえば、ベティスの側からはますます手が出しづらくなる。そうこうしているうちに、大平原に展開している他のルーアル・ソシエダイ部隊が駆けつけてこないとも限らない。

　一方のベティス側は、これ以上の援軍が来ることはない。

　滞陣が長引けばジリ貧になるのはベティス側だった。

　ついに将軍は決断を下した。

「よし、その五百が増援軍と合流する前に叩いてしまおう」

「しかし、陣替えは難しいのではありませんか？」

「本こ陣この兵を使う」

　それはまた……。

　アルゴラは将軍の剛胆な決断に感心すると同時に、漠ばく然ぜんとした危き惧ぐ感かんを抱いだいた。

「ここには伝令要員を残し、接近する五百を四百で迎げい撃げきに向かおう。白兎騎士団しろうさぎも協力してくれような？」

「それはかまいませんが。本当に本陣要員を出撃させてしまっていいのですか？　サン・クデイスの四百を動かしてもらえれば、それでもかまわないのですが」

「いや。ここだけの話だがな」

　将軍は身を乗りだし、声を潜ひそめて続ける。

「連中には多くを期待しておらん。友軍で当てになるのは、白兎騎士団しろうさぎだけだ」

　アルゴラは表情を変えずに、

「ありがたい評価、光こう栄えいですが」

　と応えておく。

「増援軍に動く暇いとまを与えなければいいのだ。速戦即決で蹴散らそう」

　将軍にそう言われてしまえば、アルゴラとしては是非もない。

「わかりました」

　と言って立ちあがる。

「ですが、時間の猶ゆう予よはありませんよ」

「問題ない。最初から臨戦態勢で待機しているのだ。直ぐに出撃できる。アルゴラ殿も自軍に戻って出撃の用意を」

「了解しました」

　アルゴラは、再びビアンティティセスと共に白兎騎士団しろうさぎの指揮所へと駆け戻った。




　こうして事態は一気に動きだした。
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　ジラルディ将軍は伝令を前線の部隊に走らせ、本陣の兵四百で接近してくる敵部隊を叩くことを告げ、各部隊はその場に待機するように命じた。

　同時に、本陣に残る伝令や物見要員に、こちらへ向かっているゲンク兵と思おぼしき兵を接せつ収しゆうするようにと命じた。

　そうしておいて将軍は、直じき率そつの四百と共に出撃していったのだが。

　間まが悪いときは、こんなものだろうか。

　本陣に戦闘部隊がいないのに気づいたゲンク兵の一部は、本陣が移動したのだと勘かん違ちがいして前線の部隊目指してなおも駆け続けた。

　結果、ジラルディ将軍の伝令と駆け込んできたゲンク兵の双方から命令と報告を受け、前線部隊が混乱してしまう。

　とくにゲンク兵に直じかに接した兵は、「ル・アンヘルの封ふう鎖さが破られ、駐留部隊が討って出てきた」という彼らの言葉に動どう揺ようした。

　城内の兵数は一千。駐留部隊の兵力全部を投入できるはずもないから、よく考えればこちらに向かっているのは、せいぜい四、五百だろうと想像がつく。

　しかし。

　ゲンク兵が口々に喚わめいたのは、それだけではなかった。

「本陣に兵がいない！」

「将軍はどこに行ったんだ!?」

「もう陣払いしたんじゃないだろうな!?」

　討って出てきたル・アンヘル駐留軍の一部をジラルディ将軍が本陣の兵を率いて迎撃に向かったという情報は、まだ一般兵にまで行き渡っていなかった。

「まさか、将軍や幹部たちがすでにここを引き払ったのか？」

「そんな馬鹿なことがあるはずない」

「しかし、ゲンクの奴ら、たしかに本陣には戦闘兵がいなかったと、口を揃えて言っているぞ？」

「どういうことだ？」

「おい、もしかして新あら手てが来たんじゃないだろうな？」

　疑心は暗あん鬼きを呼び、不安は人の目を曇らせる。




　何が本当で何が本当ではないのか。

　いま何が起きていて、何が起きていないのか。

　通信手段などないこの時代の兵は、自分の目で確認できないなら、情報は人ひと伝づてに頼るしかない。

　それだけに、我々が考えるよりずっと容よう易いに噂や偽にせ情報に踊らされる。

　兵たちは、本当に将軍がいないのなら――ゲンク兵は「本陣は空だった」と断言している――それはどうしてだ？　と考える。

　そうして不安に怯おびえた頭は、悪い想像をしてしまう。

　将軍や幕僚は逃げたのではないのか？

　俺たちは捨て石として置き去りにされたのではないのか？

　本陣が空からになったってことは、つまり、後方がガラ空あきになっているってことか？

　新手が来たら、前と後ろから挟はさみ撃ちにされてしまうじゃないか！

　状況を把握し、じっくり冷静に考えれば、ここで挟きよう撃げきされる可能性など、あり得ないほど低いことがわかるはず。

　だが、兵たちは状況が理解できていない。

　じっくりと考えるだけの冷静さを失っている。




　そして兵たちが出した結論は。

「新手と増援部隊とで挟み撃ちにされたら全ぜん滅めつだ」
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　それでも第一、第二大隊はよく兵の動揺を抑えた。

　しかし、第三大隊の一部の兵が騒ぎだし、それにゲンクの兵が加わって、混乱が少し大きくなった。

「確かめに行く」

　と誰かが言いだし。

　それに追つい随ずいする者が現れ。

　彼らはゲンク兵と共に本陣が置かれている場所へと走った。

　それに気づいた隣の第二大隊の兵の一部が慌ててしまう。

「おい、第三の奴ら、撤収を始めたんじゃないだろうな？」

「そんな馬鹿な！」

「だが、奴ら、下がっていくぞ」

　これもよく見れば、後方へ走ったのはほんの一部の兵だということがわかる。

　しかし、普段とは違う心理状態になっている兵たちには、「一部の兵」が、退たい却きやくしていく第三大隊の露つゆ払ばらいのように見えた。

　今度は第二大隊の一部が混乱し。

　少しずつ動揺が周囲に波は及きゆうし始め。

　ついに第一大隊の兵の一部までが病に感かん染せんするかのように動揺し、浮き足立った。
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「誰もいないぞ！」

「どうなってるんだ!?」

　本陣が置かれていた場所に立った第三大隊の兵が大声を上げて、その場に残っている伝令要員に詰め寄った。そこには伝令要員が二、三十名ほど残っていたのだが、兵たちの目には空も同然としか映らない。

　伝令要員は必死に説明するが、将軍直属部隊の出撃を報しらされていない兵たちは、疑心暗鬼に駆られていることもあって容易に納得しない。

「将軍が自ら出撃だなんて、そんな馬鹿なことするか！」

「っていうか、将軍が自ら乗りださなきゃならないような事態なのか!?」

「サン・クデイス部隊が逃げたんじゃないか？」

「それこそ後ろがガラ空きだぞ！」

　集まってきた兵士たちが騒ぎだし、伝令要員だけでは収拾がつかなくなってきた。

　第三大隊の陣地から抜けだす兵がなおも続出し。

　ついには第二大隊の一部の兵士も持ち場を離れようとした。




　最前線に陣取る三つの大隊が混乱を来きたしていることに、見張っていたルーアル・ソシエダイ増援部隊の物見兵が気づいた。

　どういう理由かわからないが、ベティス軍部隊で何か問題が起こっているようだ。

　物見兵は本陣へ遣つかいを走らせる。

　本陣からは直ぐさま追加の物見部隊が送られてきた。

　新たな部隊は百名近い人数を揃えている。

　率いているのは中隊長で、単なる物見ではなく完全な大おお物もの見み、つまり多少の障しよう害がいならそれを力尽くで排除して偵てい察さつを強行する部隊だ。

　大物見部隊は強引に敵陣――ベティス連合軍陣地――に近づいていく。

　それがベティス軍部隊の混乱に拍はく車しやをかけることになる。

「敵だ！　ルーアル・ソシエダイ軍が迫ってきてるぞ！」

　大物見といっても、物見は物見。人数も百名ほど。

　兵数的にはなんの問題もない相手である。

　しかし、ベティス兵には本隊が突撃するための先さき駆がけのように思えた。

　直ぐ後ろに主力部隊が続いているのではないか。

　こちらの司令官がいなくなったこの機に乗じようじて、敵は総攻撃をかけてくるつもりではないのか。

　兵の動どう揺ようは一気に高まり、ついには小隊長などの下級指揮官まで浮き足立った。

　ベティス軍三大隊二千百は敵からの攻撃を受けないまま自じ壊かいしつつあり、その影響は黒こく死し病びようのような恐るべき感染力で、陣の左右に控えている騎馬部隊の四百にまで広がっていった。
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　危険を冒おかして近づいたかいがあった。

　大物見の中隊長はそう思う。

　直ぐ向こうに陣を構えているベティス軍が、かなり混乱しているのが見て取れたのだ。

「どうやら後方で何かあったのは間違いないな」

　何があったのかはわからないし、それを考えるのは俺の仕事ではない。

　大物見部隊の指揮官は自分の仕事だけを忠ちゆう実じつにこなそうとして、直ぐに本陣へ伝令を走らせる。

「敵は混乱し、一部の兵は退のき始めている。本隊は前進されたし」

　伝令は本陣へと駆け戻り、報告を受けた指揮官は、急きゆう遽きよ、主力部隊を前進させることにした。
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　緩ゆるやかな上り坂の下方に、ルーアル・ソシエダイ軍の大部隊――少なくとも一千は越えている――が出現すると、ベティス軍の三大隊は、ついに崩れ立った。

「このままだと挟み撃ちになる！」

「逃げるなら今のうちだ」

　背後には挟撃するほどの敵部隊など存在していないのに、兵たちは我先にと走りだす。

　この瞬間にベティス連合軍は半なかば瓦が解かいしたと言えるだろう。

　櫛くしの歯が抜けるように離り脱だつしていくベティス兵。

　それを確認した大物見部隊がさらに前進する。

　大物見部隊の前進を受けて、本隊前衛も前に出る。

　それを見て、なんとか留まろう、留まらせようと悪あく戦せん苦く闘とうしていた隊長たちまでもが、逃げていく兵のあとを追いかける始末だった。




　陣を構えていた三大隊が混乱したまま下がっていくのを、騎馬中隊の隊長たちも確認した。

　少し離れた場所にいるから混乱は騎馬部隊にまで感染していないが、何が起きているのか理解できないのは彼らも同様だった。であれば目の前の状況に対応するしかない。

　陣を構えていた三大隊が撤収していくのに、騎馬中隊だけ踏み留まっても意味がないという中隊長たちの判断も、当然といえば当然だった。

　最後までその場に留まっていたタントバイの騎兵たちも、敵の主力が接近してくるのを見て馬ば首しゆを巡らせた。




　こうしてベティス連合軍四千は、一戦もしないまま敗走を始めてしまった。

　前ぜん代だい未み聞もんの出来事のようだが、実戦ではたまに見られる展開ではあった。
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　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ部隊の八十とジラルディ将軍の直属部隊四百が、接近してくるル・アンヘル駐留部隊五百を視野に入れたとき。

　後方の異変に、直属部隊の後こう尾びにいた兵が気づいた。

「まさか敵襲!?」

　本陣から総司令官であるジラルディ将軍が離れた直後のことであるから、後方の騒がしさを敵増援部隊が襲ってきたためではないかと兵が考えたのも無理はない。

　もっともジラルディ将軍が本陣詰めの兵を率いて本陣を離れたことを、どうして間まを置かずに敵が知ることができたのかという疑問はあるのだが、緊迫した状況の中では、そこまで気を回す余裕が兵たちにはなかった。

　直ぐさま将軍の下へ伝令が走り。

　攻撃のための陣構えを取っていたジラルディ将軍直属部隊と白兎騎士団しろうさぎは、様子見のために攻撃行動を中断する。

　そして、もたらされた報告は。

「陣を敷いていた三大隊が崩れ立っております」

「なんだとぉ!?」

「敵の奇襲があったのか!?」

　将軍の幕僚から叱責にも似た鋭い声が上がり、伝令の兵は困ったような怯おびえたような顔になる。

「止やめよ」

　今にも伝令兵に摑つかみかかろうとする部下を抑えて、将軍は低い声で静かに訊きいた。

「敵の攻撃を受けたのか？」

「いえ……どうも戦闘はなかったようなのですが、詳しいことはわかりません。ただ、味方の兵が次々と後方へ退しりぞいているのは間違いなく、あのままでは間もなく敵増援部隊に陣を突破されます」

　幕僚たちは声を失い、蒼そう白はくな顔色でその場に立ち尽くす。

　アルゴラは僅わずかに眉を顰ひそめただけだったが、腹を立てているのは確実だ。

　一方、ヨーコは。

　怒るより何より、問題はこのあとどうするかだな。対応を過あやまてば全滅しかねない。

　そう思い、ジラルディ将軍の顔を見る。

「もはやル・アンヘルから出てきた部隊を叩いている場合ではないようですね」

　ぶっきらぼうな声でアルゴラがそう言うと、幕僚たちが、はっと我に返った。

「将軍、どうすれば!?」

　周りにいる幕僚たち全員の顔に、狼ろう狽ばいが色濃く浮かんでいる。

「落ち着け！」

　そんな部下を一いつ喝かつしておいて、将軍はしばし考える。

　やがて将軍は顔を戻し、部下を見渡した。

「こうなれば、この場を撤収するしかあるまいな」

「ですが、どこへ逃げれば？」

　そう訊いてきた部下を、将軍はギロリと睨んだ。

「勘違いするな。逃げるのではない。あくまで撤収するのだ」

「あ……はい、申し訳ありません」

　司令官が「逃げる」と言ってしまえば、その瞬間、完全に部隊が瓦が解かいしてしまう。

　こうなった以上、ジラルディ将軍としては秩ちつ序じよだった「撤収」をして、兵員の損そん耗もうを最小限に抑えなくてはならないのだ。

　この難なん局きよくに臨のぞんでそれを忘れないのは、さすがに総司令官と言える。

　だが、撤収の仕方が難しいのも確かである。

　敵の攻撃で敗走しているのなら、とにもかくにも指揮官を逃がすのが先決だ。

　しかし、今回はそうではない。

　崩れ立ったにしても、兵員の損害はほとんど出ていないはずで、指揮官や幹部が逃げ果おおせればいいというものではない。

　とはいえ、現実問題、将軍の周りには直属の四百と白兎騎士団しろうさぎの八十しかいないのだから、この兵数でここに踏み留まるわけにもいかない。

　まごまごしていれば、後方から迫ってくる敵増援部隊に追いつかれてしまう。

　直属部隊と白兎騎士団だけで逃げるのなら簡単な話だが、それではバラバラに下がってくる味方の兵が増援部隊に討ち取られてしまう虞おそれがある。というより、その可能性が高い。

　将軍は様々な策を仮か想そう演えん算ざんし比較検討してみるが、どれも帯に短き襷たすきに長しだった。

　将軍が迷っていると。

「面倒だから、あれを突破しませんか」

　とアルゴラが前方にいるル・アンヘルから出てきた部隊を指さした。

「何を無茶なことを」

「兵数は互角なのだぞ。あれにかまっているあいだに増援部隊に追いつかれたら、包囲されてしまうではないか」

　幕僚たちは呆れた顔でアルゴラの提案を否定するが、ジラルディ将軍は。

「いや待て」

　部下を押し留めておいて、アルゴラの顔を見やった。

「それしかないかもしれんな」

「しょ、将軍!?」

「あれを突破した後、少し先で止まって陣を構える。さすれば退却してくる味方の兵を収しゆう容ようできるだろう。というか、しなくてはならん」

　ふむ。さすがに大平原を任されたベティスの将軍だけのことはある……か。

　アルゴラは少し将軍のことを見直した。

　もし彼が自分だけ逃げようとするのなら、この場で見限ってやろうかとも思ったが、もう少しつき合ってもいいかと思い直す。

「ですが、それでは確実に増援軍に追いつかれます！」

「その程度の危険は止やむを得まい。それに、敵は突撃して陣を突破したわけではない。つまり、勝利の勢いのままに追撃してくるわけではないということだ。時間的な余裕は思ったよりもあるだろう。こちらは戦って敗やぶれたわけではないしな。後退してくる兵をまとめられれば、増援軍も迂う闊かつに手は出せまい」

　将軍の言うことには一理ある。まぁ、賭かけではあるがな。

　だが、一度こうと決めた以上、少しくらい危険な賭であろうと、アルゴラはつき合うつもりだ。

「では、眼がん前ぜんの五百は無視して後方へ走ればいいのでは？」

　部下の一人がそう訊くと。

「あれを放ったままでは、我らのあとを追いかけられる虞がある。陣を構える場所まで引き連れていって増援軍に連絡をつけられたら、こちらが兵をまとめる前に襲われてしまう。あれは叩いておいて、我らのあとを追ってこられんようにしないとならん」

　それもまぁ、妥だ当とうな判断だな。しかし、確実に叩いて素早く突破しないと、それこそ追いついてきた敵部隊に囲まれて全滅だ。であれば。

　少しも表情を変えずにアルゴラは一歩進みでた。

「我らが先陣を切って斬り込みましょう」

「おお、頼めるか」

「仕方がありませんね」

　仕方がないと言っているが、ビアンティティセスには、思う存分に斬り合いができる事態になったことをアルゴラが喜んでいるのは間違いないように思える。

「我らが斬り込んであの部隊を突破します。それであれは散り散りになるでしょうから、もう追いかけては来られないはず。もし追いかけてくるにしても、我々を、でしょう。将軍はその隙に下がってくる兵を収容して部隊を立て直してください」

　ジラルディ将軍が殊しゆ勝しような顔になった。

「危険な役目を押しつけるようで、すまんな」

「かまいませんよ。こういうときのために我々がいるのですからね。我々は敵を振り切ったら、そのまま中央湖方面へ走ります。敵はル・アンヘルを越えてまで追いかけてはこないでしょうが、念のため、船着き場を押さえておきます」

　船着き場を押さえても兵員すべてを輸ゆ送そうできるだけの船はないのだが、もしも主力が敗走してきた場合、将軍以下の幹部だけでも船に乗せようと、そういう意味だ。味方が無事にキュラソール方面に逃れたら、自分たちは船でキュラソールへ渡ればいい。

「よろしく頼んだ」

「せいぜい頑張りますよ」

「よし、サン・クデイス軍に、自分たちの才覚で退却するようにと伝令を送れ！」

　部下に指示を出す将軍を横目にアルゴラは、これでベティスに恩おんを売ることができた、同時に敵と斬り合うという自分好みの展開に持ち込めると考えた。

　難しい顔で将軍に接しているが、アルゴラが今にも踊りだしそうなほど浮かれているのを、ビアンティティセスだけでなくヨーコも感じ取っていた。

　ヨーコはため息を吐ついて腰の刀に手をやる。

　まったく、何がどうしてこうなったのやら。だが、こうなってしまった以上、最善のことをして、なんとか部下を無事に連れ帰らなくてはな。あと、アルゴラ隊長が暴走しそうになったら止めなくては。団員に被害が出るような事態になったら、本城に戻ったとき、団長から怒られるのは確実だ。

　ヨーコは、ふっ、と微かな笑みを浮かべた。

　不思議な女だ、ガブリエラは。優柔不断かと思えば即断即決。素直で慎しん重ちようかと思えば、強ごう情じようで大胆不敵。敵も味方も欺くほど黒くて剣けん呑のんなくせに、同期たちから絶大な信頼を得るほど白くて誠実なのだからな。

　この危難に際してガブリエラが団長になったのは、天が彼女を選んだためではないだろうかと、そんなことまで考えてしまう。

　と同時に、レフレンシアの眼力の確かさにも感心する。

　もっともそのせいで、彼女自身が望みもしなかった白兎騎士団しろうさぎ入団の憂うき目にあったわけだが。

　いやまぁ、昔のことはいい。今は目の前の危機を乗り切ることに専念しよう。

　ヨーコは左手で刀の柄つかを強く握った。
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　わけがわからないのはベティス側だけではなかった。ルーアル・ソシエダイ増援部隊の側も同様である。

　気がつけば、自分たちを阻止すべく陣を敷いていたベティス軍が退たい却きやくを始めているのだから当然だ。

　そこだけを見れば喜ぶべき事態だが、これで相手の罠を疑わない指揮官がいたなら、そいつは単なる阿あ呆ほうだろう。

　増援部隊の指揮官も敵の罠ではないかと疑った。

　したがって、その後の行動も慎重さを優先させることになった。

　さらなる大物見部隊を送りだし、前方の安全を確保してから漸ぜん進しんする。

　追撃というような速度は期待できないが、味方の安全確保が第一だ。




　何度も言うが、彼の任務は三千の兵をル・アンヘルに入れ、アリアンレイの指揮下に入ること。

　それ以上でも、それ以下でもない。

　もちろん、ここでベティス軍を討ち破れれば恩おん賞しように与あずかれるだろうが、そのために兵員を犠牲にしては、恩賞どころか責任を追及され、処罰されてしまうだろう。

　彼の対応も仕方がないことではあった。




　大物見を進め、先陣を進め、本隊を進める。それを繰り返しつつ、ようやく増援部隊はベティス軍が陣を敷いていた場所を通過した。

　すでにベティス軍が崩れ立ってから、かなりの時間が経過している。おかげでジラルディ将軍には時間的な猶予ができた。

　この辺りは将軍の読みが当たったと言えよう。
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「突撃」

　あまり熱のない様子で、アルゴラは抜き放った剣を振った。

「続け！」

　ヨーコのほうはもう少し感情を込めて手にした刀を掲かかげた。

　二人の隊長に率いられた鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの八十は、疾しつ風ぷう迅じん雷らいというべき速さでル・アンヘルの駐留部隊五百に突進した。

　戦う必要がないのは、ル・アンヘルの駐留部隊五百も増援部隊と同様だ。

　彼らはベティス軍と睨み合っている増援部隊と合流するために街を出てきただけで、単独で敵と戦うためではない。

　ベティス連合軍を発見した駐留部隊五百は、敵陣の配置を見届けた後、陣を迂回して増援部隊に合流しようと考えていた。

　増援部隊と睨み合っているはずのベティス連合軍が、いきなり自分たちに襲いかかってくるとはこれっぽっちも予想していなかったから、突進されて大いに焦った。

　しかもその上。

　自分たちに向かって突進してくるのが、あの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎではないか。

　特徴的な兎うさ耳みみ兜かぶとが遠目にもはっきりと識しき別べつできる。

　ル・アンヘルの街の攻防で、一度、白兎騎士団しろうさぎに痛い目に遭っている彼らは、それを見ただけで腰が引けてしまう。

　今回は今回で、街の城壁間際で彼女たちの超人的な腕前を見せつけられているから、兵だけでなく幹部も浮き足立つ。

「ど、どうすれば？」

「正面からぶつかるのは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。相手にするな。退ひけ、退け」

　部下の動揺が伝う染つったわけでもあるまいが、指揮官はとにかく逃げることを選択した。

　しかし、街道の周りに広がるのは広大な平地。とくに、ベティス連合軍が陣を敷いていた辺りが高みであったから、どこへ逃げようと丸見えだ。

　おまけに、アルゴラに率いられた白兎騎士団しろうさぎの突撃速度は彼らの想定を遙かに超えていた。

　普通に考えれば、五百対八十。

　戦力比は六・二五対一。

「一」のほうからすれば、戦う気にもなれない圧倒的な戦力差ではあるが、白兎騎士団しろうさぎ側からすれば、勝つ必要のない戦いでもある。

「足を止めるな！　敵を倒す必要はないのだ。斬り抜けろ！　駆け抜けろ！」













　アルゴラを先頭に、縦じゆう陣じんとなって疾風はやての如ごとく駆けていく白はく兎と部隊の前に立ち塞ふさがるような命知らずの敵兵はいなかった。

　もっとも、立ち塞がらずとも、辺りをうろうろしていてアルゴラに突き倒される兵が続出する。

「敵を倒す必要がないって言っといて、自分では突き殺すんだね、アルゴラ様」

　走りながらジアンがそう言うと、横を走っているデイレィが、

「まぁアルゴラ様だから」

　と苦笑した。

　そんな二人も、手近にル・アンヘルの兵がいれば、遠慮せずに吹っ飛ばしたり殴り倒したりしているのだが。

　とにもかくにも、突入してきた白はく兎と部隊のおかげで、ル・アンヘルから出てきた駐留部隊五百は大きく左右に割られてしまい、早くも部隊としての統とう制せいが失われつつある。

　白兎部隊の勢いに押され、彼女たちの前面に展開している兵たちが我先にと道を譲ゆずり始めると、部隊は四分五裂という状態に陥った。

　突撃した白兎騎士団しろうさぎの八十人はあっさりと敵陣を突破し、反対側へと抜けでた。




　その様はまるで白く輝く一陣の疾しつ風ぷうが戦場を吹き抜けていくようだったと、後にル・アンヘル駐留部隊の兵は語ったという。

　軽傷者は数名出たが、討ち死にどころか、重傷者の一名すら出さないという鮮やかな白兎騎士団しろうさぎの突破だった。

　これを戦意の差と捉とらえるか。

　それとも兵の練れん度どの差に原因を求めるべきか。

　あるいは双方共に戦う必要がなかった――心の底から戦いたかったのは、たぶんアルゴラ一人だっただろう――という特殊な状況にその理由を求めるべきか。

　いずれにせよ、また一つ白はく兎と騎士団の伝説に新たな一頁が加わったのは間違いない。
















　最後尾を任されていたヨーコが、少し離れた場所から矢を射ってきた兵に追いすがって斬り倒すと、辺りにはもう敵兵の姿はなかった。

　ル・アンヘル駐留部隊の五百は散り散りばらばらになり、部隊としての機能を完全に喪そう失しつしてしまった。

「まだ止まるな。このまま駆けるぞ。一リーガほど走ったら一旦停止だ」

　返り血で白銀の鎧を赤く染めたアルゴラは走る速度を落として、後続の部下に大声で指示を送る。

「ビアンテ、ジアン、デイレィ、先頭に出ろ」

「了解しました」

「了解っす～～」

「了解です」

　三人はそのまま駆け抜け、列の先頭に出た。

　逆にアルゴラはその場に留まり、最後尾から走ってくるヨーコを待つ。

　目の前を通り過ぎる部下の顔をアルゴラは一人ずつ確認していく。

　やがてヨーコが走ってきて全員が通過した。













　アルゴラは再び走り始め、ヨーコに並びかける。

「ご苦労様です、アルゴラ隊長」

「ヨーコもご苦労だったな」

「全員通りましたね？」

「一人も欠けていない」

「それはよかった」

　並んで走りながら、二人は少しだけ表情を和やわらげる。

「あとから来た五百は、あれで当分無力になっただろうから、増援軍が予想外の急きゆう追ついをしてこない限り、ジラルディ将軍が兵をまとめる時間はできたはずだ」

「まとめたとしても、増援軍を振り切って退却できるでしょうか」

「それは知らん。こちらとしてはやるだけのことはやった。そこまで面倒は見切れん。あとは将軍が上う手まくやってくれなくては困る」

「まぁ、そうですね」

「とはいえ、将軍が味方をまとめ切って上手く退却できたとしても、反撃の夢は潰ついえた。これで大平原は、あらかたルーアル・ソシエダイのものとなるだろうな」

「……ですね」

「さて、この戦の報告を受けた我らがガブリエラ団長は、果たしてなんと言うかな」

　そう言ってアルゴラは、にやりと笑う。

　なんだか楽しそうに見えるのは、たった今、斬り合いをしてきたばかりだから……というだけではなさそうだ。

　アルゴラの言葉に、ヨーコはガブリエラが言いそうなことを考える。

　ガブリエラ団長なら、きっと「余計なことをした」とか言うのだろうな。

　この辺は、アルゴラの想像とあまり変わらない。

　とにかく団長、優しそうな見た目とは裏腹で馬鹿には厳しいからな。馬鹿な作戦にも容よう赦しやがない。あれほど見た目と本性が乖かい離りしている人間も珍しい。

　ヨーコなど、むしろそこに感心してしまうのだが。

　いやいや、それよりも。

「我々はどうしますか？」

　ヨーコは隣を走るアルゴラにちらっと視線を向けた。

「本城へ引き揚げるしかないさ。大平原ここでできることはもうなくなった。そうだろう、ヨーコ？」

「ええ、わたしもそう思います」

「では、マナティウスに帰り着いたら、帰き還かんの準備だ」

「ベティスが何か言いませんか？」

「我々はこの撤退の最大の功こう労ろう者しやだぞ。何も言えるはずがない」

　ヨーコはアルゴラから視線を外して前方を見やる。

　そして、こんなことを思った。

　この女ひとも大たい概がい、人が悪いな。いや、今さらの話か。

　隣を走っていたアルゴラが、ぐりんっと顔を巡らせた。

「何か言いたいことがあるのか、ヨーコ？」

　どうして視線を外したのに、わたしの考えを察知できるんだっ!?

　という疑問は胸に秘め、ヨーコは素知らぬ顔で前を見たまま走り続ける。

「いいえ、何も」

　疑わしそうにヨーコの横顔を見ていたアルゴラだが、やがて諦めたのか、彼女も前を見た。

「しかし、ベティス軍のこの失敗、団長の戦略に悪影響を与えないといいんだがな」

　あ、そこは気にしているんだ。

　ヨーコには少し意外だったが。

　しかし、アルゴラ隊長の言うとおりだ。これがガブリエラ団長の戦略にとって支し障しようとならなければいいのだが。

　大平原ではルーアル・ソシエダイ軍が圧倒的に有利な情じよう勢せいとなった。

　一方、クセルクス盆地にはシギルノジチ軍が迫っている。

　この危機的状況を、どうやって打開するのか。

　二人にはガブリエラがどんな絵を描こうとしているのかわからない。

　けれど、自分たちが思いもよらない絵を構想しているのは確かだと思える。

　というか、構想してくれていないと困ってしまうのだが。まぁ、お手並み拝はい見けんだな。

　ガブリエラなら必ず打開策を提示してくれるだろうと、アルゴラもヨーコもそう信じながら走るのだった。




　　　　　19




　アルゴラたちがマナティウスに戻った翌日――。




　まるで計ったかのようにガブリエラから帰還命令が届いた。

「団長なら、こうしてくれると思ったよ」

　命令書を受け取ったアルゴラは、そんな感想を述べた。

「というか、この程度の先読みができなければ、レフレンシア様が彼女を抜ばつ擢てきするはずないのだからな。では、ジラルディ将軍のところへ行ってくるか」
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　あのあとジラルディ将軍は、無事に兵をまとめてマナティウスに戻っていた。

　作戦失敗の後始末に追われている将軍の執しつ務む室しつを訪ねたアルゴラが、ガブリエラ団長からの命令を持ちだすと。

「致し方あるまいな。こちらはもう専守防衛に徹てつするしかない状況だ」

　将軍は自嘲気味にそう言って、白兎騎士団しろうさぎの帰還を認めてくれた。




　出撃した兵員に人的被害があまり出なかったのは不幸中の幸いだが、増援部隊に打撃を与えるという将軍の目もく論ろ見みが空振りに終わった今、ルーアル・ソシエダイ軍は、北部中央湖方面で四千以上の部隊を、同様に南東部でも五千近い兵を動かせるだけの態勢が整ったことになる。

　しかも潜せん入にゆう調査員から、さらなる増援軍がルーアル・ソシエダイ本国を発たつだろうという連絡も入っている。

　潜入調査員は知らなかったが、この部隊は大平原に戻るアリアンレイが率いることになるはずだった。

　それに比して、ベティス軍が大平原で動員できる兵は最大に見積もって三千から三千五百くらいしかいない。

　動員するというより、最前線の都市国家を守るだけで手一杯で、とても兵を動かせる状況にはないと言ったほうがいいだろう。

　今回の企てが失敗に終わった以上、いつまでも友好都市の兵をマナティウスに留めておくわけにもいかない。

　ジラルディ将軍としては、西方の動乱が片付いて本国から増援が送られてくるまではひたすら守りを固めるという戦術しか取れないのだから、今さら百ばかりの白はく兎と騎士団員がいてもいなくても戦局には大して影響しない。だったら本城に戻ってシギルノジチに対抗してくれたほうがまだマシという話だ。




「では、我々はクセルクス盆地へ戻ります。それと団長から将軍への託ことづけですが」

　アルゴラがそう言うと、将軍は、うん？　と首を傾かしげた。

「なんと言ってきたのだ、おまえたちの団長は？」

「大平原はいずれ奪とり返せばよいのですから、いまは隠いん忍にん自じ重ちようが肝心です、と」

　将軍は力のない笑みを浮かべ、弱々しく応えた。

「今さら言われるまでもない。何かしたくても、何かできるような兵を集めるのは当分不可能だ。忠ちゆう告こく、痛み入ると君たちの団長殿に伝えてくれ」

「必ずお伝えします」

「では、元気でな、アルゴラ殿」

「将軍も」

「シギルノジチのほうは頼んだぞ」

「まぁ……団長がなんとかするでしょう」




　こうしてアルゴラとヨーコの部隊も大平原を引き払うこととなった。

　現実的には、これ以降、大平原の大半はルーアル・ソシエダイの手に落ちたといっていい状況だった。
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　囚とらわれのレフレンシアたちはルーアル・ソシエダイ王国が用意した館に軟なん禁きん状態で、とくにすることもない。

　かといって、連日連夜に亘わたる厳しい取り調べがあるわけでもない。むしろ、取り調べらしい取り調べなどほとんどなく、些いささか暇ひまを持て余し気味のレフレンシアは、館の居い間ま兼食しよく堂どうで、日がな一日、ダラダラと過ごすことが多かった。

　今日も今日とて、朝食が終わったあとに食しよく卓たくでお茶を飲みながら、見張りの兵を通じて王宮側にねだった書物を読んでいるところだった。

　さすがに今日は西せい羅ら服ふくではなく、ごく普通の長なが裳もに腰丈の上着を羽は織おっている。




　居間兼食堂には小さな明かり取りの窓が壁の高いところにあるだけなので、外の様子は窺うかがえない。

　天井からぶら下がっている吊り照明はそれほど立派な物ではなく、室内はやや薄暗い。レフレンシアは食卓に燭しよく台だいを載のせて手元を照らしていた。

　部屋には装そう飾しよくがほとんどなく、実に素っ気ない印象だ。

　あるのは実用的な姿見が一つと、壁に飾られた二枚の肖しよう像ぞう画がくらいである。

　そこに描かれているのはバロス三世の先代とか先々代とかなのだろう。もしかするともっと以前の王かもしれない。

　なかなか重じゆう厚こうな筆ひつ致ちで、腕のいい画家を雇って描かせたと思わせるその肖像画が居間兼食堂に厳おごそかな雰囲気をもたらしていたのだが、今はレフレンシアのいたずら描きによって――口ひげとか鼻毛とか眉毛とか睫まつ毛げとかが適当に描き足されている――すべてが台無しになっていた。

　護衛の兵士に見られたらどうしよう!?　とアスカやジュンエンたちは真っ青になったものだが、これまでは居間兼食堂にまで兵士が足を踏み入れることはなく、今のところ事なきを得ている。

　居間には立派な暖だん炉ろが設しつらえてあって、薪まきがくべられ、暖あたたかく柔らかな橙だいだい色の炎が燃えていた。

　石造りの館は平屋建てでそれほど大きくはないが、五人で過ごすには充分な広さだといえる。

　最初から軟禁用に造られたのか、それともあとで改かい築ちくしたのかは不明だが、窓という窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はまっており、外壁には魔術封じの護ご符ふがあちこちに貼られていた。

　もっとも、魔術封じの護符がなくても、魔ま封ふうの首くび輪わを嵌はめられているレフレンシアやフェレッラは魔術を使えないのだが。




　居間兼食堂の扉が開いて、レフレンシアの秘書官、ジュンエン・ジュエルハウデが顔を見せた。

「レフレンシア様」

　書物から目を離し、レフレンシアが顔を上げる。

「なんだい、ジュンエン？」

　ジュンエンは、げんなりとした顔でレフレンシアの下もとへ歩み寄ってくる。

　配はい膳ぜん室しつ兼厨ちゆう房ぼうで洗い物をしていたアスカとフェレッラ、ミンツァが、何かあったのかと覗のぞきに来た。

　昨日まで世話をしてくれていた女給が逃げだしてしまったので、今朝はこうして自分たちで食事を作り後片付けをしなくてはならない。

　ジュンエンは食卓の上に一枚の羊よう皮ひ紙しを載のせると、ため息混じりに言った。

「王宮の責任者の方から、また抗こう議ぎ文ぶんを手渡されたです。同時に『いい加減にしないとこちらにも考えがあるぞ』と脅おどされましたです」

　レフレンシアは、目をぱちくりとさせて訊き返す。

「何か抗議されるようなことをしでかしたのかい、ジュンエンは？」

　アスカは堪たまらず配膳室から飛びだして突っ込んでいた。

「あんたですよ、しでかしたのは！」

「え？」

　レフレンシアが驚いた顔をこちらに向けてきたので、アスカはもうどうしたものかと頭を抱えてしまう。

「わたしがかい？」

　レフレンシアはしきりに首を捻ひねった。

「わたしが何をしでかしたと言うのだい？」

「何をって、ここで世話をしてくれてる女給を襲って、触ったり揉もんだり捲めくったり脱がせたりしたでしょうが！」

「襲ってはいないよ。それはまぁ、ちょっと仲良くなりたくて濃のう厚こうな触れ合いを求めたことはあるけれども」

「それを『襲った』って言うんです！」

　レフレンシアが小さく肩を竦すくめる。

「見けん解かいの相そう違いだな」

　言うだけ無む駄だか。言うだけ無駄なのか、この女おんなには。

　うんざりだといった顔でアスカは肩を落とし、ミンツァは我関せず……というより、関わりたくないとばかりに、配膳室の中へ引っ込んでしまう。

「いえあの、見解の相違で済めばいいのですが。これ以上、相手方に迷惑をかけると、レフレンシア様、監かん禁きんされてしまうかもしれませんですよ」

　とジュンエンは諫いさめるのだが。

「それは困る。監禁されたら、可愛い女給さんに世話してもらえなくなってしまう」

　気にするのはそこじゃないだろ！

　アスカは内心で盛大に突っ込んだ。

　一方、ジュンエンはレフレンシアを脅しに出た。

「それよりも。女給ではなくて、むくつけき兵士が世話役として派遣されるかもしれませんよ？　もう朝から晩まで、むくつけき大男がレフレンシア様にかかりっきりです」

　レフレンシアが、む？　と眉を顰ひそめる。

「それだけは勘かん弁べん願いたいな」

「で、し、た、ら」

　上体を折り曲げたジュンエンは、真剣な表情でレフレンシアを正面から覗き込んだ。

「もう少し遠えん慮りよしてくださいませんですか」

「そうだな。少し控え目かつ抑え目に襲うことにするよ」

　かくっ、とジュンエンがずっこける。

「やっぱり襲ってるじゃない！　自分で言ってるじゃない！」

　我慢できずに、アスカは口に出して突っ込んでしまった。

「あれ？　おかしいな。襲ってはいない……はずだよ？」

「自分でやっといて、はずとか言うな～～っ！」

「はいはい、わかったわかった」

　どこまでわかっているのやら。

　ぜぇはぁと荒い息を吐はきながら、アスカはレフレンシアを見やったが。

「それより、何かお茶菓子はないのかい、ジュンエン。食事のあとは、やっぱりこう、ちょっと甘い物とか口に入れたくなるよね」

　駄目だ、こいつ。もう本当に、いろいろ駄目だ、こいつは。

　アスカは天を仰いで嘆たん息そくする。

　ジュンエンも切なそうにため息を漏らしたが、やがて気を取り直してレフレンシアに向き直った。

「わかりましたでっす」

　ジュンエンは小脇に抱えていた布製の袋を取りだして、じつは、と言った。

「抗議文を受け取るとき、一緒に差し入れをいただいたのです」

「差し入れぇ？　誰から？」

「ルーアル・ソシエダイのアクレイム商会から、だそうです」

　アスカやフェレッラがレフレンシアの顔を見やる。

「……ふぅん」

「お知り合いでもいるんです？」

　とアスカが訊くと。

「知らないね」

　かくっ、とアスカがずっこけた。

「知らない商人が、どうして敵の捕虜に差し入れをくれるんです？」

「さてね。どうしてだろうね。で、中身はなんだい、ジュンエン？」

「焼き菓が子しだそうですよ。ほら、美お味いしそうです」

　ジュンエンは食卓に載せた袋の口を開け、中身が見えるようにとレフレンシアのほうへ傾かたむける。

　中を覗き込んだレフレンシアが、へぇ、と小さな歓かん声せいを上げた。

「本当だ。美お味いしそうじゃないか。フェレッラ、ミンツァ、洗い物は中断してこっちにお出いで。焼き菓子を囲んでお茶会と洒落しやれ込もう」

「いえ、ちょっと待ってください、副団長」

　アスカが真剣な表情で進みでてきた。

「どうした？」

　というレフレンシアの問いに応えず、アスカはジュンエンを押し退のけるようにして、袋に手を突っ込んだ。

「ア、アスカさん？」

　驚くジュンエンの前で、アスカは二つ、三つと焼き菓子を取りだして顔の前に掲かかげ、それらの匂においを嗅ぎ、そして。

　いきなり一口ずつ齧かじった。

「アッ、アスカさん、お行ぎよう儀ぎが悪いですよっ！」

　ジュンエンが押し留めようとすると。

「ふぅん。アスカはそれに毒が入っていると思うのかい？」

　レフレンシアの声に、ジュンエンがギクリと固まった。

「さて、どうですかね。でもまぁ、念には念を入れておいたほうがいいかなって思うんですよ」

「アスカがそうしたければ、任せるさ」

　レフレンシアは平然とそう言って、温ぬるくなったお茶を一口、啜すすった。

「適当ですね！　こっちは貴女あなたの身を案じてるってのに」

「けど、今さらわたしを毒殺するってのが意味不明だろ。殺す気なら、捕まえたあとにいつでも殺せたんだし」

　アスカがキツい目でレフレンシアを見やる。

「正面から殺すのは外がい聞ぶんが悪いので、こっそり暗あん殺さつするってのは、充分あり得ると思うんですけど？」

「そうだね。否定はしないけど」

「けど？」

「それもまだるっこしいと思うんだよ。そうだな、ルーアル・ソシエダイ以外のところから暗殺者が送られてくるってのなら、まだわかるけどね」

「ああ、その可能性はわたしも考えてますよ」

　手にした茶器を受け皿に戻したレフレンシアは、

「で。どうなんだい、その焼き菓子の味は？」

　と訊いてきた。

「特に不ふ審しんな点はないようですね。なんだったら全部を確かめますけど」

「いや、そこまでしなくてもいいよ。っていうか、君が齧った焼き菓子を食べるのかと思うと悲しくなる」

　アスカが大きく仰のけ反ぞった。

「うわ、酷ひどいな」

「君が口移しで食べさせてくれるのなら、それもいいけど」

「断固、お断りしますよっ！」

「あっあのっ、でしたら……」

「ん？　どうかしたかい、ジュンエン？」

　ジュンエンは顔を赤くして俯うつむいた。

　どうやらすんでのところで、それを口にするのを思い留まったらしい。

「いえ……なんでもありませんでっす」

「じゃあ、ジュンエン、お茶の用意を。フェレッラとミンツァも連れてきて」

「あ、ただいま」

　ジュンエンは慌ててお茶を取りに配膳室兼厨房へ走った。
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「では、いただきます」

　小さな焼き菓子の一つを抓つまんだレフレンシアは、それをひょいっと口に放り込む。

　アスカ、ジュンエン、フェレッラ、ミンツァも彼女に倣ならって焼き菓子を口に入れた。

　さくさくと焼き菓子を嚙かみ砕く音が居間兼食堂に響く。

「うん、なかなか香こうばしくて甘くて、これは美う味まいね」

　レフレンシアは満足げな顔で口の中の焼き菓子を味わっているが。

「……ん……ん？」

　フェレッラが怪け訝げんそうな顔で口を開け、手の指を口に入れ、中からごく小さな紙片を引っ張りだした。

「なんだろ、これ。紙切れが混じってる。いい加減な焼き方をしたものだな。いや……小麦粉とかバターを捏こねるときに混ざったのかな？」

　口から出てきた丸まった紙し片へんを部屋の隅すみに置いてある塵ごみ箱ばこに捨てようとフェレッラが腰を浮かせると。

「ちょっと待て、フェレッラ」

　レフレンシアが鋭い声を上げた。

　彼女の目つきも声こわ音ねに劣おとらず鋭くなっている。

「その紙片を見せてくれ」

「え？」

「ほら、早く」

　レフレンシアが手を伸ばしてきたので、フェレッラは怪訝そうな顔のまま、人差し指と親指で抓んだ紙片を差しだした。

「あの、いいんですか？　わたしの唾だ液えきで濡れてますけど」

「よく味わうよ」

「あ、味わわないでくださいよ、こんな物を！」

　なんだか泣きそうな顔になったフェレッラが、恐る恐るといった体ていで紙片をレフレンシアに手渡す。

　受け取ったレフレンシアはしわくちゃになった小さな紙片を伸ばし、天を仰あおぐような体勢でそれを眼前にかざす。

「ああ、やっぱりだ」

「え？　何がどうしたんです？」

　アスカが上体を乗りだした。

「これは通信紙だね」

「えぇっ!?」

　アスカ、ジュンエン、フェレッラ、ミンツァが一斉に息を呑のんだ。

「この一枚だけじゃ何もわからない。おそらく……」

　紙片を卓上に置いたレフレンシアは、いつになく真剣な眼差しを焼き菓子に注そそいだ。

「手分けしてこの焼き菓子を割って。で、他にも中に紙片が入っていないか、確認してもらえないかな」
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　食卓の上、レフレンシアの前に幾つもの小さな紙片が並べられた。

　彼女は先ほどから、それを並べたり崩したりしている。

「……こうか？　これで意味が通じるようになったな」

　というレフレンシアの言葉に、四人は卓上を覗き込む。




「様へ」

「趣味」

「性せい癖へき」

「存分に」

「発揮」




「な、なんすか、これ？」

　アスカがレフレンシアの顔を見やる。

「暗号とまではいかないけど、万一、誰かに見つかったとしても意味がわからない程度には略されているということだね」

「副団長にはわかるんですね？」

「いや」

　かくっ、とアスカが小さくずっこけた。

「これから意味を考えようということさ」

「あ……はぁ」

　全員がもう一度、紙片に目を落とす。

「まず、これを誰が送って寄よ越こしたか……だけど」

　アスカが探るような視線をレフレンシアに向ける。

「誰なんです？　それもわからないんですか？」

　レフレンシアは紙片の一枚を手に取って、もう一度、眼前にかざした。

「たぶん、フェーレンだな」

「え？」

　四人の目がレフレンシアの口くち許もとに集中する。

「フェーレンって、四番隊のフェーレン隊長ですか？」

　とジュンエンが訊くと。

「そう、こんな洒落た真ま似ねができるのはフェーレンくらいだよ、ジュンエン。あるいは猪ちよ口こ才ざいな真似、といってもいい」

「で、ですがレフレンシア様、この焼き菓子はルーアル・ソシエダイの商人の家からの差し入れだそうですよ？」

　ジュンエンの視線が、レフレンシアの顔と焼き菓子のあいだを行ったり来たりする。

「フェーレンの奴はいろんなところに伝つ手てを持っているからな。ルーアル・ソシエダイ王宮に出入りするような商人を知っていたとしても不思議じゃない」

　レフレンシアの説明を聞きながら、アスカは内心で首を捻る。

　四番隊隊長フェーレンの顔がよく思いだせなかったからだ。

　顔を見たことがない……なんてことはないよな。相手は番隊長様なんだから。なら、どうして顔が思い浮かばない？

　アスカは一度見た顔は忘れない質たちだ。そうでなくては、何でも屋などやってはいられない。

　なのに顔を思いだせないってのは……よほど印象の薄い奴なのか。いやでも、番隊長様だぞ？　そんなに印象の薄い奴が幹部に昇れるものか？

　アスカは、鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの幹部たちの顔を思い浮かべる。

　番隊長筆ひつ頭とうのクシューシカ以下、番隊長のアルゴラ、ヨーコ。

　庶しよ務む分隊長のマクトゥシュ。

　救急分隊長のアナ。

　特とく務む分隊長のレオノーラ。

　いずれもが一ひと癖くせも二癖もある、強きよう烈れつな印象の団員ばかりだ。

　その上、団長がアレだろ。そして副団長がコレだ。一癖、二癖どころか、百癖もありそうな二人じゃん。

　不意にレフレンシアが顔を上げ、疑念の籠こもった目をアスカに向けてきたので、彼女は慌ててそっぽを向く。

　ほら、これだよ。鋭いっていうか油断ならないっていうか。あんな目で睨まれたら、一生忘れないわ。でも、フェーレンっていう番隊長のことは記憶に残ってないぞ。それってつまり、何も活躍していないってことじゃないのか？　どうしてそんな奴が番隊長なんだ？

　そっぽを向いたままアスカがあれこれと考えていると。

　自分に加わっていた圧力が不意に減じた。

　は～～、副団長、視線を外してくれたみたいだな。

　アスカは内心で安あん堵どの息を吐はきながら、もう一度、そっと卓上の紙片に目を向ける。そのまま視線を固定して、決してレフレンシアと視線を合わさないように注意しながら訊いてみた。

「それがフェーレン隊長が送ってきたものだとすると、意味が見えてくるんですか？」

「そうだな。考え易やすくはなる。まず最初の『様』だけど、これはわたしに宛あてたものだと見ていいだろう」

　なるほど、とアスカが頷いた。

「番隊長様が『様』と呼ぶんですから、そりゃあ相手はレフレンシア様ですね」

「となると、続く『趣味』と『性癖』も想像がつく」

「つまり、レフレンシア様の趣味と性癖を指してるってことですか。レフレンシア様の趣味と性癖……ってぇぇ!?」

　アスカは震える手でレフレンシアを指さした。

「ま、まさか、可愛い女の子にやたらと手を出す、その腐くさった根こん性じようのことじゃ……」

　ジュンエンやフェレッラ、ミンツァが驚きの顔をアスカに向け、そして直すぐにレフレンシアに向き直る。

「酷い言い草だな、アスカは」

　憤ふん然ぜんとした顔でレフレンシアは応えた。

「別に腐ってはいないだろ？　可愛い女の子がいれば手を出したくなるのは、人としてごく自然の成り行きだろ？」

　突っ込みたい。けど、ここで突っ込んだら……死ぬまで絡からまれ、未み来らい永えい劫ごう嫌みを言われそうな気がする。

　アスカは喉まで出かかった突っ込みの言葉を、必死の思いで呑のみ込んだ。

「そ、そうデスかね。まぁ、わたしにはよくわかりませんケド」

「アスカには、可愛い女の子を愛めでる雅みやびの心が足りないんだよ」

　うお～～、突っ込みてぇぇぇ。でも、突っ込んだら負けぇぇぇ。

「君くらいの年になれば、可愛い女の子を可愛がる、そんな心の余裕を持たないとね」

　ぐあぁぁ、わたしの年のことには触れるなぁぁっ！

　アスカが身をよじって自分を抑えていると。

「さてそうなると。最後の二つ、『存分に』と『発揮』の言葉の意味は自然に導かれるわけだ」

　ギクリ、とアスカが固まった。

　アスカだけではない。

　ジュンエンも。

　フェレッラも。

　ミンツァも。

　自分の腕で上体を守るようにして腰を浮かせ、いつでも逃げられる体勢を取る。

「おいおい、そう怖がるなよ。君たちを襲おうなんて、これっぽっちも思わないから」

「そ、そう断言されてしまうと少し悲しいんですけど」

「は？」

　アスカ、フェレッラ、ミンツァの視線が、一斉にジュンエンに注がれる。

「あぁああぁ、いえいえいえ、なんでもありませぇんんんん」

「はっはっっはっ、ジュンエンのことは本城に戻ったらいっぱい襲ってあげるから」

「えぇぇえぇ、そっそれは困りますですというか嬉しいですというか……」

　アスカやフェレッラが呆れた顔になるのを見てジュンエンが思い切り肩を竦すくめ、顔を赤くして俯うつむいた。

「つまり、フェーレンが言いたいのはさ」

　というレフレンシアの声にはっとして、二人は慌てて顔を戻す。

「わたしが、ここ、ルーアル・ソシエダイの王宮にいる若い娘こを存分に襲え、っていうことだろ？」

　アスカが情けない顔になる。

「さっぱり意味がわからないんですけど？」

「わたしにも意味がわからないな。いや、意味というより、狙いが。でも、フェーレンがこんな面倒な手段で連絡をつけてきた以上、意味がないわけがない」

「まぁ……そうなんでしょうねぇ」

「というわけでだ！」

　右手をぎゅっと握にぎりしめ、レフレンシアがすっくと立ちあがった。

「フェーレンにそう言われれば、是ぜ非ひもない！　わたしはフェーレンの指示に従って、この身を犠ぎ牲せいにすることすら厭いとわず、明日からはこれまで以上に献けん身しん的てきに、良心的に、渾こん身しん的に！　我々の世話役の若い娘こたちを襲うよ」

「あの、でも、そんなことしたら本当に独どく房ぼうに押し込められたりしませんか？　最悪、鞭むち打うちとかの刑けい罰ばつを……」

　とジュンエンはもの凄く不安そうな顔になっているが。

「なぁに、心配は要らないよ。これまでの扱いを見れば、相手にはわたしたちを害するつもりがないのは明白だ。たとえ万が一それで命を落とすことになろうと、可愛い女子を襲った結果なら、我が生しよう涯がいに一いつ片ぺんの悔くいなし！」

　目が輝いている。

　言葉に力が籠こもっている。

　レフレンシアの全身から熱い炎が噴きだしているようにすら思えた。

　どこが良心的だよ！　なんだよ渾身的って!?　っていうか、やっぱり襲ってるんじゃないか！　あ～～、も～～、好きにすればいいんじゃね。

　アスカは、もうどうにでもなぁれ、という心しん境きようになった。
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　レフレンシアは宣言どおり、翌日の朝、早くも新しくやってきた世話役の女給に襲いかかった。

　厨房で二人の女給が朝食の支し度たくを始めるや否や、レフレンシアは彼女たちに向かって突進し。

　直ぐに厨房から悲鳴が聞こえてきた。

　ほどなくその悲鳴は、朝っぱらから聞くには精神的にかなりキツい艶つややかな喘あえぎ声に変わったりして。

　結局、二人の女給は乱れた衣服のまま館から逃げだしてしまった。

　仕方がないので、アスカとフェレッラでまたも朝食の用意をする。

　アスカはジュンエンやミンツァよりも年長者だが、一回生である以上、支度をしないわけにはいかない。

　もう。ホントにもう。どうしてあいつが副団長なんだよ、もう。

　内心で不平不満を垂れ流しながら、アスカは女給たちが投げだしていった朝食の支度を続けるのだった。
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「三世王様、御ご用よう役やく頭がしら殿がお見えになっています」

　執務室で決けつ裁さい書類の山と格かく闘とうしているバロス三世へ、扉の前からヤークーシュが遠えん慮りよがちにそう声をかけると、手を止め顔を上げたバロス三世が、一言、通せと応えた。

　御用役は王宮内の雑ざつ事じ全般を司つかさどる役人で、その長である御用役頭は、王の執務室への出入りも許されている。

　四十代後半と思われる痩やせて背の高い男が執務室に入ってきた。

　細身の筒つつ袴ばかまに筒つつ袖そでの内着、そして高級そうなネルの上着を着ている。

　大きな執務机の上に山と積まれた書類の合間からバロス三世の顔が覗いた。

「どうした、レストゥ？」

「お仕事をお邪魔してしまい、まことに申し訳ございません」

　レストゥと呼ばれた御用役頭は、丁てい寧ねいに頭を下げた後、王の執務机の前まで進みでた。

「捕虜の世話をさせていた女給が、また暇いとま乞いを願いでて参りまして」

　バロス三世の目が見開かれた。

「おいおい、これで何人目だ？　このままだと、王宮から侍女も女給も、みんないなくなってしまいそうだな」

　バロス三世は、そう冗談めかすのだが。

「洒落や冗談ではなく、本当にそんな事態になりかねません」

「……本気でか。で、理由は？　また同じか？」

「『これ以上は勤つとめる自信がございません』と言うばかりでして。何人かを問い詰めてみましたが、『レフレンシア様が恐い』と言ったきり口を噤つぐんでしまう始末でございます。想像するに、レフレンシア殿が女給を虐しいたげているのではないかと」

「捕虜のくせに大した女だな」

　バロス三世がくすくすと笑いだすと、御用役頭は情けない顔になって応えた。

「大した女という評価を認めるのにやぶさかではございませんが、現実問題といたしまして、これ以上、女給を世話役に付けますと、王宮で働く女子がいなくなってしまいそうです。どういたしましょう？　女給の代わりに兵士でも付けておきますか？　それで充分なような気もいたしますが」

「捕虜は女ばかりだぞ。兵士なんか付けたら、凄い勢いで文句を言われそうじゃねえか。あいつの抗こう議ぎを全部おまえが引き受けてくれるなら、俺はそれでもいいが？」

　御用役頭が嫌そうに顔を歪ゆがめた。

「しようがねえな。こうなれば経験のある女子を外部から雇やとうしかないか。外で雇った女子なら、多少、弄いじられようが虐いじめられようが何しようが、もう少し耐たい性せいがあるだろ」

「それはようございますが、今日、明日の世話を誰がするのかという問題が残ります」

「そうだなぁ。一日、二日なら、兵士で我慢してもら……」

　バロス三世の目が、部屋の隅すみに控えている二人に留とまった。

「なんだ、いるじゃねえか」

　御用役頭が、はい？　と首を傾げる。

「ちょっとやそっと弄られたり虐められたりしたくらいじゃビクともしない、頼もしい女子がいるってことだよ」

　御用役頭は、バロス三世の視線の先を目で追いかけ、その意味に気づいた。

「なるほど。それはよいかもしれません」

「ってことで、おい、おまえら」

　バロス三世は、ヤークーシュとエルギエレを手招いた。

「ははっ」

　進みでた二人は、御用役頭の隣に立って直立不動の姿勢を取った。

「なんでごさいましょうか、三世王様？」

「補充の女給が来るまで、ちょっくら白兎騎士団しろうさぎの連中の世話をしとけや」

「…………」

　二人が顔を見合わせていると。

「復唱はどうした!?」

　二人は雷に打たれたかのようにビクッと姿勢を正すと、歯を食いしばって復唱した。

「「交代の女給が来るまで鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの捕虜の世話をいたします」」

「詳しいことはレストゥと相談して決めろ。よし、行け」

「「ははっ」」

「頼んだぞ、レストゥ」

「承知いたしました」

　三人が退出するのを見送って、バロス三世は大きな革張りの椅い子すの上で思い切り伸びをする。

「さて、あの若い二人が、海千山千のレフレンシアに触れて何を感じるやら。何か得るものがあれば、それはそれで儲もうけもの……ってか」
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「先ほどから何を怒っているのだ、ヤークーシュ？」

　とエルギエレが訊くと。

「これを怒らずして、何を怒るというのだ！」

「いやだから、おまえがどうしてそこまで怒っているのかさっぱり判らんから、教えてくれと言っている」

「わたしと貴様が敵の捕虜の世話役だなど、これほど屈くつ辱じよく的てきなことがあるか！」

「仕方があるまいよ。三世王様直じき々じきに言い渡されてしまったのだからな」

「三世王様も三世王様だ。何もこんな仕事を我らに命じなくても……」

「おい、それ以上は口にするなよ」

「あ……ああ、わかっている。しかし」

　眉を吊りあげていたヤークーシュだが、今度は眉を八の字にした情けない表情で己の姿を見下ろした。

「世話をするのは致し方ないとしても、この恰かつ好こうはないだろう？」




　ヤークーシュとエルギエレは、レフレンシアたちが軟禁されている館に向かって内庭を歩いているところだ。

　二人はいつもの軍服姿ではなく、女給服に身を包んでいる。

　ひらひらとした裳も裾すそで、着丈はかなり短かった。

　上着の胸元はざっくりと開いていて、生地はかなり薄かった。

　腰の辺りに「ヤークーシュ」と「エルギエレ」と名前の書かれた札が付いている。




「なんでも、レフレンシアの希望を取り入れたらこうなった……らしいぞ」

「捕虜の希望を聞くとか、あり得ないだろうが」

「そう言うな。捕虜とはいえ、相手は大物だからな。アグァローネ地方にその名を響かせたレフレンシア・レブローニュ・スキピアノスだ」

「そんな大物を捕らえたアリアンレイ様こそが、超大物ではないか」

「わたしに言われてもな」

　肩をすくめたエルギエレに、なおもヤークーシュが迫った。

「こんな恰好をさせられて、貴様は悔くやしくないのか？」

「う～～ん、たまにはこういう華やかな衣装もいいのではないか。普段は軍服しか着ていないし」













　ヤークーシュは吐き捨てるように言った。

「けっっ、軟弱者めが！」

「そう怒るなよ。どうせ二日か三日のことだろう？　御用役頭殿は直ぐに新しい女給を募集すると言っていたではないか」

「募集したからといって、直ぐ決まるものでもあるまい。どこの馬の骨ともわからない女を採用するわけにもいかないはずだ」

「だから縁えん故こ採用なのだろう？　まぁ、その辺はわたしたちが心配しても仕方がない。御用役頭殿が大丈夫と言うのだから信じるしかあるまいよ」

「それはそう……なのだがな」

　ヤークーシュは、がっくりと肩を落とした。

「ほれ、いつまでも愚ぐ痴ちってないで、さっさと新しい任地に出向こうではないか」

「おまえ……今回は前向きだな」

「まぁな。言ってしまえば、レフレンシアという人物に興味がある。あの鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの実質的な指導者なのだからな。今回の戦でも、アリアンレイ様を向こうに回して、遙かに少ない兵数で互角に渡り合ったのだぞ。興味が湧わくではないか。おまえは興味がないのか？」

「何を言うか。三世王様の覇は業ぎようの邪魔をする愚おろかな迷めい妄もうの輩やからではないか」

「敵というだけでその人物の真価を認めようとしない輩は、愚かではないのか？」

　とエルギエレが皮肉を利きかせて言うと。

「む……」

　ヤークーシュが黙り込んだ。

「おまえの評価はどうであれ、わたしはレフレンシアという女に興味がある。だから、この任務はレフレンシアの真しん価かを見極めるいい機会だと思っているんだ。おまえが相手を嫌うのはかまわないが、わたしの邪魔だけはするなよ」

「き、貴様、自分はいかにも度ど量りようが大きいのです的な面つらをするな。わたしとて、相手が本物なら、敵だろうと味方だろうと認めるくらいの度量はある」

「なら、いつまでもグダグダと文句を言っているな。ほら、捕虜がいる館へ行くぞ」

「お……おお」
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　二人は見張りの兵に挨あい拶さつをして扉を開けてもらう。

　頑がん丈じような作りの扉を潜くぐったとたんに廊ろう下かの向こうから声がかかった。

「おや？　新しい女給さんかい？　いやぁ助かるよ。世話係がいなくなってから、自分たちでご飯を作ったりお茶を淹いれたり掃除をしたりしてたからね。もういい加減、疲れてたんだ」

　廊下の奥に、にこにこ顔で両手を広げて歓かん待たいの意を表している女が立っていた。

　首には魔術封じの首輪が嵌はまっているから、捕虜の中の一人だ。

　ヤークーシュとエルギエレは五人の名前を聞かされていたが、顔は見たことがない。

　それでも二人には直ぐにわかった。

　この女が鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスだということが。

　二人は相手の視線に捕とらえられてしまったかのように身動きを忘れ、レフレンシアの笑顔に見入った。いや、魅み入いられたと言ってもいい。

　なんとも言い様のない笑顔だった。

　なんとも形容し難がたい雰囲気だった。

　なんとも計り難がたい人物だった。

「ん？　どうかしたのかい？」

　と声がかかって、二人はハッと我に返る。

「あ……あ～～、いや、我らは女給ではないのだ」

「へえ？」

　レフレンシアが、ヤークーシュとエルギエレの頭の先から爪先までを睨ねめ回す。

　二人の額ひたいに、じっとりと冷や汗が浮いた。

　すべてを見透かされているような、そんな嫌な感じがする。

「もしかして軍人さんかい？」

「ぐ、軍人というわけではないが、それに近い者だ」

　とヤークーシュが応えると。

「ふぅん。なるほど、そうか、うん、そうか」

　レフレンシアが一人でうんうんと頷いているのが凄く気になる。いったい彼女は何をどう納得したというのか。

「次の女給が来るまでの代理として貴女方の世話をバロス三世王様より仰おおせつかった。わたしはエルギエレ。隣はヤークーシュだ」

「なんと、バロス三世直属の部下さんなのか。それなら君たちがとびきり有能そうなのにも頷けるね」

「いや……そんなことは……」

「うん、ありがとう。面倒をかけるけど、よろしく頼むよ」

「ああ、いえ、こちらこそ……」

　と頭を下げかけて、二人とも我に返る。

　ちっっ。最は初なから相手のいいようにあしらわれてるじゃないか。しっかりしろ、ヤークーシュ！

「どうした？　そんなところに突っ立ってないで早くお入りなさい。せっかくだから、君たちも交えてお茶会にしようじゃないか」

「いや、我らは貴女たちの世話役として……」

「そんなことを気にしなくてもいいよ。どうせ食後のお茶を淹いれようとしていたところだし、二人増えるくらい、どうということはない」

「も、申し訳ない。では、ご相しよう伴ばんに……」

　エルギエレが頭を下げると。

〈おい、貴様！〉

〈いいじゃないか。相手から誘ってくれたんだ。断るほうが失礼というものだ〉

〈ったく！〉

　エルギエレはいそいそと、ヤークーシュは気乗りしない様子で廊下を歩き、居間兼食堂に足を踏み入れた。
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「ほほう、するとヤークーシュ殿はバロス三世の覇業こそが、この地に平和をもたらす唯一の方法だと主張されるのだね？」

　いつの間にかなし崩し的に始まった敵味方ごちゃ混ぜのお茶会における会話は、割と熱い方向に流れていた。

　居間兼食堂の食卓の周りにレフレンシアとジュンエン、ヤークーシュとエルギエレの四人が陣取り、アスカ、フェレッラ、ミンツァは持ちだした椅子に座って後方に控えたまま様子見の態勢だ。

　食卓にはお茶の入った茶器と、茶菓子の載った皿が並んでいる。

　レフレンシアの問いかけに、ヤークーシュは胸を張って応えた。

「主張するも何も、それが唯一無二の正解であり真実であるのだ」

「けれど、三世王の覇業を押し進めていけば多くの人が犠ぎ牲せいになるのは避けられない。それは無視するのかな？」

「何万という人間の幸せを実現するためには、多少の犠牲はやむを得ないな。どのみちすべての人間を救うことなど、誰にもできないのだ」

「若いな」

　レフレンシアが、薄い笑いを浮かべると。

「なんだと!?」

　ヤークーシュがむっとした顔になってレフレンシアを睨みつけた。

　そんなヤークーシュを、今度はジュンエンが睨みつける。

「おい、止やめとけ、ヤークーシュ」

「ジュンエンも、失礼をしてはいけないよ」

　エルギエレとレフレンシアに窘たしなめられ、二人とも決まりが悪そうに目を逸そらせる。

「まあね、君の言うことにも一理はある」

　ヤークーシュが逸らせた視線を、またもやレフレンシアに据すえる。

「一理!?　九理以上はあると思うが」

　レフレンシアが意味ありげな視線を返してきた。

「どうかな。君は前ぜん提ていを間違えているのではないのかな」

「なんだと!?」

「君は何万という人間を幸せにするなら、多少の犠牲はやむを得ないと言ったね」

「それがどうかしたか？」

「では、犠牲になるのは何人だい？」

「む。そ、それは……」

「まさかバロス三世の覇業を成し遂げるための犠牲が、十人、二十人とは言わないだろうね？」

「も、もう少し多いだろうが、しかし……」

「もう少し？」

　レフレンシアの目が細められ。

　その眼光は一気に鋭さを増した。

「三世王の覇業がそれっぽっちの犠牲で成し遂げられるほど軽いものだと、君は本気で思っているのか!?」

　ヤークーシュはレフレンシアの発する気に圧おされ、眼光に射い貫ぬかれ、思わずその身を固くする。

　ヤークーシュのように直接睨まれているわけではないのに、隣に座っているエルギエレまでもが身動きできなくなった。

　凄いな。これが鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長か。なるほど、こいつならアリアンレイ様と互角に渡り合えるはずだ。

　エルギエレは大いに感心した。

「わたしが見るところ、バロス三世の覇業を達成するためには一万人当たり千人以上の人間が不幸になるだろう。それでは効率が悪すぎるとは思わないのか？　犠牲はせめて一万に対して百人くらいに抑えておかないと。何万という人間を幸せにするために数千の人間が犠牲になるなんて、そんな平和に意味はない。そんな膨ぼう大だいな犠牲の上に成った幸せを、君は本当の幸せだと言うのかい？　数千もの犠牲を無視して君は君だけの幸せに浸ひたりたいのかい？」

　ヤークーシュは直ぐには応えられず、必死に言葉を探しているようだった。

「す……数千というのはいくらなんでも言い過ぎだろう。むしろ言いがかりだ。それほど多くの犠牲が、で、出るわけがない」

　ようやく絞しぼりだした反論は、しかし、あまり論理的なものとはいえない。

　これは勝負あった、かな。

　とエルギエレは思った。

　レフレンシアの言い分をすべて認めるつもりは彼女にもないが、レフレンシアの論理は筋道が立っているし、痛いところを衝ついているのも間違いない。

　だが、レフレンシアは、それ以上ヤークーシュを追及しようとはしなかった。

「まぁ、そこは見解の相違ってところだけど」

　と言って、唐とう突とつに話題の転てん換かんを図はかる。

「うちの団長を知っているかい」

「……は？」

「ガブリエラ団長だよ」

　いったい何を言いだすつもりかと、ヤークーシュは警戒しながら応えた。

「いや……知らない……が」

「彼女はね、わたしの言葉にこう応えたんだ。聞いてくれるかい？」

「あ……ああ」

　ヤークーシュが頷くと。

「わたしはこう言ったんだ。『一人の犠牲で百人が救えるなら、どうする？』と。君はどう思う、ヤークーシュ殿？」

「と、当然、百人を救うだろう」

「エルギエレ殿は、どうかな？」

「……それは、一人の犠牲を惜しむと百人が救えないという意味なのだろうか？」

「そう。百人全員が犠牲になるかどうかはわからない。でも、少なくとも半数くらいは犠牲になるかもしれない。そういう前ぜん提ていで考えた場合」

「一人を犠牲にして百人を救いますね」

「うん、そう、当然だね。わたしだってその方法を選ぶよ。でもさ、うちの団長はこう言ったんだ。『わたしは一人の犠牲も出さないで百人が百人とも助かる方法を探します』ってね。どうだい、面白いだろう？」

「いや、でも……それでは助からないという前提の話なんでしょう？」

　エルギエレが、そう反問すると。

「そうなんだけどね。それでも。常識的には無理でも無茶でも無む謀ぼうでも、我らが団長はその方法を模も索さくし、見つけ出したいと言うのさ。これはだから、可能か不可能かという確率の話ではなくて、事に臨のぞむ際の姿勢、覚悟の話なんだ。わかるかな？」

「よく……わかりません」

　とエルギエレは正直に答えた。

　横からヤークーシュが、真剣な面持ちで口を挟んできた。

「そんな甘い団長様を戴いていると、そのうち滅びるんじゃないか、あんたら」

　レフレンシアは、ふふっと笑う。

　何な故ぜか、心の底から楽しそうな笑みだった。

「そうかもしれないな。でも、そんな団長だからこそ、数千もの犠牲を出さずに何万という人間を幸せにする方法を見つけだせるかもしれないじゃないか」

「り、理想論で腹が膨ふくれれば、誰も苦労しないぞ」

「はは、それもヤークーシュ殿の言うとおりかもしれないけどね」




　それからも三人は、様々な話題を語り合った。

　ヤークーシュとエルギエレはレフレンシアの話の内容に驚き、感心し、反発し、ときに困惑した。
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　気がつくと日が西に傾いていた。

「おっと、もうこんなに経っていたか。お茶の時間はとっくに終わりだな」

　レフレンシアは、よし、と言って立ちあがった。

「続きはお風呂でしよう」

「…………はい？」

　ヤークーシュとエルギエレは、きょとんとした顔をレフレンシアに向ける。

「お茶のあと、いつも夕食前にお風呂に入ることにしているんだよ。今日は興きようが乗ったから、二人と話の続きをしたい。一緒にお風呂に入ろう」

「え……いや……あの……」

「世話役の我々が貴女とお風呂に入るというのも……どうかと思うのですが」

「どうして？　世話係だからこそ、お風呂でわたしの背中を流したり髪を洗ったりしてくれなきゃおかしいじゃないか」

「そ、そう言われてしまうと……」

　ヤークーシュが、どうするんだ？　といった顔でエルギエレを見やった。

〈仕方がないのじゃないか？〉

〈そうか。まぁ、たしかに世話係だしな〉

　こそこそと囁ささやいていた二人が小さく頷き合うのを見て、ジュンエンが。

　あ～～。

　何かを言いたそうに手を動かしかけたが、レフレンシアに睨まれて動きを止とめた。

　フェレッラとミンツァは知らん顔でそっぽを向いている。

　そしてアスカは。

　あの二人、可哀想に。まぁ世の中には常識では計れない恐ろしい女がいるってことを身を以もつて知るのも、若い娘こにはいい薬だろ。

　ヤークーシュとエルギエレが、意い気き揚よう々ようとしたレフレンシアに連れられて居間兼食堂から出ていくのを、アスカは憐れん憫びんと同情の目で見送るのだった。
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　館その物はそれほど大きくはなく、従って浴室もそれほど大きくはないが、それでも浴槽は四、五人が同時に浸つかれるだけの広さがあった。

　洗い場も広く、こちらも四人や五人ならゆったりと使えるだけの余裕がある。

　手前にある脱衣所でレフレンシアは手際よく服を脱ぎ、全裸になる。

　とはいえ、魔術封じの首輪は外せないから正確に言えば全裸ではないのだが。

　首輪だけを身に着けた恰好で腰に手を当てたレフレンシアが、

「ほら、二人も早く脱いで」

　と催さい促そくしてきた。

「え？　いや、我々はべつに裸にならなくても。なあ、エルギエレ？」

「そ、そうだな、ヤークーシュ」

「どうして!?　服着たままじゃ風呂に入れないじゃないか」

「い、いや、レフレンシア殿、我々はあくまで世話係なのであって、貴女と一緒に風呂に浸かるわけには……」

「ああ、大丈夫」

「はい？　何が？」

「わたしは格かく闘とう術じゆつはからっきしだから、君たちに襲いかかって君たちをどうこうしようなんて、これっぽっちも思っていないから」

　この言い草には、さすがにエルギエレもヤークーシュも、むっとした顔になる。

「そんな心配はしていませんが」

「そうだ、そうだ。我々は文武両道の思想の下に鍛えられているからな」

「では、裸になっても問題ないよね」

「ん……まぁ……」

　またも二人は、どうする？　といった顔で互いを見やったが。

「ほら、早くして。いつまでもこんな恰好で放っておかれたら風邪を引いちゃうだろ。わたしが風邪を引いたら、二人のせいだからね？」

「わ、わかりましたよ」

　とエルギエレが首しゆ肯こうすると、ヤークーシュが囁いた。

〈おい、本気か？〉

〈仕方がないな。このままだと、あの女おんな、いつまで経っても風呂に入ろうとしないよ〉

〈ったく。どうして我々が捕虜のいいなりに……〉

　ぶつぶつと口の中で文句を垂れ流しながら、ヤークーシュが女給服に手をかけた。

　二人がのろのろと女給服を脱いでいると、何やら視線を感じた。

　ふと顔を上げると、自分たちをガン見しているレフレンシアと目が合った。

「いやあの、そんなふうに見られていると、凄く脱ぎ難にくいのですが」

　エルギエレが半ば抗議するようにそう言うと。

「どうして。女同士じゃないか、恥ずかしがることもないだろ？」

　胸覆いと下帯だけの恰好になったヤークーシュは、手で体を隠すようにして叫ぶ。

「いくら女同士だからって、脱いでるところをそんなふうに凝視されたら恥ずかしいって言ってるの！」

「わたしは少しも恥ずかしくないけど？」

「あんたは見てるほうだろ。わたしたちは見られてるの！」

「じゃあ、君たちも見ればいいんじゃないか？　ほら、存分にどうぞ」

　レフレンシアは肩幅に足を開き、腰に手を当て、ぐいと胸を反らせる。

　こ、この女は、ああ言えばこう言う……。

　ヤークーシュは苛いら立だちを露あらわにするが、一方、エルギエレはレフレンシアの裸に視線を据すえて。

　む……自分から見ろと言うだけあって、なかなかいい体をしているな。

　がすっっ。

「痛いじゃないかっ！　いきなり殴るな、ヤークーシュ！」

　後頭部を押さえたエルギエレが抗議すると。

「捕虜の裸に見とれているんじゃない」

「い、いや、べつに見とれていたわけじゃ」

「お～～い、早くしてくれってば。寒いよ」

「わ、わかった。いま脱ぐから、貴女はもう先に風呂に入っていてくれないか」

「あぁ、わかった、そうしよう」

　レフレンシアは意外にあっさりと頷いて、浴室に通じる扉を開けた。

　扉を潜くぐったレフレンシアの姿が浴室の湯気の中に消えたので、二人は大きく安あん堵どの息を吐はいた。

「で、では、我々も行くか」

　とエルギエレが言うと、ヤークーシュは憤ふん懣まんやるかたないといった態度で応えた。

「捕虜に沸かし風呂とか、甘やかしすぎではないか、三世王様も。あんな奴、水風呂にでも入れさせておけば充分だ。むしろ氷を浮かべた風呂に叩き込んでやれ！」

　ヤークーシュが「沸かし風呂」と言ったのは、この時代ではどちらかというと「蒸し風呂」のほうが一般的だったからだ。

「しかし、それでは世話係の我々も水風呂につき合わされてしまうぞ」

「ぐ……」

　言葉に詰まったヤークーシュは、脱いだ胸覆いと下帯を脱だつ衣い籠かごに叩きつけた。

「まったく。なんなんだ、あいつは！　捕虜のくせに偉そうだし、捕虜のくせに生意気だし、捕虜のくせに尊そん大だいだし。どうして敵に捕まっておいて、あんなに自信満々な態度を取り続けられるんだ!?」

「さてな。わたしにもわからないけど、何か己の信ずるものがあるから、あんなに強いのではないのかな」

「……意味がわからないな」

「いや、すまん。自分でもよくわかっていない」

「だったら意味ありげに言うな」

　ヤークーシュは脱衣籠の一つに入っていた洗い布を摑むと、荒々しく床を踏み鳴らしながら浴室へと歩いていった。

　そんなヤークーシュの態度に、エルギエレはくすっと小さく笑ったが、直ぐに笑みを消して、先ほどのヤークーシュの言葉をもう一度、考える。

　捕虜になったのに、どうしてああも自信満々でいられる……か。なかなか興味深い女ではあるな。いやしかし。そうなると、どうして我々二人を世話係にしたのか、三世王様の意図も気になるところだが。

「おい、どうしたエルギエレ!?　早く来い！」

　浴室への出入り口で険しい顔をしたヤークーシュが呼んでいる。

「すまん、いま行く」

　エルギエレは脳裏に浮かんだ疑問をとりあえず保留にしたまま、ヤークーシュに続いて浴室に足を踏み入れた。
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「あれ？　レフレンシアはどこだ？」

　二人は浴室内を見渡すが、レフレンシアの姿は見当たらない。

「おかしいな。湯気で煙けむってるといっても、さすがに居場所がわからないなんてことはないだろう」

　と言ってエルギエレが首を捻ると、ヤークーシュが顔色を失った。

「まさか……逃げた？」

「いやいや、それはない。ここは軟禁のために造られた頑丈な館だ。風呂場だって完全に隔かく離りされている。蹴ったり斬ったりした程度では壊れないし、彼女は魔術を使えない。逃げられるわけがな……」

　その瞬間。

　ぞくり。

　ぞわり。

　二人の全身を悪お寒かんが駆け巡った。

　がしっ。

　いつの間にか背後に立っていたレフレンシアが二人のあいだに割り込むようにして、右手をヤークーシュの右肩に、左手をエルギエレの左肩にかけた。というか、摑んだ。

「いっっいつの間にっ!?」

「知らぬ間に背後を取られるなんて!?」













　二人は目を見開いて、直ぐ横に立つレフレンシアに顔を向けたが。

「さぁ、話の続きをしようじゃないか。思い切り胸きよう襟きんを開いて。っていうか、もう開いているけど。全開だけれど。二人とも、いい胸をしているね。ははは」

　レフレンシアの目が、猫の目のように三日月型に撓しなる。

　ぞわわわわ～～。

　二人の全身が粟あわ立だった。

「心ゆくまで語り合おう。こうしてお互い裸になったんだから、言葉だけじゃなくて、体でも。むしろそちらが重要だ」

　今まで感じたことのない恐怖を覚えて二人の足が竦すくむ。体が強こわばる。

　そんな隙を見逃さず。

　レフレンシアの両手が二人の肩から外れたと思った次の瞬間、今度は脇の下に差し込まれていた。

「んなぁ～～っっ？」

「ふむ。ふむふむふむ」

　レフレンシアは感触を確かめるように両手をもにゅもにゅと優しく動かす。

「ちょちょちょちょ……駄目駄目駄目ぇぇ」

「ややや止やめ止め止めてぇ～～」

「やはり若い娘こは張りが違う。弾力が違う。羨うらやましい限りだね」

　もにゅもにゅもにゅ。

「いひぃぃぃ～～」

「あぁぁぁあぁ～～」

「さて、情熱的に語ろうか。奥深いところまで、徹底的に、集中的に、心ゆくまで……じゃなくて、体イクまで。あ、わたし上う手まいこと言ったか？」

　レフレンシアは両手で二人の胸を摑んだまま、引きずるようにして二人を浴室の奥へと連れていく。

「いぃやぁぁぁ」

「許してぇえぇ」

　ヤークーシュとエルギエレの悲鳴が浴室内に谺こだました。
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「………………」




　浴室内から切れ切れに聞こえていた、悲鳴のような喘あえぐような哀あい願がんのような艶つやっぽい声は、とうとう聞こえなくなった。

　ったく、あの女は。ほんとに好き勝手やってるな。でも、いいのか？　今回の二人は女給じゃなくて軍の関係者なんだろ。あとから責任を追及されたりしないだろうな。

「ほら、二人とも、そんなところで寝ていると風邪を引いてしまうぞ。そろそろ起きたほうがいい」

　などというレフレンシアの声が浴室内から聞こえてきた。

　ったく、よく言うよ。あんたが二人を立てなくしたんだろ。

「仕方がないなぁ。このまま放っておくわけにもいかないし。おぉい、アスカ」

　ぎくり。

「そこにいるんだろ、アスカ。あとジュンエンたちも。この二人を運んでくれないか」

　浴室に通じる扉に顔を押し当て、中の様子を窺うかがっていたアスカ、ジュンエン、フェレッラ、ミンツァが諦めた顔で立ちあがる。

「ええ、いますよ。入ってもいいですか？」

「いいよ。二人とも湯ゆ中あたりしたみたいだから居間に運んで寝かせてやってくれないか」

　湯中りじゃなくて、あんたに中あたったんだろ！

　内心で突っ込んだあと、アスカは扉を開けて浴室に足を踏み入れた。

　ジュンエン以下も、恐る恐る続いてくる。

「あぁ、堪たん能のうした」

　首輪を嵌めただけでほぼ全裸のレフレンシアが柔軟体操なんかしている。

　その足下にヤークーシュとエルギエレが、こちらは正真正銘の全裸で、ぐんにゃりと横たわっていた。

　二人とも息が荒く、全身が桜色に上気している。どこをどう見ても湯中りのせいではないが、そこはもう見て見ぬふりをするしかない。

　アスカ、ジュンエン、フェレッラ、ミンツァの四人は手分けして二人を担かつぎあげると、持ってきた大きめの洗い布を体にかけてやり、浴室から運びだした。

「レフレンシア様はどうするんですか？」

　とアスカが声をかけると。

「わたしはもう一度、お湯に浸かってから出るよ。アスカも来るかい？」

「絶対に断固断然、お断りしますよ」

「つまらないな」

「それより！　この二人が気づいたときに騒ぎだしたら、わたしらじゃ抑えられませんからね。さっさと出てきてくださいよ」

「ああ、わかったわかった。直ぐに出るよ」

　アスカたちが脱衣所から二人を運びだしていくと、ほどなくしてレフレンシアが浴室から姿を現した。

　用意されている大きな布で濡れた体を拭きながら、レフレンシアはフェーレンの連絡文を思い浮かべる。

　さて、フェーレンの言うとおり趣味と嗜好を存分に発揮してみたけど、女給じゃないあの二人……バロス三世直属のあの二人を相手に発揮したのは、やり過ぎだったかな。まぁ、いいか。わたしは楽しめたし。

　レフレンシアは、にんまりと笑った。

　それにしてもフェーレンの奴、何をどうするつもりなんだ？

　さすがのレフレンシアも、この時点では、まだフェーレンの意図、狙いが読み切れていなかった。
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　体に布をかけたまま居間の長椅子に寝かせた二人を、ジュンエンとフェレッラ、ミンツァが乾いた布で交互に扇あおいでやっていると、レフレンシアが戻ってきた。

　ちゃんと服を着ているので、ジュンエンとしては一安心だ。

　レフレンシアが戻ったのを察知したのか、水を水差しに入れたアスカが配膳室から姿を現した。

「水、飲みます？」

「お、ありがたい、いただこう」

　アスカが水差しから硝子グラウス製の器に水を注そそいでやると、レフレンシアはそれを美う味まそうに飲み干した。

「副団長、やり過ぎじゃないんです？」

「いや、どうだろう。わたしも少しだけ、そう思わないでもないんだけどね」

　思うなら、やるなよっ！

「王宮関係者にねじ込まれたら、貴女が責任取ってくださいよね!?」

「そんなつれないこと言うなよ、アスカ。わたしたちは一いち蓮れん托たく生しようだろ？」

「あんたと一蓮托生になった覚えなんか、これっぽっちもありませんけど！」

「そんなに遠慮しなくてもいいよ？」

「遠慮なんかしてませんけど！」

　などとアスカとレフレンシアが睨み合っていると。

「う……う～～ん……」

「あ、気がついたみたいですよ」

　ヤークーシュとエルギエレを大きな布で扇いでいたジュンエンから声がかかったので、レフレンシアは睨み合いを中断して、そちらに近づいていった。

「……あれ？」

「……ここは？」

　二人は上体を起こし、とろんとした目で辺りを見渡している。

「大丈夫かい、二人とも？　酷い湯中りをしたもんだね」

　レフレンシアが、ジュンエンの肩越しに二人を覗き込む。

　どの口がそういうことを言うかね。

　アスカが呆れた顔でレフレンシアの背中を見やっていると。

「あぁぁっっ」

「ひぃぃっっ」

　二人は長椅子から跳ね起き、そして。

「許してぇぇぇ」

「勘かん弁べんしてぇぇ」

　体にかけてあった布が落ちたのも一いつ顧こだにせず、脱だつ兎との如ごとく、二人は居間兼食堂から逃げだした。

「あ、おい、二人とも裸……」

　というレフレンシアの忠告も耳に入らぬ様子で、二人は館の出入り口のほうへ駆けていく。

　が、扉には鍵がかかっている。

　というか、外には見張りの兵がいる。

　それを思いだした二人は逆戻りをして一目散に浴室の脱衣所まで走り、脱いであった女給服を着込んで、また駆け戻ってきた。

　どんどんどん。

　内側からヤークーシュが扉を叩く。

「ヤークーシュだ。開けて。開けて。早く開けて！」

「エルギエレだ。扉を開けてくれ！」

　扉の覗き窓が開いて、外から兵士が中を覗き込む。

　覗き窓から二人を確認した兵士は傍かたわらの兵士に合図を送り。

　がちゃり、と鍵かぎの開く音がした。

　そのとき。

「お～い、二人とも、忘れ物だぞ」

　という声が背後で上がったので二人が振り返ると、薄暗い廊下の奥で、何かを摑んだレフレンシアが右手を振っていた。

「ひぃぃぃ～～」

　二人はか細い悲鳴を上げ、慌てて扉を開けて外に転がりでる。

　そして出た直後に扉を叩きつけるように閉め、大急ぎで鍵をかけた。

　扉の前まで来たレフレンシアは、

「ヤークーシュ、エルギエレ、下帯と胸覆いを忘れているよ～～。いいのかい、そんな短衣で下帯も穿かずに～～？」

　と外に向かって呼びかけたのだが。

　なんの反応も返ってこなかった。

　見かねたアスカは、背後からレフレンシアを窘たしなめる。

「副団長、若い娘こを虐めるのも大たい概がいにしておいたほうが。そもそもあの二人は、うちの団員じゃないんですから」

「こんな場所に軟禁されていると、あまり楽しみもなくてね。大目に見てくれよ」

「わたしが大目に見ても、ルーアル・ソシエダイの奴らが大目に見てくれますかね」

「心配性だね、アスカは。この程度でいきなり牢獄に押し込められることもないだろ」

「貴女が楽天的に過ぎるんじゃないですか？」

「人間、楽天的なほうが長生きできるよ」

「あ～～、そうですか。確かに貴女は殺しても死にそうもないデスけどね」

「酷い言い草だな」

　レフレンシアは肩をすくめたが。

「ま、いいや。とりあえず王宮のほうの出方を待とうじゃないか。あと、フェーレンの出方もね」

　ってことは、副団長もフェーレン隊長が何をしようとしているのか、わかってないってことか。う～～ん、フェーレンという人物がどんな奴か、そして彼女が何をしようとしているのか……気になるな。
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「三世王様、レストゥでございます」

「来たか。入れ」

　バロス三世が御用役頭のレストゥを執務室に招き入れた。

「失礼いたします」

　簡素な作りの執務室を横切って、レストゥがバロス三世の執務机の前に立つと、王は書類の山から顔を上げた。

「白兎騎士団しろうさぎの連中の世話係、どうなっている？」

「今日までに数組の面接を終えました。ようやく使えそうな者が三名、見つかりましてございます」

「そうか。それはよかった」

　バロス三世が安あん堵どの息を吐はいた。

「どうかされましたか？」

「臨りん時じの世話係として送り込んだヤークーシュとエルギエレが逃げ帰ってきてな。もうあの館に行きたくないと駄だ々だをこねている。というか、怖がっている」

「はぁ。いったい何があったのでございますか？」

「わからねえ。どうもまたレフレンシアに何かされたようだが」

「さようでございますか」

「レフレンシアのような女の側にいれば、何か感じるところもあるだろうと思って命じたんだが、若い奴には刺激が強すぎたか」

　バロス三世は思案げに首を捻っていたが。

「ああ、いや、それはこちらの話だ。要するに」

　バロス三世は、レストゥの顔を正面から見つめる。

「連中の世話係がいなくなってしまったんでな、早く補充してくれという話だ」

「わかりました。さっそく明日からでも仕事に入ってもらうといたします」

「ああ、頼んだ」

　バロス三世が再び書類の山に目を落としたので、王の話はこれで終わったのだと察したレストゥは、

「では、わたくしはこれで失礼いたします」

　と一礼して執務室から退出しようとした。

「ああ、レストゥ。ついでにな」

「はい」

　部屋の出口でレストゥが足を止めると。

「ヨルゲンの奴を呼んでくれ」

「かしこまりましてございます」
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「三世王様、ヨルゲンでございます」

「おお、入れ」

　二十代後半と思われるあの若い執政官が、王の執務机の前に立って一礼した。

「御用向きはなんでございますか」

「バギットはいつ戻る？」

「将軍でしたら、今日の夕刻には戻る予定であります」

「そうか。奴が戻ったら、夜、執務室ここに顔を出せと伝えろ。そうだな、十刻時（およそ午後八時）頃にしておくか。アリアンレイも一緒にだ」

「承知いたしました」

　ヨルゲンが執務室から下がっていくと、バロス三世は椅子の背もたれに自分の背中を預けて静かに天井を見上げた。

　さて、シギルノジチの無理難題を聞いてやるか、あるいは無視するか。ふぅむ、意外と難しいな。
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「三世王様、バギット、参上いたしました」

「三世王様、アリアンレイ、参上いたしました」

「おお、入れ」

　三世王専属の侍じ女じよが二人を室内に招き入れた。

　すでに夜食を済ませた王は執しつ務む室しつの革張りの長なが椅い子すに身を沈め、美しい女官を相手に食後の酒を嗜たしなんでいるところだった。

　全体的に質素な印象の執務室だが、数少ない例外といえるのが、革張りの黒い大きなこの長椅子だった。

　長椅子の背もたれに背中を預けていたバロス三世が、ゆっくりと上体を前に傾かたむける。

「おまえら、食事はどうした？」

　王が座る長椅子の前に姿勢を正して並んだ二人が、

「済ませました」

「いただきました」

　と応えると。

「では、少しつき合え」

　バロス三世が、葡ぶ萄どう酒しゆの入った酒瓶びんを持ちあげてみせる。

「ありがたく頂ちよう戴だいいたします」

「かたじけのうございます」

「おまえたち、もういいぞ」

　バロス三世は酌しやくをしていた女官と、部屋に侍はべっていた侍女を帰らせた。

　つまり、ここからは仕事の話だ、ということだ。

　女官と侍女は深々と頭を下げて退出していった。

「おい、ヤークーシュ、エルギエレ」

　王から名を呼ばれ、部屋の片かた隅すみに控えていた二人がすっ飛んできた。

　二人は直立不動の体勢を取った後、バギット将軍とアリアンレイに向かって恭うやうやしく一礼する。

「バギット様、アリアンレイ様、遠えん路ろ遙はる々ばる、お疲れ様であります！」

「遅くまでご苦労さまでございます！」

「二人の酒杯を持て」

「ただ今！」

　二人は隣室に通じる扉を開けて姿を消したが、直すぐに酒杯を手にして戻ってきた。
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「バギット様、どうぞ」

「うむ」

「アリアンレイ様、どうぞ」

「ええ」

　酒杯を受け取ったまま、アリアンレイが自分のことを見つめているのに気づいたエルギエレが、

「あの……な、何か？」

　と訊きくと。

　彼女はふっと息を吐はいて、

「いえ、べつに」

　と応え、直ぐに視線を外してしまった。

「二人に葡萄酒を注いでやれ」

「あ、失礼いたしました」

　酒瓶を受け取ったヤークーシュは、バギットとアリアンレイの酒杯に葡萄酒を注そそいだ。

「では、失礼いたします」

　酒瓶を卓上に戻してから隣室に消えようとした二人を、バロス三世が呼び止める。

「かまわん。そこで話を聞いていろ」

「あ、ありがとうございます！」

　バロス三世がバギット将軍とアリアンレイをわざわざ呼び寄せたということは、国の行く末に関わる重大事を話そうということだ。

　それを聞いてもかまわないと言われたことに二人は感激の面持ちを浮かべ、いそいそと部屋の片隅に陣取った。

「では、我がルーアル・ソシエダイの輝かしい未来に」

「「三世王様の輝かしい未来に」」

「「「乾杯」」」
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　ひとしきり葡萄酒を味わっていた三人だが、やがてバロス三世が酒杯を置いた。

　それで、バギットとアリアンレイも長椅子の上で居住まいを正す。

「クセルクス盆地制圧の準備を始める」

　いきなりバロス三世がそう宣言した。

「おお、いよいよでありますか」

　バギットは大きく身を乗りだした。

「わたくしとアリアンレイ殿をお呼びになったということは」

「そうだ。おまえたち二人に任せようと思っている」

　バギットは隣に座るアリアンレイにちらっと視線を走らせたが、直ぐに視線を戻し、バロス三世を正面から見つめた。

「制圧軍の指揮は？」

「おまえに任せよう」

　バギットの顔が輝いたのがアリアンレイにもわかった。

　相変わらず、わかり易やすい男ね。

　単純明快といえば単純明快。

　だが、その武ぶ勇ゆうは北ほつ方ぽう騎き馬ば民みん族ぞくのあいだでも鳴り響いている。

　ルーアル・ソシエダイがベティスとシギルノジチの両大国を同時に相手にして一歩も退ひかなかったのは、バギット将軍が北方を支えていたからこそ、という側面が大きい。

　クセルクス盆地の制圧軍をバギット将軍に任せるのは、つまり、その論ろん功こう行こう賞しようの意味合いもあるということかしら。

　アリアンレイは冷静にそう分析する。

　鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎと雌し雄ゆうを決することができないのは少し……いえ、大いに残念ですけど、まぁ、この場合は仕方がないのでしょうね。それに。

　アリアンレイは、あの不ふ敵てきな笑顔を思いだした。

　鋼鉄の白兎騎士団の実質的な指導者、レフレンシア・レブローニュ・スキピアノスはすでに捕らえたのですから、あとは踏み潰すのみ。であれば、バギット将軍は適てき任にんかもしれないわ。

「ありがたき幸せにございます。身に余る大役なれど、必ずや三世王様のご期待に添う覚悟でございます」

　バギット将軍は零こぼれそうな笑みを浮かべて深々と低てい頭とうした。

「アリアンレイには引き続き大だい平へい原げんの制圧を続けてもらわねばならん。クセルクス盆地制圧軍の兵ひよう糧ろうを運うん搬ぱんする経路も確保してもらわねばならん」

「承知してごさいます」

「バギットには五千の兵を預ける。それでいいか？」

「白兎騎士団しろうさぎの五百かそこらを蹴散らすには多すぎるくらいでありますな」

「ベティスが援軍を送って寄よ越こすかもしれんぞ」

「西方の反ベティス派諸都市を押さえなくては大軍の派遣は難しいでありましょう」

「そうだな。今のところ、そちらはあまり心配していない」

　と応えたバロス三世は、アリアンレイに向き直った。

「アリアンレイには改めて一万の兵を差配させる」

　バギットが目を見開いた。

　アリアンレイも驚きを隠せない。

「一万の兵……でございますか。ですが、それでは本国が」

　バロス三世は、そうだな、と言ってにやりと笑った。

「これで本国は空っぽも同然だ。シギルノジチの奴らがこそ泥どろのような真似をしなきゃいいんだがな」

「同盟の相手とはいえ、油断のならない奴らです。本国の部隊はもう少し厚くしておいたほうがよろしいのではありませんか？」

「いや、今回は一気にケリをつけたいから、これで行く。バギットがクセルクス盆地を制圧するのに合わせて、アリアンレイは大平原を手中に収めてもらいたい。クセルクス盆地制圧軍の兵糧運搬もあるから、一万とはいえ、兵員に余裕はないぞ」

「わかっております」

　と頭を下げてつつ、アリアンレイは素早く計算をする。

　友好諸都市や同盟都市の兵を集めても、動かせるのは全部で一万三千から四千くらいですか。たしかにまったく余裕はありません。というより、まだ足りないくらいですが……やるしかありません。三世王様の大たい望ぼうが成るかどうかの瀬せ戸と際ぎわですから。マナティウスを陥おとすのは難しいですが、あそこを孤立させておいて、他のベティス側の都市を切り取っていきますか。バギット将軍が言ったとおり、援軍が来る可能性は低いので、そちらは心配しなくてもいいのでしょうけれど……うん？

　アリアンレイは、先ほどのバロス三世の言葉を思いだした。

　三世王様、バギット将軍の言葉を受けて「そちらは心配していない」と仰ったわね。では、他に何か心配なことが？

　頭を上げたアリアンレイは、遠えん慮りよがちにバロス三世に訊いてみる。

「三世王様、何か心配な点がございますか？」

「相変わらすよく気がつく奴だな、アリアンレイは」

　む？　とバギット将軍が眉を顰ひそめる。

「俺が心配しているのは、現状、クセルクス盆地制圧のための準備で、シギルノジチの奴らに後れを取っていることだ」

　バギット将軍が苦虫を嚙かみ潰したような顔になる。

「泥棒猫どもは、我々が戦っている隙に裏口から忍び込むような恥はじ知しらずな真似をしておりますからな」

「奴らが恥知らずなのは昔からで今さら気にはしないが、すでに奴らの部隊がグレン・ダに入っているのがな」

　珍めずらしくバロス三世が不機嫌そうな表情を見せた。

「こちらがどれだけ急いでも、やはり後手を踏むことになる。クセルクス盆地に雪な崩だれ込んでみたはいいが、美お味いしいところはすでに奴らに全部押さえられていた……なんてことにでもなると、洒落しやれにならんからな」

「さようで……ございますな」

　バギットは腕組みをして難しい顔で考え込む。

　シギルノジチに先にクセルクス盆地を奪とられてしまっては、バギットの出る幕がなくなってしまう。彼にとっては死活問題だろう。

「シギルノジチの奴らに、同盟しているのだから侵攻は共同で、と申し入れては如何いかがでしょうか」

「もう申し入れたよ」

「さ、さようでありましたか。さすがに三世王様、抜かりはありませんな。で、奴らの返答は？」

「『盆地は我々に任せ、貴国は大平原に専念なされよ』だとよ」

「あのこそ泥どもめぇ」

　バギットがギリギリと歯は嚙がみする。

「返事には続きがあってな」

　とバロス三世が言葉を継ついだので、バギットは歯嚙みを止とめて彼の口くち許もとを見つめる。

　アリアンレイも王に視線を据すえた。

「『共同で攻めるのであれば、捕縛した鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの副団長レフレンシアも共同で管理するのが筋ではないか』だとよ」

「なんという生意気な言い草！」

　バギットのこめかみには血管が浮いている。

「レフレンシアは、アリアンレイ殿がようやくの思いで捕らえた大事な我が国の捕ほ虜りよ。それを共同管理だなどと、よくもいけしゃあしゃあと言えたものだ」

「そのとおりなんだがな。しかし、このままではクセルクス盆地を奴らに掠かすめ取られる虞おそれが多分にあるのも事実だ」

「では、三世王様、シギルノジチ側の言い分を呑のんで、レフレンシアを両国の管理下に置かれると仰いますか？」

「いや、そんなことはしねえよ、アリアンレイ。バギットの言うとおり、あれはおまえが捕まえた我が国の捕虜であり、我が国が得た大きな戦果だ。半分だろうと十分の一だろうと、シギルノジチの奴らに渡す道理はねえ」

「三世王様の仰るとおりだ」

　バギットはしきりに頷いているが。

「ですが、それでは奴らの盆地侵攻を止められないのではありませんか？」

「いや。止められはしないが、遅らせる手段が一つだけある」

「え？」

「なんと!?」

　またもやアリアンレイが驚きを顔に浮かべた。

　バギットも同様だ。

　今の話の流れの中に、シギルノジチの狙いを外すような要素があったでしょうか。

　アリアンレイは内心で首を捻ひねる。

　バギットはもっと正直に、バロス三世の目の前で思い切り首を捻っている。

「くくっ、さすがのアリアンレイもわからねえか」

　バロス三世が愉ゆ快かいそうに笑った。

　このまま降参するのも少し癪しやくだが、それよりバロス三世がどんなことを考えたのか、その興味のほうがアリアンレイの中で勝まさった。

「三世王様、いったいどのような手段があると仰るのです？」

「ははは、要するにな、毒を以て毒を制するんだよ、アリアンレイ」

　さて、わかりませんね。三世王様の仰る制されるほうの「毒」はシギルノジチのことだろうというのは想像がつきますが、もう一つはいったい……。
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　あ、もしかすると！

　直立不動で話を聞いていたエルギエレの脳のう裏りに一つの可能性が閃ひらめいた。

　すでに以前、バロス三世から、シギルノジチのクセルクス盆地侵攻を牽けん制せいするために鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎには盆地へ戻ってもらったほうがいいんだという話を聞かされているからこそ浮かんだ可能性だったが。

　いや、しかし、そんなことを……三世王様がなさるはず……がない……。

　それはあまりにも馬鹿馬鹿しく、普通ならあり得ない可能性だ。

　だが、シギルノジチの盆地侵攻を遅らせるために使う毒なら……いや、もしそうだとすれば、あれは毒なんて生やさしい物じゃない。猛もう毒どくだ。

　エルギエレは己の想像に、むしろ妄もう想そうに怖おぞ気けを震った。
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「おい、ジュンエン・ジュエルハウデ、いるか!?　いたら直すぐに出てこい！」

　誰かが出入り口のところでジュンエンの名を呼んでいる。

「いや、いるさ。いないはずがないだろ」

　と突っ込む声も聞こえてきた。

　さほど大きくない建物のこと、出入り口で大声を出せば居い間ま兼食しよく堂どうにまで筒つつ抜ぬけだ。

「あの声はヤークーシュとエルギエレだな」

　居間兼食堂の食卓で読書をしていたレフレンシアが顔を上げると、配はい膳ぜん室しつ兼厨ちゆう房ぼうから顔を出したジュンエンが、呼びかけに負けないほどの大きな声で返事をした。

「はぁい、直ぐに行きまぁす、少しだけお待ちくださぁい！」

　濡れた手を前掛けで拭きつつ、ジュンエンが走りだそうとするのを、レフレンシアが押し留とどめる。

「ああ、いいよ、ジュンエン。わたしが用件を聞いてこよう」

「でっ、ですがレフレンシア様にそのようなことをさせてしまっては……」

「いいから、いいから。立ってる者は親でも使えって言うし」

「いえ、レフレンシア様、座ってらっしゃったですし」

　くすっと笑って、レフレンシアは手を振った。

「気にしなくてもいいよ。あの二人の顔も見たいしね」

　レフレンシアは手を振って居間兼食堂をあとにすると、短い廊ろう下かを歩いて館の出入り口までやって来た。

　外で見張りの兵と話をしている二人に向かってレフレンシアが呼びかける。

「やあ、ヤークーシュ殿にエルギエレ殿」

「うわぁ？」

　こちらに顔を向けたヤークーシュが、レフレンシアを認めて小さく跳び退すさった。

「おいおい、昼間に悪あつ鬼きか精霊でも見たようなその反応はないだろ？」

「なっなんでおまえが出てくるんだ？」

　エルギエレの背中に体を隠すようにしてヤークーシュが訊きいてきた。

「わたしはおまえの秘書官を呼んだんだぞ？」

「いやぁ、君たち二人の顔が見たくてね、こうしていそいそと出てきたんだ」

　エルギエレの体の脇わきから覗のぞいているヤークーシュの顔が、かぁっと赤く染まる。

　彼女の前に立っているエルギエレも、困ったような顔で視線を逸そらせた。

　レフレンシアの顔を見ないようにと努力しながらヤークーシュが叫んだ。

「わっわっわたしはおまえの顔なんか見たくないんだ。早くジュンエンを呼んでこい」

「ジュンエンは洗い物の最中なんだ。他の奴らも洗せん濯たくとか掃除とかしてるし、何もしてないわたしがこうして出てきたというわけだよ。何しろ世話係がいなくなってしまったからね。あ、もしかすると、また君たちが……いや、違うか。今日は、あのときの素敵な女給服じゃなくて、色気もへったくれもない軍務服だものな」

　レフレンシアが二人を品定めするように視線を上下に動かしていると。

　体の半分くらいが出かかっていたヤークーシュは、またもエルギエレの体を盾たてにするようにして背後に隠れてしまった。今や目が覗いているだけだ。

「あ～～、それなんだけど」

　やはり視線を合わせないようにそっぽを向いたまま、エルギエレが応えた。

「今日は、だから、新しい世話係を連れてきたんだ」

「おや？　そうなのか。ふぅむ、わたしはどちらかというと君たちに世話をしてもらいたかったんだがね。このあいだのお風呂のときみたいに」

　ヤークーシュとエルギエレの顔がさらに赤く染まった。もはや茹ゆで蛸だこと変わらない。

「おっ、おまえの世話なんか二度としないわっ！」

「というより、あのときは我々が世話をしたのではなく、あ……貴女あなたに一方的に世話になっただけというか……まぁその……ごにょごにょ」

「そこまで嫌われたとは。悲しいなぁ」

　レフレンシアが悲しそうな顔で首を振ると、エルギエレが慌てて言い訳する。

「い、いやべつに嫌ったというわけではないのだが、貴女の世話をするのは、ちょっと我々二人では手に負えないというか……。だから、新しい世話係なのだ」

「そうか。まぁ君たち二人に世話してもらえないのは残念だけど、助かるのは事実だ。ありがとう」

「れ、礼ならわたしたちではなく、寛かん大だいな心で優しい配はい慮りよをしてくださった三世王様に言ってくれ」

「じゃあ、彼に伝えておいてくれ。ご配慮痛み入るとね」

「う……うん、お伝えしておく」

「二人には世話になったから、二人にも礼を言っておくよ。ありがとう」

　エルギエレは戸惑ったような、ちょっと嬉うれしそうな、複雑な表情になった。

「わっ我々は三世王様の命令に従っただけだ……から」

　真っ赤な顔のまま、なおかつレフレンシアに視線を向けないままで、ヤークーシュが吐き捨てるように言った。

「礼には及ばんっ」

　内心で二人の反応を微笑ましく思いながら、で？　とレフレンシアが訊く。

「新しい世話係というのは？」

「いま呼ぶ」

　背後を振り返ったエルギエレが、背中に張りついているヤークーシュを退どかせてから、

「おい、こちらへ来てくれ」

　と手招いた。

「紹介しよう。この三人が新しい世話係の女給たちだ」
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「はぁい、今日から皆様方のお世話をさせていただく女給です～～」

　愛あい想そ笑いを浮かべて出入り口に立った女給服姿の人物は。

　なるほど、そう来たか、フェーレン。

　もちろんレフレンシアは見知った顔を見ても顔色一つ変えない。眉一つ動かさない。

　こうなると、ジュンエンが応対に出なくてよかったかも、だな。あいつだと、驚きを顔に出してしまいそうだし。だが……三人と言ったな？　そうすると、あとの二人は。

　レフレンシアの疑問に応えるかのように、残りの二人も姿を現した。

「よろしくお願いいたします」

「よろしくお願いします～～」

　当然、二人も女給服に身を包んでいる。

　ほほう、ティーニャとウェルネシアか。考えたものだな。ティーニャは本職と言っていいし、ウェルネシアがいてくれれば、いざというときに薬や毒が使えるものな。いや、さすがにそれは持ち込めないか。

　初めて見る者を値踏みするような、そんな表情を作って、三人に視線を這はわせるレフレンシアだった。

「ということで、今日からはその三人に世話させることになった。まぁ、その、なんだ、よろしくやってくれ」

　とエルギエレが言った。

「なかなか手応えがありそうな女給さんだね」

「貴女が遊ぶのはかまわないが、あまりやり過ぎないように」

「やり過ぎる……何をやるのだろうか」

　にやりと笑ったレフレンシアに、元に戻りかけていたエルギエレの顔が、ぼんっっ、と赤くなった。

「でっ、では、我々はこっ、これで失礼する」

　エルギエレがその場で踵きびすを返すと、彼女の向こうからヤークーシュが顔を覗かせた。

「お、おとなしくしておけよ。でないと本当に投とう獄ごくされてしまうぞ」

「おや。わたしの身を案じてくれるのかい？」

「だっ誰がおまえなんかのっっ！」

　顔を背けたヤークーシュが、慌ててエルギエレのあとを追いかけていった。

　見張りの兵によって扉が閉められ。

　館の出入り口には、レフレンシアと女給の三人だけが残された。

「さて、では」

　レフレンシアは口の端はしを歪ゆがめて言った。

「今日からよろしく頼むよ、女給さん」

　三人の真ん中に立つ女給――フェーレンも、にんまりと笑い返す。

「こちらこそ、お手て柔やわらかにお願いしますね[image: ]」
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　白い長なが裳もに兎うさ耳みみ帽子姿で執しつ務む机づくえの前に陣取ったガブリエラは、机の上に堆うずたかく積まれた書類を見やってため息を吐つく。

　ええ、そうですね。王であろうと団長であろうと、そして属する組織の規き模ぼに大小があろうと、組織の長としてすることはさほど変わりません。このような書類仕事が大事なのはわかっています。でも。

　一人でできることには限度があるだろうと愚ぐ痴ちりたくなる。

　いえ、それも、わたしが長期間に亘わたって団を離れていたせいですから仕方がない……のでしょうか。

　頭では理解できても、心の底から納得するのは難しそうだった。

　ガブリエラはのろのろと左手を伸ばし、机の左側に高々と積まれている書類の山から一枚を手に取った。

　素早く内容を読んで、素早く判断を下す。

　もちろん、上げてきた責任者――マクトゥシュだったりアナだったりクシューシカだったり――の署しよ名めいはあるから、ガブリエラは「団長として確認しました」という意味で署名をすればいいのだが、性格上、ガブリエラにはそういう手抜きができなかった。

　どうしても内容を確認してしまう。

　無む駄だはないか。

　非効率はないか。

　どこに問題点があるのか。

　もっといい解決法はないか。

　そういうことを考えてしまう。

　だから書類一枚に要する決けつ済さいの時間が長くなり、結果、こうして書類が山を形成してしまう。

　ガブリエラは内容を把は握あくすると、その書類に署名を入れ、机の右側にある三つの山のいちばん右側に載せた。

　高、中、低に分かれた三つの書類の山は、「そのまま決済」「保留」「差し戻し」という判断ごとに分けられているのだ。

「案件の一個ごとに気を遣っていたら、仕事が終わりませんよ」

　とマクトゥシュには釘くぎを刺されている。

　それはガブリエラも重々承知の上だが、責任者として決済する以上、彼女はすべてに責任を取りたいのだ。

　ガブリエラはもう一度、はぁぁ～～、とため息を吐ついた。

　やっぱりわたしは組織の長には向いていないような気がします。

　一から十まで自分で見るのではなく、任せるところは部下に任せる。それができない人間には組織の頂点に立つのは無理ではないかと、そんな気がするガブリエラだった。

　あぁ、なんか、もう、この書類の山を思いっ切り崩して部屋中にばら撒まいてやりたくなります。それとも、仕事を放りだして思い切りお酒を飲めば少しは気が晴れるでしょうか。どうせなら我を忘れるくらいお酒を飲んで裸踊りでもすれば、気分がすっきりとするでしょうか。

　もし自分が裸踊りをすれば、囚とらわれているレフレンシアが飛んで戻ってきてくれるのではないだろうかと、そんなことまで妄もう想そうしてしまう。

　本当にレフレンシア様が戻ってきてくださるのなら、裸踊りだろうと全裸大行進だろうと喜んでやるのですが……って、わたしは何を考えていますかっっ！

　ガブリエラは大きく頭を後ろに引いて、いきなり前に振った。

　ごんっ。

　ガブリエラの額ひたいと執務机が激突し、鈍にぶくて大きな音が響いた。

　控えの間まと団長室を仕切る扉が開いて、やはり長裳に兎耳帽子のレオチェルリが顔を覗のぞかせる。

「どっ、どうかしましたか、ガブリエラ様？」

　帽子が脱げてしまった頭をのろのろと持ちあげたガブリエラが首を巡らせた。

「ああ、なんでもないわ。なんでもないの、レオチェルリ」

　にこやかに笑ったガブリエラの額の一点が赤く腫れている。

　そんなガブリエラの様子に、レオチェルリの胸が鈍く痛んだ。

　ガブリエラ様、そうとう煮に詰つまっていますね。無理もありませんけど。

　けれど、レオチェルリにできることはない。

　ガブリエラが団長にまで昇のぼり詰めたのは嬉うれしいことだが、以前のようにガブリエラを手助けすることができなくなったのは、レオチェルリには寂しいことだった。

「ガブリエラ様、少し休きゆう憩けいされては如何いかがです？　いまお茶を淹いれてきますので」

「そう……ね。集中力を欠いたまま、だらだらと仕事を続けても非効率なだけだもの。お願いするわ、レオチェルリ」
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　団長室の一いち隅ぐうに置かれた長椅子に腰を下ろしたガブリエラとレオチェルリが、小さな方卓を挟んでお茶を飲んでいる。

「レオチェルリ」

「はい、ガブリエラ様？」

「団長って大変ね」

　寂しそうな表情で呟つぶやくようにそう言ったガブリエラに対してどう応えればいいのか、レオチェルリは困ってしまう。

　そうですね、と言うのは何か無責任だ。

　かといって、そうでしょうか、と言うのはガブリエラの大変さを否定するように聞こえるだろう。

　わたしにはよくわかりません、と言うのも突き放したような言い方だ。

　結局、どう応えていいのかわからず、レオチェルリは曖あい昧まいに頷うなずくだけだった。

「わたしとレオチェルリが入団試験に備えてあれこれと訓練していた頃からまだ一年も経っていないだなんて、信じられないわね」

　ガブリエラは当時を思いだすように遠い目で天てん井じようを見上げた。

「本当ですね」

　今度はレオチェルリも大きく頷く。

「わたしも信じられない思いです」

「それが今では鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎの団長だなんて……団長だなんて……」

　ぼんやりと宙ちゆうを見上げていたガブリエラだが、不意に俯うつむき、両手で茶器を握りしめたまま肩を小刻みに震わせた。

「団長として鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎを率いていくだなんてことが、本当にわたしにできるのかしら」

　ガブリエラ様……。

　レオチェルリは胸を衝つかれた。

　自信満々の顔と堂々とした態度で奇き策さくを披ひ露ろうするガブリエラとは別人のような弱々しいガブリエラがそこにいる。

　レオチェルリはどう声をかけようかと一瞬迷ったが。

「わたしにはできると思いますし、レフレンシア様だって、できると思われたからこそガブリエラ様を団長位に就つけたのだと思います」

「レフレンシア様の期待は嬉しく思うけど……その期待が重いのよね」

　ガブリエラは、またもや長いため息を吐ついた。

「わたしはガブリエラ様ができると信じていますが、もしできなくてもいいではありませんか」

　ガブリエラは、え？　と顔を上げる。

「ガブリエラ様が失敗したのでしたら、それは無理やりガブリエラ様を団長位に就けたレフレンシア様のせいです。ガブリエラ様が責任を取る必要はないと思います」

「そ……それはあまりに無責任な……」

「では、レフレンシア様は無責任にガブリエラ様を団長に就けたのですか？」

「そういうわけではないと……」

「ならば、レフレンシア様にも責任があるわけですよね。というか、むしろガブリエラ様より大きな責任が」

「そう……いう考え方もある……のかしら」

　もちろんあります、とレオチェルリは胸を張る。

「ですから、ガブリエラ様はできるとかできないとかを気にされずに、自分がやりたいように思い切ってやればいいのだと思います、ええ。思い切りやった挙げ句に失敗したのなら、それはそれで仕方がないではありませんか」

「レオチェルリ……」

　ガブリエラはレオチェルリの優しさに胸が熱くなる思いだった。

「ガブリエラ様は、失敗したらどうしようなどと恐れたり躊躇ためらったりするような方ではなかったはずです。ガブリエラ様はガブリエラ様らしく、自分を貫いてください。その結果、失敗したとしても、敗者になったとしても、誰もガブリエラ様を恨んだりはしません。もし恨む人間がいれば、わたしがぶっ飛ばして差しあげますから」

　ガブリエラは潤うるんだ目でレオチェルリを見つめ、そして。

　右手を挙げて、ちょいちょいと彼女を手て招まねいた。

「え？　はい？」

　ガブリエラが自分の隣へ来るようにと指さしたので、レオチェルリは遠えん慮りよがちに立ちあがり、ガブリエラが座っている長椅子に近づいていった。

「よろしいですか？」

「いいの。座って」

　レオチェルリは遠慮がちにガブリエラの隣に腰を下ろした。

　すると。

「ありがとう、レオチェルリ」

　ガブリエラがいきなりレオチェルリに抱きついてきた。

　レオチェルリの胸に顔を埋めたガブリエラは、レオチェルリの背中に回した両腕に力を入れてくる。

　ガブリエラを受け止めたレオチェルリは、左手をガブリエラの背中に回し、右手を頭に載せ。

　それから優しく丁てい寧ねいにガブリエラの頭を撫なでてやった。

　ガブリエラはとても気持ちがよさそうに、おとなしく撫でられている。

　……ガブリエラ様。

　レオチェルリは嬉しかった。

　他人には見せない弱さを自分にだけは見せてくれたガブリエラが愛いとおしくて、そして自分にもまだできることがあるのがわかって嬉しかった。

　絶対にガブリエラ様のことを護ってあげたいと、その思いを改めて強くした。

　レオチェルリはガブリエラの背中に回している左腕にぎゅっと力を込める。

　大丈夫ですよ、ガブリエラ様。ガブリエラ様ならできます。自分を信じてください。ガブリエラ様を選んだレフレンシア様を信じてください。ガブリエラ様を信じている仲間を信じてください。そうすれば、必ず道は開けます。わたしはいつでもどこでもガブリエラ様を信じていますから。そして、どこまででもガブリエラ様を信じてついていきますから。

　そんなレオチェルリの心の呼びかけを察したのかどうかわからないが、ガブリエラはもう一度、聞こえるか聞こえないかという声で呟つぶやいた。

「ありがとう、レオチェルリ。もう少しだけ、こうしていさせてね」

「少しだけと言わず、いつまででもいいですよ」

　レオチェルリの胸元からガブリエラが顔を上げた。

　赤く充じゆう血けつした目で、泣き笑いの顔で、ガブリエラがレオチェルリを見上げた。

「ふふ、それは駄目。書類の山が二倍になってしまうもの」

「そうでした。では、もう少しだけ」

　レオチェルリは右手でガブリエラの頭を優しくかき抱くと、もう一度、自分の胸元へ引き寄せ、ガブリエラの柔らかな金髪を繰り返し撫でるのだった。





ガブリエラ戦記Ⅳ　完













　あとがき




　札さつ幌ぽろの冬は寒いです。けれど、寒さには意外と慣れるものだというのを実感。気温が零度くらいなら手袋なくても歩けるようになりました。ズボンの下にタイツを穿はかなくても平気。所ところ沢ざわにいた頃は気温が一桁になれば手袋してタイツを穿いていたというのに。そんなふうに少しずつ札幌人になってる舞まい阪さかです、初めまして、あるいは毎度ど～も。




　それはさておき。

　昨年末に、札幌在住のラノベ作家さんや漫画家さんと忘年会をしました。蟹かに屋やで優雅に蟹を食べながら……あぁいや、皆の蟹を食べる姿は全然優雅じゃなかったけど（笑）。たしか集まったのが九人だったかな。凄いね。札幌にそれほど作家や漫画家がいるとは引っ越してくる前は想像もしてなかったよ。やはり同業者がいると心強い。情報交換もできるし、愚痴も言い合える。

　そんな札幌ラノベ組の一人、海かい冬とうレイジさんには引っ越し直後からいろいろと世話になりっぱなし。とても助かっている。そんな海冬さんがついにファミ通文庫デビューを果たすらしい。皆さん、来月、三月のラインアップにご注目！　ですよ。

　さて、いきなり今後の予定をば。うん、今回はページ数がないからね。




「ガブリエラ戦記」もこれで四巻目。「鋼鉄はがねの白兎騎士団しろうさぎ」から通算すれば、もうシリーズ十五冊目（短編集が一冊あるから）。よくぞここまで続けられたものだと自分でも感心する。けど、でも、いよいよ最終局面に入ってきた。ガブリエラがどうやってこの戦争に終止符を打つのか、というアイディアはもう固まっているので、あとはその着地点に向かって粛しゆく々しゆくと進んでいくだけ。次の巻は夏にはなんとかしたい……なぁ。

　一月に出た「競泳戦隊ミズギーズ」（ガガガ文庫）の二巻目が、上手くすれば四月に出ます……まだ一行も書いてないけどな。「乱らん☆恋こい５」（富士見ファンタジア文庫）は、たぶん六月に出ます。こちらは九割方できているので大丈夫。現状で確定しているのはそこまでかな。夏に某レーベルで新シリーズを始める予定なんですが、これに関してはまだ何も情報を出せないですね。




　そんなこんなで、では次は四月に「競泳戦隊ミズギーズ２」でお会いしましょう……できるといいな。





二〇一二年一月吉日　　舞阪＠今年はスキーに行けるのだろうか　洸こう
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